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昔々あるところに、凶きよう悪あくな鬼が出現しました。

神様なんていないから、人間ワタシが鬼を退たい治じしました。
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　雨の里の近くにある湖の畔ほとり。背の高い茂みの奥に隠れるように存在する秘密の場所で、幼い女の子が一人、ぴょこりと跳ねる鷹たかの雛ひなを追いかけていた。

　雛といっても猛もう禽きんだ。頭の羽毛はまだ灰色だが、すでに嘴くちばしは鋭するどく、かぎ爪づめはがっしりとしている。成鳥になるまでそう時はかからないだろう。

　跳ねるたびにぱたぱたと翼つばさを羽ばたかせる鷹の雛は、少しだけ空中に留とどまって、小さな手が届きそうになると地に落ち、また跳ねた。一羽と一人が跳ねるたびに、近くの草花が大きく揺れる。

　素直に地面を歩いて追いかければ手が届きそうなものの、女の子は雛と同じように飛び跳ねては着地し、また跳ねた。

　ぬばたまのような漆しつ黒こくの黒髪は、日に透すけると紫むらさき立だつ。肩で切りそろえられた柔らかな髪が丸く広がる様子は、まるで風に揺れる花か弁べんのようだ。

　子供特有の瑞みず々みずしい肌は抜けるように白く、鴇とき色いろの唇くちびるはふっくらとして愛らしい。長い睫まつ毛げの奥で楽しげに輝いている瞳ひとみは、うっすらと赤みのある薄紫。

　桃もものような頰ほおに泥をつけ、まっすぐな髪に草花の残ざん骸がいを絡からませているものの、彼女が可か憐れんな顔立ちをしているのははっきりとわかった。

「蓮レン華ゲ」

　ふいに聞こえてきた少年の声に、蓮華と呼ばれた女の子は小さく笑う。がさがさと草をかきわけてくる音が近づいてきたのを耳にして、慌てて澄すました顔を作るも、嬉しそうな瞳の輝きは隠せていない。

「見つけた。また勝手に疾風ハヤテを連れていったな」

　蓮華の近くの草むらが大きく揺れて、十代前半の少年が姿を現した。

　うっすらと日に焼けた肌は健康的で、すらりと伸びた手足は若わか木ぎのようなしなやかさを感じさせる。意志の強そうな眉まゆ毛げや後ろで一本に結ばれた髪は淡あわい茶色で、光の照らす角度によっては黄色く輝いた。灰色の瞳は瞳どう孔こうに近づくほど緑がかって見える。

　彼も蓮華と同じく人にしては奇き異いな色しき彩さいの髪と目をしているが、雨の里をはじめとする真ま実みの一族は、黒や茶色以外の色味を持つ者ばかりが生まれるものだ。

　華はなやかな色彩を持つ代わりのように、里にいる者は皆、白い着物を着る風習があった。土仕事や修行の際は、黒い着物を身につけることもあるが、少年のように白い着物の上から裾すそを縛しばった黒い細ほそ袴ばかまを身につけるほうが多い。

　蓮華を見つけて安心したように微笑ほほえんだ少年は、すぐにわざとらしいほど顔をしかめた。

「疾風を返すんだ」

「浅アサ沙ザも遊ぶ？　遊んであげてもいいよ」

「遊ばない」

　冷たく断だん言げんした浅沙の機き嫌げんを取るかのように、ぴょいぴょいと近づいた鷹の雛は、草ぞう履りの鼻はな緒おを甘あまく嚙かむ。

　浅沙が革かわの手てつ甲こうを装そう備びした左腕を差しだすと、鷹の雛は忙せわしく羽ばたいた。黒い細袴や紐ひも帯おびにつかまりながらも、なんとか未発達な細い手首に落ち着く。

「疾風が遊びたいって顔をしてたのよ」

　ませた口調でそう言った蓮華は、悪びれることなく胸を張った。

「疾風と遊んであげない浅沙が悪いの」

「俺は俺で訓練があるんだよ。疾風と組んだ修行はこれからだってのに、邪じや魔まするんじゃない」

　叱しかりつけるような言葉のわりに、その口調は柔らかい。

「邪魔じゃないもの。疾風と遊んであげてたの。浅沙もわたしと遊ぼう」

「蓮華は他のやつらと遊べばいいだろう」

「みんなわたしのことをのけ者にするんだもの。つまんない。浅沙は修行ばっかりだし」

　年とし相そう応おうの幼い仕し草ぐさで、つきたての餅もちのように頰を膨ふくらませる蓮華に、浅沙は「ああ」と、困ったように目をそらす。

「今の雨の里に、女の子は少ないからな」

　こうして元気に遊び回る女じよ児じは蓮華一人で、他にはよちよち歩きの赤あか子ごと、まだ動けない乳ち飲のみ子ごしかいない。

　一般的に『自分たちと違う存在』というのは、のけ者にされやすい。性別であろうが、それは同じだ。ただでさえ口が達たつ者しやな蓮華は生意気だと思われがちで、男の子ばかりの集団の中では孤こ立りつしやすかった。そのたびに浅沙が取りなしていたのだが、最近本格的な修行に入った浅沙は、里の子供たちの遊びから抜けてしまった。

　蓮華一人では子供たちの輪の中に入れない。

　おまけに浅沙が抜けて里の子供たちの最年長となった少年は、何かと蓮華に冷たくあたる。下の男の子たちも、それを真ま似ねするようになってしまった。

　寂さびしさの裏返しか、蓮華は悪戯いたずらをしては周囲の人間の気を惹ひくようになった。主おもな被ひ害がい者しやは浅沙である。

「ほら、菱リヨウ花カさんが呼んでたぞ」

「噓うそよ。遊びにいくなら薬草を採とってくるようにって言ったのはお姉ちゃんだもの」

「でももう言われたものは採り終わっているんだろう？」

　近くに置かれたざるの上には、暇ひまな時間をもてあましたように、こんもりと薬草が盛もられていた。すぐに天てん日びに干せるように、土まで落とされている。

「頑がん張ばって採ったんだから、きっと菱花さんに褒ほめられるぞ。よかったな」

「早く帰ったらお姉ちゃんに哀かなしい顔をされるもの……わたしがみんなに嫌われているから、心配されるの」

　華きや奢しやな背中を小さく丸めた蓮華が、浅沙から目をそらしながらもごもごと呟つぶやく。

　物静かで美しい、大好きな人を哀しませたくないと全身で訴うつたえる蓮華を見て、浅沙は大人びた表情で苦く笑しようした。

　蓮華の髪についた草花を払はらい落とし、懐ふところからだした手ぬぐいで頰をぬぐってやる。

「あいつらは蓮華が可か愛わいいから、つい意地悪をしてしまうんだよ。本当は仲良くしたいと思っているんだから、素直に『遊ぼう』って言ってごらん」

　歩み寄れと告つげる浅沙に反発し、蓮華はつんと顔を背そむけた。

「別にもう遊ばなくてもいいもの」

「……そんなことを言う蓮華は可愛くないな」

　怒ったふりをした浅沙の着物を、小さな手が慌ててつかむ。

「ごめんなさい」

　即そく座ざに謝った蓮華に、浅沙は目を合わせた。

「頑張って、みんなに『遊ぼう』って言えるか？」

「言う」

　こくこくと頷うなずく蓮華に、浅沙は破は顔がんした。

「一人が怖かったら一回だけ俺がつきそってあげるから、ちゃんと自分で言うんだぞ？」

「わかった」

「よし。いい子だな」

「…………」

　褒めたはずなのに不安そうな顔をしたままの蓮華に、はてと浅沙は首を傾かしげる。

「蓮華、どうした？」

「…………わたし可愛い？」

　どうやら『可愛くない』の一言が引っかかっていたらしい。

「可愛いよ」

「お姉ちゃんより可愛い？」

　蓮華の基準はいつだって『お姉ちゃん』だ。

　適当に相あい槌づちを打って聞き流すこともできただろうが、浅沙は丁てい寧ねいに答えた。

「菱花さんは『可愛い』より『綺き麗れい』かな。きっと蓮華も菱花さんみたいに綺麗になるよ」

「…………綺麗になったらお姉ちゃんみたく、籐トウ二ジのお嫁さんになるの？」

　菱花が籐二の元へ嫁入りしたのはつい最近のことで、まだ記き憶おくに新しい。

　物心がついた時には両親がいなかった蓮華は、ずっと祖そ父ふ母ぼと『お姉ちゃん』と呼んでいる叔お母ばの菱花と暮らしていた。祖父母が亡くなってからは、菱花と二人で。菱花が嫁入りした後は、共に籐二の世話になっている。

　陰かげとなり日向ひなたとなり、何年も菱花を見守ってきた籐二のことは、蓮華も好きだ。

　菱花のように綺麗なお嫁さんになれるのなら、蓮華も嬉しい。

「菱花さんは籐二さんのお嫁さんだから、蓮華は無理かなぁ」

　無理だと言われて、蓮華はしゅんと肩を落としてしまう。

「じゃあ、浅沙のお嫁さんは？」

　籐二が駄だ目めならば、嫁入りする相手は浅沙がよかった。

　里で一緒に遊ぶ子供たちの中で、浅沙だけがいつもこうやって蓮華を迎えにきてくれた。穏おだやかに話を聞いてくれて、駄だ々だをこねる蓮華をなだめて、優しく笑ってくれる。

　無む邪じや気きな瞳で年上の少年を見上げた蓮華の問いに、浅沙は言葉に迷うように沈黙し、そして──




　──十年後、里さと長おさに呼びだされた蓮華は、全力で浅沙との婚こん儀ぎを拒きよ絶ぜつしていた。

「なんでわたしが浅沙に嫁入りしなきゃならないわけ!?　わたしまだ十六なのよ!?」

　日に透けると紫立つ艶つややかな黒髪を逆立てる勢いきおいで、蓮華は華奢な肩を怒いからせる。

「『わたし浅沙のお嫁さんになりたい』とか言ってたくせに」

　蓮華の隣で胡座あぐらをかいた浅沙は、だされた白さ湯ゆに手をつけることなくぽそりと呟く。

「違うわよ！　『大人になってから決めるから、蓮華はそのまま綺麗になればいいよ』とか浅沙が言ったから、『じゃあわたし綺麗になる』って答えただけだもの！」

　子供時代の可愛らしい会話をなぞった蓮華は、まるでその約束を果たしたかのように美しく成長していた。今は里にいるから白い着物を着ているが、真実の一族として外に出れば、華やかな着物を身につけて、『鬼き刃じん』を手に仕事をしている。

「ようやく《驟しゆう雨う》を手に入れて、自由に里を出入りできるようになったのに、また里の中に閉じこもるなんて冗談じゃないわよ！」

「蓮華、ぬしが優ゆう秀しゆうな真実の一族に育ったのは重ちよう畳じよう。なれど、雨の里には子が足らん」

　還かん暦れきを過ぎた老ろう爺やの声とは思えぬほど、里長の声はよく響いて聞き取りやすい。いつもなら彼が口を開けば自然に黙る蓮華だが、今はとても落ち着けない。

「そこらの夫ふう婦ふに言いなさいよ！　この間も沢オモ瀉ダカが外から嫁を連れてきて祝ったばかりよ？　これからがんがん産んでもらえばいいじゃないの！」

「欲しているのは雨の里の子じゃ。儂わしの言いたいことはわかろう？」

　今現在、雨の里には鬼刃の使い手となれる人間が足りていなかった。

　つまり鬼刃が里に余っているのだ。

　──鬼の血を浴あびない鬼刃は、負ふの気配を纏まといやすい。

　里長の危き惧ぐはよくわかる。鬼刃を扱あつかうには契約が必要だが、相性が合わなければ持つことができないのだ。真実の一族であろうと必ず鬼刃と契約できるとは限らなかった。

「わたしだって鬼刃と契約してる一人なのよ！　嫁入りして子供を産むとなったら仕事なんてできないわ！　《驟雨》を手放さなきゃならなくなるのよ!?」

「《驟雨》は何度か鬼の血を浴びた。ぬしたちの子が成長するまでは大人しゅうしていよう」

「わたしの子がまた契約できるとは限らないわ」

「両親共に真実の一族なれば、契約ができる確率も高まろうて。なるべく早めに、なるべく多く産むがよいぞ。援えん助じよは惜おしまぬ」

「わたしに……子を産む道具になれとでも言うつもり？」

　蓮華の声が怒りに震ふるえた。

　今にも血の雨が降りそうな緊きん張ちよう感かんの中、のんびりとした声が蓮華の名を呼ぶ。

「蓮華、殺さつ気きを収めろよ。長おさはそこまで言ってないから」

「なんで浅沙は大人しく聞いてんのよ！　今ここで話を止めないと、あっという間にわたしたちの縁えん談だんが決まって宴うたげがはじまるわよ！」

　八やつ当あたりの火の粉を正面から浴びながら、なんでもないことのように浅沙は笑う。

「俺は嫌いやじゃないからいいよ」

「…………は？」

　怒ど気きをも丸く包つつみこんで、幼おさな子ごをあやすように告げた彼は、目と口を大きく開いた蓮華を面白そうに眺ながめた。

「俺はいいよ」

「めでたい」

「黙って」

　今にも呵か々かと笑いだしそうな里長を一言で黙らせた蓮華は、浅沙をきつく睨にらみつけた。

「いいって何よ？」

「…………好きだよ。ずっと前から好きだった」

　きつい眼まな差ざしの蓮華と視線を絡めたまま、穏やかに浅沙が笑う。




「お嫁においで」




　浅沙は人当たりが柔らかいけれど、その実、芯しんは強い。誰かに強きよう要ようされたからといって、自分の意にそわぬことに従したがう男ではない。だから──

　浅沙が蓮華を好きだと言うのなら、それはそのまま信じていいのかもしれない。

　嫁に迎えると言うのなら、それを望んでくれているのだ。

「…………」

　何か言おうとぱくぱくと口を開いた蓮華は……結局何も言葉が出てこなくて、視線をそらした。

　冷静になりたいのに浅沙の目が気になって仕方がない。

　勢いよく血を巡めぐらせる心臓がうるさい。

　ぎゅっと胸が締しめつけられるようで苦しいのに…………嬉しい。

（嬉しい。どうしよう……）

　白い肌は誤ご魔ま化かしが利きかないほど赤く染まっている。

　幼い頃から上う手まく蓮華をなだめては、手を繫つないで人の輪の中に入れてくれたのが浅沙だった。その優しさを知っている。嫌いなわけがない。

　でも──

　了りよう承しようすれば、蓮華は浅沙の妻となり、子を孕はらみ、雨の里から出られなくなってしまう。

（里から離れたいわけじゃないけど、閉じこめられるのは嫌だわ）

　蓮華は里の外の景色を知って間もない。鬼刃と契約し、使いこなすための修しゆう練れんだって重ねてきた。仕事に対する緊張感も、達成する喜びも覚えたばかりだ。

　──嫁にいけば、せっかく身につけた技術や手に入れた特別がなくなってしまう。

　迷う蓮華を甘やかすように、浅沙は尋たずねた。

「蓮華は今、何をしたいんだ？」

「わたし、わたしは……もう少し外に出たいわ。せめて一人前と認められるまでは……」

　期限をつけたのは無意識だった。

　婉えん曲きよくな了承に、当の本人だけが気づいていない。

「ありがとう」

　どうして礼を言われるのだといつの間にか伏せていた目線をあげれば、嬉しそうに微笑んだ浅沙が里長に問いかけていた。

「長、蓮華もこう言っているし、何も今すぐでなくともいいのでは？」

　白い眉を持ちあげて浅沙と視線を交かわした里長は、こくりと頷く。

「めでたい」

「わたしはまだ嫁入りするとは言ってないから！」

　最後の足あ搔がきとばかりに叫さけんだ蓮華に、里長と浅沙の笑い声が重なった。




　──それは今も夢見る平和な一ひと時とき。あの日、即座に夫婦の縁えんを結ぶと決めていれば、蓮華は浅沙を救えたのだろうか？
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　基本的に安い宿で飯が提てい供きようされることはない。飯は近くの店に食べに出かけるか、すぐに食べられるものを買いに行くか、もしくは自じ炊すいである。

　一階の土ど間まにある竈かまどや広間にある囲い炉ろ裏りは、宿の人間ではなくて自炊する客たちが主おもに使用していた。

　こういった宿の一階で板いた張ばりの床があるだけ上等だろう。い草で編まれた円えん座ざに座った蓮レン華ゲは、無表情で自じ在ざい鉤かぎに吊つるされた鍋を見ていた。

　美しい横顔だ。

　腰まで届きそうなほど長く伸びた髪は、まるで夜空を映す湖こ面めんのような黒。濡ぬれたように艶つややかでまっすぐだから一見重たげに見えるが、光を浴びるとうっすらと紫むらさき立だつ様子は神しん秘ぴ的てきだ。

　伏せた睫まつ毛げは頰ほおに影が落ちるほど長く、その奥の瞳ひとみは山やま葡萄ぶどうの果汁のような赤みをおびた薄紫色をしている。通った鼻び梁りようは品のよさを感じさせ、鴇とき色いろの唇くちびるは形よく整い、瑞みず々みずしい肌は白はく磁じのようにきめ細かい。

　色しき彩さいこそ人とは少し違うものの、黙っていればどこぞの姫君だと名乗っても通りそうな容よう姿しだ。ぴくりとも動かない表情は、作り物のようでもある。

　すらりとした肢し体たいを包つつむ真っ赤な着物には、肩や袖そでの前後に金と白と緑で蓮はすの花と流水の模も様ようが描かれていた。腰には黒と金と白で編まれた紐ひも帯おびを幾いく重えにも巻き、脇わきで両わなに結び下げている。そして帯には懐かい剣けんが入りそうな大きさの袋が挟みこまれていた。

　華はなやかな着物は蓮華の容姿に馴な染じんでいたが、彼女が高貴な身分の人間だと思う者はいないだろう。なにせその裾すそは、幼い子供が身につけるもののように短いのだ。そして半はん袴こと呼ばれる足の形にそった膝ひざの見える長さの黒い袴はかまを、狩かり袴ばかまや指さし貫ぬきのように上じよう衣いの下に穿はいている。

　宿の中でくつろいだ姿でいるため脚きや絆はんは巻いていない。白い臑すねはむきだしになっていた。

　典てん雅がなようで、粗そ野やな衣服だ。

　甘あま酸ずっぱい色合いの瞳が映すのは、鍋の中でことことと煮こまれた野や菜さい粥がゆ。

　手て許もとにあるのは葡萄茶色の漆うるしが塗ぬられた箸はしと椀わんで、まな板や包ほう丁ちようはそこにない。それらは囲炉裏を挟んだむかいにある。

「ん。そろそろいいな」

　木き匙さじをかき回して粥の様子を見た男は、まな板と同じ場所に置いていた味み噌そ玉だまを割って、鍋の中に溶とかし入れた。ちなみに味噌玉とは、薬やく味みを入れた焼き味噌を丸めたもので、作り手によって風味が異なる。彼の場合は大おお葉ばや生しよう姜が、葱ねぎの他に、沢さわ蟹がにを干して潰つぶしたものを練ねりこませていた。

　味噌玉が鍋の中で溶ければ、蟹と薬味の旨うま味みを予感させる味噌の香りがぷんと漂ただよう。

　調理をしている男の名を籐トウ二ジという。年は三十二で、蓮華とは一回り以上も離れていた。

　坊ぼう主ず頭あたまにしているが、少しだけ毛先を見せている髪の色は青みが強い。鋭するどい双そう眸ぼうは濃こい紫で、鼻が高く、天てん狗ぐに間違われた修しゆ験げん者じやのようないかめしい顔つきだ。

　その服装も形だけは修験者に近かった。しかし彼が着ているのは鈴すず懸かけと呼ばれる山やま伏ぶし装しよう束ぞくよりもかなり目立つ。上の衣は右側を山やま吹ぶき色いろに染めて、残りを藤ふじ紫むらさき色いろに染め、広い背中には金と紫の糸を使った藤の花が刺し繡しゆうされていた。下の袴は紺こん色いろだ。

　たおやかな体たい軀くの蓮華が傍そばにいると、衣きぬ越ごしでもわかるような筋肉質の身体からだはますます大きなものに見える。

　包丁以外の物ぶつ騒そうな刃物が似合いそうな外見だが、軽やかに動いた男の手はあっという間に葱を細かく刻んでしまった。

　刻みたての葱を鍋に流しこみ、彩りも鮮あざやかになった野菜粥に満足げに頷うなずいて、籐二は蓮華に目をむけた。

「よし、蓮華もういいぞ」

「ん」

　一音だけ返事をした蓮華が椀を差しだせば、両の手の平を広げて丁ちよう度どよく収まるような器に、あふれんばかりの野菜粥が満たされていく。

「くあっ！　たまんねぇ匂においだなおい！　米を少しやるから、一杯わけてくんねぇか？」

　別の囲炉裏で焼米をお湯で戻していた男が、空からの椀を差しだしてくると、野菜をはじめ交こう換かんできるものを持った宿の客たちがわらわらと寄ってくる。

　自炊を選ぶ泊まり客同士の間で、こういった取引がされるのは珍しいことではない。ここのような宿しゆく場ば町まちだと稀まれに貨か幣へいを渡してくる者もいたが、大たい抵ていは物々交換だ。

　料理上手な人間などは、それを見越して余分に作る。今日の籐二はわざわざ宿の大鍋を借りて大量の粥を作っていた。

「物がなければ噂うわさ話ばなしでも粥をわけてやろう。面白ければ注つぎ足たしてやる」

　遠巻きに粥を眺ながめる者たちに籐二が声をかける──実のところ、野菜粥を大量に作った本命の理由はこちらにあった。

　どこそこで戦いくさが起こったらしい、どこそこでは流行はやり病やまいが起きたらしい、どこそこの店ではこれを探しているらしい。

　集まる噂話はいつも似たり寄ったりだ。しかし──

「最近鬼が出しゆつ没ぼつする話をよく聞くな」

　籐二がさりげなく話の方向を定めてやれば、面白いほど話が広がり、あっという間に粥が減っていく。

　曰いわく、各地に点在していた真ま実みの一族の里が、次々と絶ぜつ滅めつしている。

　曰く、鬼き神じんを封ふうじていた夏や春の里も、滅ほろんでしまったらしい。

　あくまでも噂話だ。そもそも真実の一族の里は隠し里である。通りすがりの真実の一族を捕つかまえるか、仲ちゆう介かい者しやを介かいさねば仕事の依い頼らいもできない。

　里の呼び名一つ取っても、正しいか否いなかわからない。秘密の場所にある話を、どうして旅の人間が知るというのだ。

　ここにいる者のほとんどは話半分に聞いているだけだろう。けれど蓮華と籐二はなんてことない顔をして、耳を澄すませていた。

　実のところ、話のほとんどは以前泊まった場所で聞いたことのあるものばかりだ。その中で、より具体的なもの、話が重なっているものを頭の中でより分けて真しん実じつを探っていく。

「近くの村で鬼が出たらしいが、あんたらこれからそこにむかうのかい？」

　変わった色彩の髪と瞳、それを主しゆ張ちようするような派は手でな衣服で、蓮華たちが真実の一族なのは一目でわかる。

　唐とう突とつに水をむけられた籐二だが、凄すごみのある低い声を穏おだやかに響かせて噓うそをついた。

「いいや。俺たちは別の仕事を終えて、これから里に帰るんだ」

　黙られると近寄りがたいいかめしい顔も、笑えば意外なほどの愛あい嬌きようを生む。

「近くの村ってなんだい？　話の種に聞かせろよ」

　籐二が男の椀に粥を注いでやると、彼は満足そうに口を開いた。

「男山の麓ふもとにある村で、畑が荒らされたり、犬が死んだりしていたんだと。子供と同じくらいの鬼を見たって言うんで退たい治じしてもらったら、正体は貂てんが化け生しようした鬼だったらしいぜ」

　ずっと黙ったまま粥をすすっていた蓮華が、はじめて顔をあげた。

　唐突に動きだした蓮華は、いっそ禍まが々まがしいほど美しく、籐二とは別の意味で近寄りがたい。

　ふっくらとした鴇色の唇が割れて、鈴の音のような声が静かに、けれど力強く響いた。

「正体までわかっているなら、もう退治されたのよね？　どこの里の真実の一族かわかる？」

　急に輝きだした薄紫の瞳に息を吞のんだ男は、怯おびえたように尻しり込ごみして首を横に振った。

　異様な雰ふん囲い気きにその場が飲まれそうになる中、脳天気そうな別の男が小さく手を挙あげた。

「里まではわからんが、髪と目の色はわかるぞ。黄色の髪と緑の目をした若い男だったらしい。真実の一族は本当に変わった毛色のやつばかりだなぁ」

「黄色の髪と緑の目……」

　記き憶おくを刺し激げきする色彩に、蓮華が小さく呟く。

「知りあいかい？」

「同どう郷きように似た色彩の男がいるが、ここにいるわけはないから別人だろう」

　蓮華の代わりに籐二が答えた。

　噓ではないその言葉に、蓮華は生なま乾がわきの瘡かさ蓋ぶたをなでられるような気分を味わう。

　ゆっくりと、その瞳から光が失うしなわれた。

「そうね。ここにはいないわね」

　注意していなければわからないような表情の変化と同時に、すっと蓮華から放たれていた威い圧あつ感かんがなくなり、気配すら薄くなる。

　大人しくなった蓮華の代わりに、籐二がさりげなく皆から話を聞きだし、相あい槌づちを打っては会話を回していく。

「真実の一族が減って、鬼が増えたのか……」

　誰かが呟つぶやいた言葉が妙みように重く響いて、騒さわがしかった場が静まり返った。

　それもまた事実だと、蓮華たちは知っている。

「実際のところ、どうなんだい？」

　無ぶ遠えん慮りよな質問に、籐二は軽く眉まゆを動かした。濃い紫色の瞳でゆっくりと一同を引きつけて、答える。

「さてな。俺も噂は聞いているが、詳しいことはわかっちゃいない」

　正しい情報を伝えることがいいとは限らない。鬼はいつ出現するかわからないけれど、今の時代は鬼に殺されるより戦で死ぬ確率のほうが高いのだ。

　最後に残った粥をくりっと木匙ですくい、籐二は先程鬼に襲おそわれた村の話をした男を見た。

「『男山の麓にある村』とやらは、ここからどう行けばいい？」

　嬉き々きとして場所を教えた男に粥をやり、鍋の中身が空になると、自然と人が散りはじめた。中には噂話を続けている者もいるが、いつ出現するかわからない鬼よりも、予よ測そくがしやすい戦の話が主体のようだった。

　──今のこの時代は死が身近だ。

　戦、病やまい、鬼と、理り不ふ尽じんな理由で命を奪うばい奪われることに慣れすぎて、化け物と戦うことのできる真実の一族の扱あつかいすら、そこらの傭よう兵へいや無ぶ頼らい者ものに対するものと変わらない。出会った当初は警けい戒かいすることがあっても、害がないとわかったら存在を無視する。自分に利があると思ったら馴なれ馴なれしくしてくる。

　お互い様だ。

　荒あれ果てた里で呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいるよりも、適度に自分たちに無関心な他人がいる場所のほうが安心感があるのも同じ。

「蓮華、鍋を洗ってくるから荷物を見てろよ」

「ん」

　蓮華の椀と鍋二つを片手につかんで洗い物をまとめた籐二は、裏の洗い場にむかう。

　寝起きする場所は二階だが、荷物を置きっ放しにしていれば置き引きの餌え食じきになりかねないので、身近に置いておくのが常識だ。

　もちろん籐二の行こう李りを一人で担かつげる男はなかなかいないだろうし、真実の一族の荷物を盗ぬすむ人間も稀まれだろうが、貴重品だけ盗もうという輩やからもいないわけではない。派手な外見で自みずからが真実の一族だと知らしめているため、彼らが裕福だと思いこんでいる者もいる。

　一人になった蓮華は、粥での物々交換で仕入れたものを適当にまとめた。

「お嬢ちゃん、兄さんばっかりに働かせてないで、自分でも洗い物にいったらどうだよ？」

　いらぬお節せつ介かいか、はたまた蓮華が離れた隙すきに荷物を漁あさろうと企たくらんでいるのか、親しん切せつ面づらで籐二を手伝ってやれと言ってくる男に、蓮華は冷たい一いち瞥べつを返した。

「嫌いやよ。面めん倒どうくさい」

　すっぱりと言い切った蓮華に、男はぽかんと口を開ける。

「…………」

「籐二が好きでやってるんだから、よその人間が口だししないで」

「冷てぇ女だなぁ」

　多分に本心を含んだ言葉を鼻で笑う。

（好きに言えばいいわ）

　籐二が進んで蓮華の世話を焼いているのは誇こ張ちようでもなんでもなかった。旅の空の下、自分たちで行う範囲の炊すい事じ洗せん濯たくはすべて籐二が担当し、蓮華の髪まで梳すいてくれる。

　──まるで、誰かの代わりのように。

　籐二と二人、支えあって生きている。

　たぶんどちらかが欠けていたら、悪あつ鬼きのごとく面おも差ざしを変えて、生き急ぐような旅をしていたのだろう。

　そしてきっと、目的を果たす前に野の垂たれ死じんでいたに違いない。

　顔から表情を消したまま、ぼんやりとそんなことを思っていると、追い打ちをかけるように男の声が飛んできた。

「いくつだよ。女盛りだろうに、それじゃ嫁にいけねぇぞ」

　かいがいしく蓮華の世話を焼く籐二は、どうやら恋人や夫というより保護者として見られていたらしい。実際のところ間違ってはいない。籐二は蓮華の『お姉ちゃん』の夫で、昔から親のような立ち位置で接してくる。

（嫁ね……）

　里さと長おさの前で並んで、縁組みの打だ診しんをされたことを思いだして、大切な人たちの面おも影かげが脳のう裏りを過よぎる。

　ぎゅっと縮んだ心臓が、痛い。

「十七よ」

　ぽつ、と返した言葉を、男が聞いたかどうかはわからない。どうでもいいことだから、確認しようとも思わなかった。

「お嫁にはいかないから問題ないわ……」

　行李に背中を預けて消え入りそうな声で呟くと、わずかに揺れた行李の中で、カシャリと小さな金きん属ぞく音おんが響いた。まるで蓮華の声に同意したように……。

（…………籐二、早く戻ってこないかな）

　寂さびしいと言葉にする代わりに、蓮華は行李に頭を載のせる。




　カシャリ。




　鬼を殺すための道具が、もう一度音を立てた。
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　真ま実みの一族というのは鬼を退治する人間の総そう称しようだ。そのための武器を鬼き刃じんと呼ぶ。

　鬼を退治すれば当然鬼の死体がそこにできる。そしてそのまま放っておけば、瘴しよう気きを発して病を呼び寄せる。

　しかし特別な処しよ理りをして鬼の身体の一部を武器に転じさせることができれば、それは強力な武器となるので、鬼を退治した真実の一族は鬼おに鎮しずめの儀ぎ式しきをして瘴気を封じ、鬼おに塚づかを建たてていた。

　鬼塚は鬼の死体の保存庫であると同時に、同じ里の仲間に対する目印でもある。塚には封印の呪じゆ文もんの最後に里の名と、日付が刻まれていた。

　普通は数日中に仲間が荷車を牽ひいて鬼の死し骸がいを回収しに訪れるものだが、古い日付だと誰も引き取りにこなかったと判はん断だんして、別の里の人間でも持ち帰りが自由になるのが暗あん黙もくの了りよう解かいとなっている。

「もう終しゆう盤ばんね」

　宿を発たった蓮華たちが噂に聞いた男山の麓にある村に到着した時、すでに鬼鎮めの儀式が進行していた。

　どうやら村の外はずれに鬼塚を建てるようだ。

　四角の形にしめ縄なわを張った中央には、しめ縄が結ばれた石いし塚づかが佇たたずんでいる。塚の前には白木の祭さい壇だんが組み立てられていて、榊さかきの枝を手に宣呪言のりとごとを唱となえている男の姿が遠目に見えた。白しろ狩かり衣ぎぬに無紋の白はく差さ袴ばかまは、真実の一族の中では浄じよう衣えと呼ばれている衣だ。

　蓮華たちからは背中しか見えないが、凜りんとした声と体格からして若い男だろう。

　右肩の上でゆるく結んでいる髪は、少し長めでクセがある。日に反はん射しやして金色に輝く頭にほっとした。

（似てない……）

　まだ背中から見た印象だけだが、話を聞いた時に蓮華が連想した黄色い髪は、淡あわい茶色に近いものだ。日の光を浴びてもあんなにきらきらしていない。

　彼の背はい後ごには村むら長おさらしき老人を筆ひつ頭とうに、村人たちが集まっていて、皆、頭を下げていた。

　ほとんどの人間は同じ姿し勢せいでいたが、ただ一人ちょこまかと動いて浄衣の男の手伝いをしている子供がいる。子供の頭は完全な黒髪なので、真実の一族ではなく、村の子供に手伝ってもらっているのだろう。

「一人しかいないのかしら？」

「みたいだな」

　邪じや魔まにならない距離を置いたまま、幕を引こうとしている儀式を無表情に眺める。

　宣呪言はすでに唱え終わっていた。真実の一族の男が榊の枝を祭壇に置いて、鬼塚にむかって柏かしわ手でを打ち一礼した後、村人たちにむかって一礼する。

　視線を感じたのかもしれない。

　ゆっくりと顔をあげた男の目が、こちらをむいたのがわかった。お互いに顔立ちまではよくわからない。しかし蓮華と籐二の外見で、ここに『真実の一族がいる』というのは充じゆう分ぶん伝わったようだ。

　村長らしき老人と短い言葉を交かわした男は、蓮華たちに視線を定めて足を進めてきた。

　村の外れの荒れ地だ。田畑もないので歩きやすい。

　男の姿がだんだん明らかになっていく。

（『黄色い髪に緑の目の男』と、言えなくもないけれど……）

「派手な男だな……」

　思わずこぼしてしまったらしい籐二の言葉に、蓮華も無言で頷いた。

　きらきらと陽光を反射する金色の髪や、息を吞むほど鮮せん烈れつな緑の瞳だけでもとにかく目立つ。くっきりとした二重の瞳は、目め尻じりが少しだけ垂たれていて、優しげというよりは甘あまくて軽い印象をもたらした。
















　うっすらと日に焼けた肌は健康的で、籐二には及およばないものの身長が高い。色味のない衣服を着ているのに、ここまで存在感を醸かもしだすのは珍しい。

「よお、ご同業。ここの仕事は終わったぜ。精しよう進じん落としの宴うたげに顔をだすくらいは大丈夫だと思うから寄っていけよ」

　男は軽けい快かいな口調で話しかけてきた。白い歯を見せてにっと笑えば、日向ひなたにいるように明るい空気に包まれる。

「こん……」

　こんにちはと、普通に挨あい拶さつをするつもりだった蓮華は、ゆるみかけた自分の顔に気づいて中途半はん端ぱに言葉を止めた。

　男につられて笑みをこぼしそうになった自分自身に驚いて、反射的に両手で口くち許もとを覆おおった仕し草ぐさが目に留とまったのだろう。男の視線が籐二から蓮華に移った──目が合う。

　混じりけのない鮮やかな緑だ。灰色はどこにもない。

「…………ちがう」

　声にはだしていない。けれど手を下ろしてしまったため、動いた唇は見られた。

「何が？」

　正当な質問だと思ったけれど、答える気にはなれなかった。

　違う色彩だとわかっているのに、似た色合いというだけで、刺激される記憶がある。

　男の足が無遠慮に前に出た。

「さっき挨拶しかけてたのに、なんで止めたんだよ？」

　長ちよう軀くを折り曲げるようにして、顔を覗のぞきこまれる。

　雨に濡れた新緑の緑よりも濃くて、透とう明めい度どの高い虹こう彩さいに、軽く目を見開いている蓮華が映っていた。

　遠えん慮りよのない距離が不ふ愉ゆ快かいだと思う一方で、ほんの一瞬でも気持ちがゆるみかけた理由を探ってしまう。どこかしら、何かしら浅アサ沙ザと似た箇か所しよがあったのだろうか。

（顔は似てない。体格も、声も……全然似ていないのに）

　金色の髪と、黄色に近い茶色の髪。緑の瞳と、緑がかった灰色の瞳。

　少しだけ似ている色彩で彼を連想してしまうほど、恋しかったのだろうかと自問する。

（………………）

　ずきりと痛む胸が答えだ。

　──会えるものなら今すぐ会いたい。

　自分が村に残っていたら少しは違っていたのではないかと、何度でも考えて、もしもを想像してしまう。




『蓮華、どうした？』




　自分の顔を覗きこむ浅沙を思い浮かべて──目の前の男の仕草と重なった。

「…………」

　我われに返った蓮華は男から距離を置いて、「こんにちは」と、無ぶ愛あい想そうに挨拶をやり直す。

　不愉快そうに軽く眉をひそめた男の注意を蓮華からそらすように、籐二が前に出た。

「相しよう伴ばんに預かろう。雨の里の籐二と蓮華だ」

　なんのことだと一瞬考えた蓮華は、男から精進落としの宴に誘われたことを思いだした。

　男も少し驚いた顔を見せたが、取とり繕つくろうように頷いた。

「……俺は夏の里の出雲イズモ。で──鳥ト羽バ、ちょっとこいよ！」

　出雲と名乗った男が呼び寄せたのは、どうやら先程儀式を手伝っていた子供らしい。

　ちょこまかと近寄ってきた少年は、十歳くらいに見えたが、瘦やせぎすの身体からして、実はもう二、三歳年を重ねているのかもしれない。

　真実の一族であれば、本格的な修行がはじまる年頃だが、その髪は月のない夜のように真っ黒だし、つり目がちな瞳も黒い。

「こっちが春の里の鳥羽」

「本当に真実の一族？」

　口が滑すべった蓮華を、鳥羽はぎらりと睨にらみつけた。

「この髪も目も生まれつきだ！　悪いか！」

　里を一歩出れば、黒い髪や目のほうを多数見かけるが、真実の一族の中だとそれは逆ぎやく転てんしてしまう。鳥羽の反応からして、黒髪を理由に里でのけ者にされたりしていたのだろう。

「別に悪くはないわ。真実の一族の中にだって黒髪や黒い目の人間はいるもの。むしろ世間ではそっちのほうが多いのよ」

　なだめてやれば、肩で息をしていた鳥羽が落ち着いていく。

　静かになった鳥羽を一瞥して、籐二が出雲に目を戻した。

「春と夏か……うちの里よりも先に、鬼き神じんに滅ぼされたと噂されている里だな」

「そうらしいな。情報交換したいのはお互い様だ」

　どうやら蓮華たちがここにやってきた理由を察さつしたらしい。

「里が滅ぼされたのは事実だ。話してやるから場所を移動しようぜ」

　そうして出雲に連れていかれた場所は、どうやら村長の家のようだった。

　板を張った床に茣ご蓙ざや円座を敷いて、あっという間に宴の準備が整っていく。

　儀式の流れなので、精進落としの宴の間も出雲の着物は白い浄衣のままだ。華やかな着物の蓮華たちは一目で真実の一族だとわかるため、出雲と同じ里の人間だと思われてしまったらしい。一緒になって敬うやまわれてしまって少々居心地が悪い。

　真実の一族というのは鬼退治をする人間たちの総称であって、同じ里であっても全員が親しん戚せきというわけではないし、まして里が違えば赤の他人だ。やってもいない仕事をありがたがられても、正直、身の置き所がないのだが……。

　幸いなことに入れ替わり立ち替わりの挨拶は、酒の入った村人の陽気な歌で途と絶だえた。一人、二人と歌声が重なり踊りだす。

　蓮華たちは酒を抱かかえて部屋の隅すみに避ひ難なんした。飲んでいるふりさえすれば酔よっ払ぱらいに絡からまれることもない。

　落ち着いたところで籐二が切りだした。

「とりあえず、どうして里の違う者同士が一緒に行動しているのか聞きたい。春も夏も違う国の真実の一族だろう」

　今現在蓮華たちのいる国の名は浦うら河がわという小国だ。雨の里もここにある。これを挟むような形で、夏の里がある吉き利りの国、春の里がある瀬させ保ほの国があった。

　浦河の土地は、他二国に比べて狭いけれど、偶然出会うには広い。

「先に俺の話になるぞ」

　一言そう言い置いてから、出雲は続けた。

「半年前に俺が仕事から帰ったら、里が滅んでいたんだ。家が焼けていたから最初は戦かと思ったが……死体についていた傷は、刀かたな傷きずじゃねぇし、強い鬼の気配が充じゆう満まんしていた。おまけに鬼塚が暴あばかれて、鬼塚の中に封じられていた鬼の爪つめや血が根こそぎ消えてたんだよ。そこにあったとされる『鬼神の首』もな」

　真実の一族の里にある鬼塚は、先程出雲が建てたものよりも封じの力が強い。

　まして四季の名をつけられた里には、神の座位から転落したという鬼神の一部が封じられているそうだから、里長の血を使って正式な儀式を介さないと封印を解くこともできないはずだ。

　──破壊された雨の里の鬼塚を思いだす。

　地の果てまで続きそうな、ぽっかりと空あいた穴には、砕くだかれた棚たなや壺つぼが散さん乱らんしているだけで、そこにあったはずのものがなかった。

　夏の里のように鬼神の身体の一部を封じた伝でん承しようこそないけれど、そこには鬼刃の材料となる鬼の一部が封じられていたはずなのに……。

「何も残っていなかったし、誰も生きちゃいなかった……」

　淡たん々たんとした声から、出雲の感情は伝わらなかった。

　けれど蓮華の脳裏に広がる景色がある。

　それは神も仏もこの世にはいないと蓮華が知った日──
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　一人前の真ま実みの一族だと認められていない者が、鬼き刃じんを手に鬼を討とう伐ばつするためには、仕事を覚えさせる世話役の同行が必要だった。

　蓮華にとっての世話役は籐二で、その日も彼と共に里の外に出かけていた。

　一仕事終えた蓮華が、『もう一人でも仕事ができそうだな』と籐二に認められたのは、ほんの三ヶ月前のことだ。

『そろそろ里長に浄衣をもらってもいいだろう』

　浄衣をもらうのは一人前と認められた証あかしである。

『本当に？』

　胸を躍おどらせながら帰き途とについた蓮華は、浅沙の顔を思い浮かべた。




『一人前になったら……』




　あの時の約束をどうしようと、悩むふりして心を決めていた。軽い足取りで籐二と共に歩を進め……ふと、違い和わ感かんを覚える。

　周囲の森から動物たちの鳴き声が一切聞こえない。

　集しゆう落らくに近づいても、里の子供たちが元気に駆かけ回る音が聞こえなかった。修行中のかけ声や、叱しつ責せき、生活音の類たぐいが一切ない。

　その代わりとでもいうように、何かが焦こげたような臭においが鼻をついた。

　──嫌な予感がした。

　走りだしたのは、蓮華が先だ。

　籐二は報ほう酬しゆうの貨幣が入った荷物を投げだすように下ろして、行李の中の武器を手に取った。剣けん鬼きの爪を鋼はがねに溶かして叩たたいた槍やりは鬼刃の一つだ。銘めいを《露つゆ時雨しぐれ》という。

　柄つかが三つにわかれ、接続部分を捻ひねって繫つなげる槍は、用意に少しだけ時間がかかる。籐二には手しゆ裏り剣けんの心こころ得えもあり、懐ふところにはいつもそれを忍しのばせていた。人間相手であれば素す手でと手裏剣だけで充分通用するのに、それでも《露時雨》を選んで装そう備びしたのは、真実の一族としての条件反射だろうか。

　里に近づけば近づくほど、なぜだか涙が出てきた。

　血の臭い。

『おねえちゃん！』

　気がつけば蓮華は幾いく度ども同じ言葉を叫さけんでいた。

『おねえちゃん！』

　自分の家に急ぐ途中で、いくつもの死体を見た。

　知っている顔ばかりだった。だいたいは老人か女子供ばかりだったけれど、鬼刃と契約を交わしている真実の一族もいた。

　若い男も。

『…………あさざ？』

　鷹たか使つかいとして仕込まれた浅沙は、鬼刃との契約こそ為なさなかったが、遠とお見みの術と鷹を使った伝でん達たつで雨の里を支える柱となる青年だった。

　地面には鷹の羽根が散らばっていた。

『はやて』

　片かた翼よくを咬かみ千ち切ぎられていたのは、幼い頃に蓮華の寂しさを埋うめてくれた友達だ。

　認めたら、動けなくなってしまった。

　いつ籐二が傍を通り抜けたのか覚えていない。

　自分たちの家から聞こえた獣けものの咆ほう哮こうのような慟どう哭こくを聞いて、はじめて我に返った。

『おねえちゃ……』

　姉と慕したう人は、子供たちはどうしたのだろうと頭が動きだして、いつの間にか蹲うずくまっていた蓮華は立ち上がった。

　血だらけの三た和た土き、千切れた身体。籐二が両手に抱いた死体の中に、五体が繫がっているものはなかった。

　呆然とそこに佇んで、夜が更ふけた。

　蓮華がようやく動きだしたのは、朝になってからだ。

　覚えていないけれど、たぶん籐二もそれに前後して動きだしたのだと思う。

　一つ一つの家を見て回り、生存者を探した。

　焦げた臭いは強く残っていたけれど、火の気は完全に消えていて、炭に変わった柱に触ふれても冷たかった。

　生きている者はいなかった。

　動いているのは蓮華と籐二だけだった。

　家か畜ちくですら無む残ざんに殺されていた。

　血の流れていない、骨の見えていない死体など、一つもなかった。砕かれた鬼刃は、里の人たちの悲鳴を連想させた。

　里長の家は全焼していて、そこに保存されていたはずの貴重な書や、鬼刃を持つ里の人間がいつどこに派は遣けんされているのかを記しるした覚え書きも、跡あと形かたもなく炭と化していた。

　鬼退治の依頼を受けている雨の里の人間がどこにいるのか、いつ仕事に出たのか、蓮華たちに知る術すべはない。

　すべての里人の墓はかを黙もく々もくと作り終えると、もうそれ以上そこに留とどまっているのはつらすぎて、蓮華たちは旅に出た。

　──里を滅ぼした鬼を、探す旅だ。
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「死体の様子からして、殺されたのは俺が帰る数日前だ。鬼の気配が色濃く残っていたから、たぶん相当力の強い鬼に殺されたんだと思う。喰くわれた人間もいたが、ほとんどは遊びで殺されていた」

　ゆっくりと、こみあげてくる感情を追い払はらうように、出雲は長く息を吐はきだした。

　出会い頭がしらに見せていた明るい笑顔はすっかりと鳴なりを潜ひそめ、透明感のある鮮やかな瞳が曇くもっている。

　一度のまばたきが長い。

　泣きだすのかと思ったが、彼は感情を排はいした声で続けた。

「……里から出た途と端たんに鬼の気配が追えなくなった。これだけの鬼なら近きん隣りんの集落もやられているだろうと探ったんだが、被ひ害がいはうちの里だけだったらしい」

　何から何まで、まるで自分たちの過去をなぞるような話だ。

　記憶が刺激されて、焦げた家屋の臭いや、それにまじった濃のう厚こうな血の臭いが蓮華の中に蘇よみがえってきてしまいそうだった。墓を作った時の土の冷たさを、遺い体たいの重さを思いだす。

　震ふるえる手で籐二の着物をつかむと、大きな手がなだめるように蓮華の肩をなでてくれた。

「鬼の噂を探しているうちに、比較的近くの真ま実みの一族の里が滅ぼされたのを知った。俺が知る限り、夏の里と交流のあった里は全ぜん滅めつだ」

　そこも蓮華や籐二と同じだ。

　まさかと疑いながらも、その鬼は真実の一族の里を狙ねらって移動しているのではないかと見当をつけた流れもまったく一緒だった。

「他の里はわからねぇ」

　真実の一族の里は隠し里だ。

　鬼き刃じんを操あやつることができる人間に限りがあるため、別の里の真実の一族と共きよう闘とうすることが稀にあるし、それなりに交流もある。しかし、あくまでそれは近隣の隠し里に限ったことで多くは知らない。

　鬼き神じんを封じているだけあって、四季の名を冠かんする里の名や、それがどの国にあるのかまでは蓮華も知っている。しかし具体的にその土地のどこにあるのかまでは、近隣に住む真実の一族でないとわからないのだ。

「とにかく働かねぇと飯も食えねぇしな。鬼退治の依頼を受けながら、同業者とかち合う機会を待っていたら、波は都つで鬼の噂話をしていた男たちに、それはどこの話だと騒いでいるぼろぼろのガキがいてさ」

　波は都つとは浦うら河がわに近い、吉き利りの国の端はしにある町の名だ。大きな町で物も人も情報も集まる。

「話を聞いたら、春の里の生き残りだって、俺も復ふく讐しゆうしたいとくらいつかれて…………まあ、殴なぐっても蹴けっても離れねぇから、一緒に回ってる」

　ぼろぼろだと出雲は言ったが、今の鳥羽は清せい潔けつな着物を身につけているし、見える範囲に傷はなく、瘦やせてこそいるが血色はいい。

　ちゃんと食べさせてもらっているのだろう。

「…………生き残りか」

　ぽつりと籐二が呟いた。

　──彼の長男は、まだ十歳だった。

「どっちが先？」

　籐二では聞きにくいだろうと、蓮華が問う。

　主語は言わなかったが、訊ききたいことは通じたようで、「おいらだよ」と、鳥羽が遠慮がちに手を挙げた。

「一年前、里の外で遊んでいたら足をくじいたんだ。夜になって帰るに帰れなくなって、なんとか近くにあった炭焼小屋にたどり着いたから、そこで寝ちゃって…………朝になって……」

　見晴らしがよくなったから、そのまま痛む足を引きずって帰ったのだろう。その後の惨さん劇げきは言うまでもない。

　嫌な記憶を刺激してしまったのか、小さな背中を丸めて肩を震わせる鳥羽の隣に、籐二が座った。

「そうか」

　真っ黒な髪に指を埋めるようにして、優しく頭をなでながら、低い声で続ける。

「つらかったな」

「触さわんな！」

　ぱしんと、乾いた音を立てて、籐二の手がはね除のけられた。

　一瞬、宴の騒さわぎが途絶えるほどの緊きん張ちよう感かんが走ったが、子供の癇かん癪しやくだと誰かが呟けば、場が和なごんで再び騒がしくなった。

　宴の席の隅っこで、黒い目の子供がなお喚わめく。

「おいら、おいらに同情するな！　おいらだって春の里に生まれた真実の一族なんだ！　おいらが里を襲った鬼を退治するんだ！」

　帯の背中に差していた脇わき差ざしを両手で持ち、真っ赤な顔で叫ぶ鳥羽は、今にも泣きだしそうな表情を浮かべていた──でも泣いてはいない。むしろ挑いどむようにぎらぎらと輝く目からは、強い意志が感じられた。

　鳥羽の脇差から伝わる気配に気づいて、蓮華は出雲に目をむける。無言の問いかけは正確に伝わったらしい。

「業わざ物ものの脇差だ。お察さつしのとおり鬼刃。契約も終わっている。俺は鞘さやから抜くことができなかったが、鳥羽はできた。間違いなく鳥羽の武器だ」

　鬼刃の業物といえば、刀とう剣けんでいう業物とは意味合いが異ことなる。

「鬼神の血を鋼に溶かして叩いた脇差らしい。銘は《朧おぼろ月づき夜よ》。持もち主ぬしが命めいじれば、黒い霧きりみたいなものをだす──たぶん使いこなせれば鳥羽の意思で霧を動かせるんだろうが、今は自分の周囲に吹きださせるだけで精一杯みたいだな」

「なるほど、立りつ派ぱな武器だな」

　一度はね除けられた手で、再び籐二が鳥羽の頭をなでた。

「お前がいれば、出雲も心強いだろう」

　驚いたように、少年の黒い瞳が丸くなった。

　揺れる瞳が出雲を見て、籐二を見て、ぎゅっと脇差を握にぎる自分の手を見る。

「………………」

「ばぁか。お前なんか俺のお荷物だよ。よそのおっさんの戯ざれ言ごとを本気にすんじゃねぇよ」

　肘ひじで瘦せた肩を軽く押した出雲に、立ち上がった鳥羽が体当たりをするように頭からぶつかっていく。

「い、出雲のほうが馬ば鹿かじゃねえか！　おいらがいねぇと、食事も忘れる馬鹿なくせに、生意気言ってんじゃねぇよ！」

　ごんごんと、逞たくましい肩に頭をぶつけている鳥羽の姿は、出雲に対する甘あまえの裏返しのようで微笑ほほえましかった。

　たぶん蓮華と籐二のように、出雲と鳥羽も二人でいるから、なんとか生き急ぐことなく人間らしくいられるのだと思う。

「……雨の里は三ヶ月前だった。俺と蓮華が仕事から戻ったら、里の連中は全員死んでいた。ここに至いたるまでの流れは全部出雲と同じだ」

　ゆっくりと籐二が切りだした。

　応援するつもりで籐二の杯さかずきに手許の濁にごり酒ざけをそそげば、男くさく苦く笑しようした籐二が一気に酒をあおって息を吐く。

「同じ鬼だと思うか？」

　低い問いかけに、鳥羽と出雲のじゃれ合いが止まった。

「…………」

　大人しく元いた場所に座り直した鳥羽を横目に、出雲が頷く。

「共通点が多いんだよな。二つ目まではどんなに稀でも偶然の可能性があるが、三つ続けば故こ意い以外の何物でもねぇよ」

　真実の一族の里を滅ぼしているのに、周辺の集落は襲われていない。焼けた家、暴かれた鬼塚。喰われた人間はごく一部で、残りはただ残ざん虐ぎやくに殺されただけ。

「…………最初は、俺の里が里だったから、鬼神が復ふつ活かつしたのかと思ったんだ。だがこう重なると、鬼の仕し業わざというよりも人間の意思を感じるな。それに今思えば、家屋全体が炭になるまで念入りに焼かれていたのは、里長の家だけだった」

　ふと、蓮華が顔をあげる。

「うちもよ」

「春の里もだ」

　伝承の鬼神は、どれも嵐のように荒れ狂くるう記き述じゆつばかりだ。神だったという過去が本当か噓か確かめようがないが、少なくともそう信じられる程度には力が強かったのだろう。

「里長の家を焼くとしたらなんのためだろうな？　春と夏だけなら鬼神の弱点を書いた貴き著ちよを警戒してるのかと考えるんだが……」

　自分で疑問を口にしながら答えを思いついたのか、籐二が低く唸うなった。

　おそらく彼が思いついたことと同じことを蓮華が答える。

「雨の里の場合は、他の仲間と合流できなくなったわね」

「夏の里も誰がどこにいるのか把は握あくしていたのは里長だけだったな」

　封じられていた鬼神が利用された可能性ばかりに目がいって、そちらは考えていなかったらしい出雲が悔くやしそうな顔で同意する。

　周囲の宴の騒がしさが噓のように、真実の一族たちが沈黙した。

「考えれば考えるほど『人間』くさい用心だな」

　苦々しく告つげる籐二に、蓮華が釘くぎを刺さす。

「でも鬼の気配は色濃く残っていたわ。あの生なま々なましさは鬼塚に封じられていたものの残り香だけじゃ説明できないわよ」

「なら話は簡単だ。鬼の気配を持つ人間なんじゃねぇか？」

　本当に簡単そうに口にした出雲に、籐二が思い切り顔をしかめる。




「鬼き人じんか」




　ここにいる真実の一族以外には届かないような小さな声だ。一般人には絶対に知られてはならない秘密。

　──人の血を覚えた鬼刃は、使い手を鬼へと化生させる。

　鬼刃は退治した鬼の力を利用した武器だ。普通の刀剣よりも鋭く丈夫で、ものによっては特とく殊しゆな働きをする。逆にいえば鬼としての形は失うしなっているけれど、その力の残ざん滓しが鬼刃の中に残っているということだ──人間を傷つけてその血を浴びれば、鬼刃の中の鬼が頭をもたげ、使い手を取りこんでしまうほど。

　──鬼刃の中の鬼に取りこまれた人間のことを『鬼人』と呼ぶ。

　人の身でありながら鬼となった鬼人は、やがて理性を失い人間の肉を喰くらうようになる。

　だからこそ鬼刃を使い人間を傷つけてはならないと、真実の一族は子供の頃から強く教えこまれるのだ。

「あんなに禍々しい気配の鬼人って存在するもの？　元は人間なのよ？」

　幸運にも、蓮華はまだ鬼人に遭そう遇ぐうしたことがない。

　ある程度の理り屈くつは繫がるけれど、納なつ得とくしきれないと首を傾かしげた蓮華を籐二がなだめた。

「可能性の一つだ。だが視野に入れておいたほうがいい。なんらかのきっかけで鬼神が復活したというよりは、現状に説明がつけやすい」

「しかし人間としての理性が働いているなら厄やつ介かいだな」

　元々は自分から言いだしたことのくせに、難しそうな顔で出雲はため息をついた。

「でも人としての思考能力があるなら、それを読み解とくこともできるんじゃないかしら？」

「思考ね……今は真実の一族の里を片かたっ端ぱしから滅ぼそうとしているようにしか感じねぇな」

「もう少し何かあるんじゃないの？」

「簡単に言うんじゃねぇよ。今の情報だけでわかるわけねぇだろ」

「希望を持たせてるのよ。簡単じゃないのはわかっているわ」

　人ならば目的は多た岐きにわたるだろう。誰かのために動いているのかもしれないし、個人的な怨えん嗟さのために動いているのかもしれない。人が人である限り、理由なんていくらでも考えられる。実際、里の運営なんて綺き麗れい事ごとだけでは成り立たない。

「人か鬼かはわからないが、あれだけの強い気配を残しているんだ。相当力のある相手には違いない。旅をしながら噂に耳を傾かたむけて追いかければ、やがてかち合うだろう」

　まるで自分に言い聞かせるように籐二が呟き、全員が頷いた。

「見つけたら容よう赦しやしないわ」

　浅沙の、菱花の、皆のむごい死しに様ざまを思いだせば、それだけで怒いかりに我を忘れそうになる。

　赤みをおびた薄紫の瞳が淀よどみ、濁って、暗く、冷たくなっていくのを自分で感じた。

　こぶしを握った手の平に、爪が食いこむ。

「なあ、復讐を遂とげたいなら、自分で自分の手を傷つけるのは逆効果だぞ」

　こんなことを言わせるなとばかりに、呆あきれた口調で出雲に忠ちゆう告こくされて、蓮華はすぐさま手を開いた。

　くっきりと爪つめ痕あとのついた手の平に、出雲が顔をしかめる。

「戦せん闘とう中ちゆうでもねぇのに、自分の身体を傷つけるなんてあり得えねぇな。真実の一族としての意識が低いんじゃねぇか？　あんた復讐を諦あきらめて、どこかの金持ちに嫁とついで不自由なく暮らしちゃどうだい？　その美び貌ぼうならすぐに相手が見つかるだろうよ」

「…………」

　ちょっとした不注意でどうしてそこまで言われねばならないのだと、怒りがこみあげたが、ぐっと抑おさえた。

　出雲の言葉が正せい論ろんだとわからないほど蓮華は愚おろかではないし、自分自身の感情が制せい御ぎよできなかった結果の失敗を繰くり返かえすわけにもいかない。

　冷たく凍こおる蓮華の表か情おを横目に、籐二が強引に話を変えた。

「鬼の噂を追いかけて、まだ無事な隠し里に回りこむことができれば、仇かたきと会える……とは思うんだが、雨の里を出てはじめて会った真実の一族が他国のお前らというのは、悪い予感しかしないな」

　黙ったままの蓮華をちらりと見た出雲だが、追い打ちをかけるつもりはなかったようで、籐二の話に相槌を打つ。

「俺も里を出てから会った真実の一族は、鳥羽とあんたらだけだ。基本的に近くの里しか交流がねぇし、普通の人間は真実の一族の里がどこにあるのかなんて知らねぇからなぁ」

　そうでなければそもそも隠し里にならない。

　個数として数が少ないからこそ、守りには慎しん重ちようになるのだ。

「どこかの里の仲介者に警告できりゃ、連絡を回してもらえるんだろうが……」

　坊主頭をつるりとなでて、籐二は困ったように眉をひそめた。

　真実の一族への依頼を里に伝えるのが仲介者の役目だ。

　仲介者は獣や鳥を使って、似たような能力を持つ里の人間と連れん携けいして情報をやり取りするため、里の中にいちいち戻る必要がなく、一年のほとんどを里の外で過すごす。今現在無事な里がわからなくても、仲介者に会うことができれば、里を襲っている鬼がいると注意を促うながすことができるのだが、今のところ出会えていない。

「せめて警告だけでも仲介者の耳に入ればいいが、まさか真実の一族の里が滅んだと言いふらすわけにもいかないし」

　真実の一族は鬼を討伐できる人間なのだ。そうでなければならない。そんな人間たちの住む里が次々と鬼に滅ぼされていると知られれば、不安と恐怖が一気に広がり、今まで以上に鬼が出現しやすくなる。

　──しかも鬼を退治できる人間は確実に減っているのだ。

「一般人の口に春と夏の里の名があがっている。まだ噂の域いきを出ちゃいないが、急いで退治するに越したことはない。目的が一緒なら共同戦線を張らないか？」

　籐二の申し出に、一番驚いたのは蓮華だった。

「…………なんで？」

　急いで退治しなければならないという籐二の言葉を聞いていたのに、子供のような質問をしてしまう。

　今さっき出雲が蓮華の心を傷つけたのを見ていただろうと言いそうになって、言葉になる前にぐっと口を引き結んだ。

　たぶん籐二は蓮華の言いたいことがわかったのだろう。けれど彼は呆れることなく、丁てい寧ねいに質問に答えた。

「万が一でも仇を逃がしたくはないだろう。一対一では逃げられる可能性もあるが、人数がいれば心強い──どうだ？」

　最後の言葉は出雲にむけられていた。だが、ずっと籐二の様子を見ていた蓮華には、彼の目が一瞬、鳥羽を映したのがわかった。

（鳥羽は、あの子たちじゃないわよ）

　たぶん籐二本人もわかっていることだから、声にはださない。

　少し垂れた目を一度伏せて、出雲は申し出を吟ぎん味みするように沈黙した。

　もちろん復讐を果たすつもりであれば、籐二の申し出は受けるべきだ。しかし──

「止とどめを俺に刺させるのなら──」

「冗談じゃないわ。あれはわたしの獲え物ものよ」

　間かん髪はつを容いれずに蓮華が出雲の言葉を遮さえぎり、鳥羽が更に重ねてくる。

「あれはおいらが倒すんだ！」

　三者三様に睨みあうと、落ち着けと年長者である籐二が手を振った。




「止めを刺すことができるやつが動けばいいさ。早い者勝ちといこう」




　協力を要よう請せいしたのは籐二のくせに、どうやら彼も止めを譲ゆずる気はないらしい。

　籐二以外の誰もが苦い顔をしていた。

　吹きだす恨うらみを発はつ散さんさせる場を求めてはいても、それがここではないと皆が知っている。

　そして籐二の提てい案あんが、復讐への近道だということがわからない人間はここにいなかった。
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　鬼か鬼き神じんか鬼き人じんかわからないけれど、同じものを退たい治じしようという仲間が増えても、そうそう都合よく情報が入ってくるわけではない。

　旅をしながら鬼退治をしつつ情報収集という点においては以前と変わらなかった。もちろん泊まる宿の水すい準じゆんも変わらない。

　安宿の二階はだいたいどこも寝室となっている。他の客も眠る広い板間に蓆むしろを敷いて、昼間着ていた着物を掛けて横たわる。衝つい立たての貸し出しがあれば蓮レン華ゲと籐トウ二ジと荷物を挟むようにして設置するが、ない場合は蓮華と籐二が隣りあい、荷物は枕元だ。

　朝の身み支じ度たくをする時、衝立がない場合は籐二の巨きよ軀くを壁代わりとする時もある。

　今日の宿は衝立がなかった。だから蓮華は遮さえぎるもののない場所に座り、櫛くしを手に取った籐二に髪をとかされていた。

　一見不器用そうな大きな手の中で、紫むらさき立だった黒髪が艶つやを増していく。

「機き嫌げんが悪いな？」

　明日の天気を尋たずねるような気楽な口調で籐二に問われて、蓮華は小さく息をついた。

「気のせいよ」

　そんな一言で誤ご魔ま化かされてくれるような男ではない。

　問うような眼まな差ざしがそれることはなかったので、正直に答える。

「…………少し疲れたのかも。他人と四六時中一緒にいるし」

　もちろんこの場合の他人とは、籐二のことではない。

「どっちだ」

　言わなくてもわかるだろうに、疑問の声をあげる籐二に、蓮華はため息まじりに答えた。

「鳥ト羽バは可か愛わいい……かもしれないわ」

　遠回しな返答に、籐二はぽつりと答えた。

「似てないぞ」

　籐二の息子むすこに鳥羽は似ていないと言いたいのか、浅アサ沙ザは出雲イズモに似ていないと言いたいのか、わからないまま答えた。

「そうね」

　ただ勝手に記き憶おくが刺し激げきされるのだとは言わなかった。たぶん通じている。

「感情が動くのは疲れるわ。憎ぞう悪おだけ感じていたいのに……」

　仇かたきを取ることだけに集中したい。余計なことを思いだして、弱い自分を意識したくない。

「……………………だが、人間は憎悪だけじゃ生きていけないぞ」

「そうね」

　我われながら空そら々ぞらしい同意に、籐二がどんな顔をしたのかわからない。

　蓮華の髪を持ったまま、籐二が何かを言いかけた時、軽やかな音と共に鳥羽が現れた。

「なーまだかよぉ。飯にしようぜ」

　両手に抱かかえている猫ねこは、昨日宿の前にいた猫だ。おそらく泊まり客に餌えさをせびりにきたのだろう。

「女の身支度は時間がかかるんだよ。少し待ってろ」

　穏おだやかな籐二の返答に、鳥羽は興味深そうに大きな手にある小さな櫛を覗のぞきこんだ。

「仕度してんの籐二じゃんか。それって楽しいの？」

　無む邪じや気きな問いに菱リヨウ花カの子供たちの姿が重なる。生なま乾がわきの瘡かさ蓋ぶたのようにうずく痛みもあるけれど、単純に子猫のような好こう奇き心しんは可愛らしい。

　すっと、籐二の手が髪から離れたのがわかったから、蓮華は静かにそこからどいた。

「終わったんだな。出かけ──」

　張り切る鳥羽の腰を、籐二がつかんだ。胡座あぐらをかいた状態のまま軽々と少年の身体からだを持ち上げた籐二は、そのまま鳥羽を自分の前に下ろした。

　驚きのあまり硬こう直ちよくした鳥羽の手から、猫が逃げだしてしまう。

「なに？」

　黒い瞳ひとみが、おそるおそる籐二を見上げる。

　鳥羽からしたら、籐二の巨体は威い圧あつ感かんがありすぎるのだろう。

　ここ数日旅を共にして多少は慣れただろうが、鳥羽は四六時中出雲の傍そばにいて、ここまで近づいてきたのも今日がはじめてだ。

　それも少しばかり遅くなった蓮華の仕度を急せかすためだから、まだ懐なついたとは言いがたい。

　怯おびえた様子を隠しきれない鳥羽の髪に、櫛の先が静かに沈んだ。

「え？」

「動くなよ。お前、蓮華の仕度は急かしていたけど、ちゃんと顔は洗ったのか？」

「出雲にも言われたから洗ったけど……なあ、おいらはいいよ」

「遠えん慮りよするな。俺の事を父ちゃんとでも思ってじっとしていろ。なんなら父ちゃんと呼んでもいいんだぞ」

「言うか！」

「籐二の頭の文字をとってとうちゃん」

「言わねぇよ！」

　少し離れた場所で鳥羽をかまい倒す籐二を無表情に眺ながめていると、隣に座る気配があった。出雲だ。

　上の着物は白びやく緑ろくという白に近いくらい淡い緑色なのだが、肩や袖そでの周りには様々な色しき彩さいを使った華はなやかな雲取り模も様ようがあしらわれている。下は深緑色の軽かる衫さん。身体の左側に置いた打うち刀がたなは鬼き刃じんの業わざ物もので、銘めいは《炎えん帝てい》。持もち主ぬしは炎ほのおを操あやつれるようになると聞いたが、実際に炎を操っている姿はまだ見ていない。

　蓮華が着ていても似合いそうな着物だが、体格のせいか女め々めしい印象はなかった。派は手でな外見の出雲にはよく似合っている。

「籐二が鳥羽の父ちゃんなら、蓮華が母ちゃんになるのか？」

　籠かごに載のせていた里芋を一つ渡された。蒸ふかしたてなのかまだ熱い。どうやら一足先に宿を出て、調達してきてくれたらしい。

　ありがとうと小さく呟つぶやいた蓮華は、ゆったりとした口調で答える。

「籐二が鳥羽の父親なら、母親はわたしの姉よ」

　正確に言えば蓮華が姉と慕したう菱リヨウ花カは叔お母ばだが、その辺りはあまり関係ないことだろう。

「ああ。そういう……」

　納なつ得とくしたように出雲が頷うなずいた。

「あんたらって始し終じゆうべたべたしているわりに、夫ふう婦ふにも恋人にも見えねぇから、どんな関係なのかって思ってたんだ」

「今さらの質問ね」

　逆に言えば、そういった質問ができる程度には打うち解とけてきたということか。

（不本意だけど……）

　今までの会話の中心はそれぞれの仇である鬼の行方ゆくえや、どんな能力を持つ鬼かの予想、これから受ける仕事に関してのことばかりだったのだ。

「隣に女が寝ているのに手をだしている気配もねぇしな、むしろ鳥羽に関心があるみてぇだし、てっきりあの男はそーいう──」

「それ以上言ったら縊くびり殺すわよ」

　出雲の言葉を遮って睨にらみつければ、彼は軽く肩をすくめてむいた里芋を口に含んだ。

「籐二には息子が三人いたの……一番上の子はまだ十歳だったわ」

　年ねん齢れいだけで言えば、鳥羽のほうが少しだけ年上だそうだが、外見は近い年頃に見える。

　視線の先では、なんだかんだと言いくるめられた鳥羽が、恥ずかしそうに頰ほおを赤くして籐二に髪を梳くしけずられていた。

　誰かの世話を焼くことで、『誰かを助けている』と思うことで、家族を守れなかった籐二の罪ざい悪あく感かんは少しだけ軽くなっているのだろう。

「面おも影かげを重ねて親子ごっこか」

　皮ひ肉にくな言い方に、反はん射しや的てきに手が出てしまった。

　男の頰をめがけて繰くりだされた蓮華の平ひら手ては、しかしあっさりと阻はばまれてしまう。

「何も、知らないくせにっ！」

　手首をつかまれた状態のまま鋭するどく睨めば、こちらのいざこざに気づいた当の本人が口を挟んできた。

「どうした？」

「なんでもないわ。ちょっと腹の立つことを言われたの」

　籐二に聞かせたい会話ではない。雑ざつに誤魔化して、自分の手を出雲の手から強引に引き抜いた蓮華に、出雲はへらりと笑って籐二に軽く手を振った。

「だとさ。俺が言い過ぎたらしいから気をつけるよ」

「…………そうか」

　髪は終わったのか、もう動いていいのかと目で訴うつたえる鳥羽にむき直った籐二は、蓮華たちの不ふ穏おんな空気を気にしながらも黒髪を梳る作業に戻った。

　そのまま出雲を無視しようか迷いながらも、黙っていられなくて蓮華は低く呟いた。

「まったくないとは言わないけど、籐二は自分の子と鳥羽を同どう一いつ視しするほど馬ば鹿かじゃないわよ」

　仮にそんな性格であれば、籐二は菱花と蓮華を重ねて見ていることになる。もしもそうなら二人はとうの昔に男女の関係になっていたはずだ。

「そうだな。あんたが隣に寝てて何もしねぇんだもんなぁ。よっぽど嫁さんに惚ほれてたのか」

「愚ぐ問もんだわ」

　蓮華だって菱花が大好きだった。簡単に籐二に忘れてほしくはない。

「まあいいんじゃねぇの？　俺なら生きている人間のほうがいいけどさ」

　軽けい薄はくな口ぶりに、引っかかりを覚えた。

　言葉にしづらい違い和わ感かんに、顔をあげる。

「出雲は……里を滅ほろぼした鬼を探したいのよね？」

　今さらながらの質問に、口いっぱいに里芋を頰ほお張ばった出雲が無言で頷いた。

「最初は一人で探していたのよね？」

　途中で鬼を探す鳥羽に無理矢理同行されるまでは、一人で戦うつもりだったと聞いた。

　彼は鬼に止とどめを刺させるのなら、蓮華たちと共に戦うとも口にしている。

　──だから蓮華たちと同じだと思ったのに。

「それが？」

　里芋を飲みこみ、不思議そうに首を傾かしげた出雲の瞳に、里の皆の仇を取りたいのだと主しゆ張ちようしていた時の鋭さや、ほの暗い陰かげりはない。

「…………別に」

　もらった里芋を口に入れて、強引に話を切った。

　出雲に不ふ審しんそうな顔をされたが、朝食を食べていることを見つけた鳥羽が突とつ進しんしてきたので、それ以上追及されることはなかった。

「先に食べるなんてずるいぞ！　おいらにも食わせろよ！」

「暴あばれなくともやるから座れ！」

「あっち！」

「気をつけろよ。ほら、むいてやるから」

「一人でできらぁっ！」

　一気に周りがうるさくなってしまったと思いながら、夢中になって里芋にかぶりついている鳥羽を眺める。窓から降りそそぐ光をいっぱいに浴びて、刻一刻と成長している姿がひたすらまぶしい。

　子供は騒さわがしいくらい生せい気きに満ちていた。

　鳥羽も出雲と同じく、鬼の止めを刺すのだと主張していた時の暗い殺さつ気きが消えてなくなったように見える。

（水をむけたら復ふつ活かつするんだろうけど…………滅んだ里を目にした時の感情って、日に日に落ち着いていくものなのかしら？）

　鳥羽の住んでいた春の里は一年前に滅ぼされたらしい。出雲の夏の里は半年前。蓮華たちの雨の里は三ヶ月前だ。

　──蓮華はまだ心から笑えない。

　籐二は蓮華の世話をするついでに自分も生きている。鬼を探すためにどうすればいいか、どうすればそれまで生いき延のびることができるのか、冷静に考えることができている。

　蓮華もまた籐二が傍にいてくれるから、生きている。目標を持って進むことができる。けれど──

（変わっていくの？　それとももう少しずつ変わっているの？）

　口に入れた里芋は温かく、口の中でとろけるように柔らかい。何もつけなくてもよかったが、籐二が出してくれた味み噌そをつけるといくらでも食べられそうな気がした。

　美お味いしいと認めた瞬間吐はき気がこみあげてきて、けれどまだ生きねばならない蓮華は、咳せきこんだふりをして籐二が渡してくれた水で胃の中に流しこんだ。




　──鬼を探すために生きて。生きるために食べて。食べるために働いて。




　そうやって、これからも日々を過すごすのだ。




　──里を滅ぼした仇を見つけるまで。
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　真ま実みの一族は人ごみの中で目立つため、呼び止められて退治の依い頼らいを受けることがある。

　流通の要かなめであり、人の集まる場所でもある商人町を歩いていた蓮華たちに、「もし」と声をかけてきた男は、一目で大おお店だなの主人とわかる着物を着た、恰かつ幅ぷくのいい男だった。

「真実の一族の方々とお見受けします。どうか助けて下さい」

　どうやら男の持つ蔵くらに、鼠ねずみの転じた鬼が出現したようだ。

　最初は子供が蔵に入りこんだと思ったのだと男は語った。最初にそれを見かけた下げ男なんが、子供くらいの影だったと言ったからだ。

　しかし子供にしては動きが妙みようだとすぐに気づいた。

　人の子供は四つ足で走らない。

　暗がりで赤い目が光ることもない。

　生のまま米を食わないし、木箱をかじらない。

　そして一度だけ、真っ白な鼠を見た者がいた。灯とう明みよう皿ざらの頼りない明かりで蔵を見回った時、蛇へびよりも太い尻尾しつぽがうねっていたらしい。すぐに淡あわい皮ひ下かの輪から消えたようだが、話の内容からして間違いないだろう。

　蓮華たちは元々蔵屋敷のほうで鬼が出現したという噂うわさを聞きつけて、辺りをうろついていたのだ。

「話を聞いた限り旧きゆう鼠そだろ」

「だろうな。下男が襲おそわれていないのなら、まだ人の血を覚える前だ。ほとんどでかい鼠と変わらん」

　案内された部屋で依頼人である屋敷の主人を待ちながら、籐二は出雲の言葉を肯こう定ていした。

　旧鼠とは鼠が転じた鬼のことだ。少し大きな鼠被ひ害がいを受けたと思って放置していると、あっという間に成長し、家か畜ちくを襲い、人を襲うようになる。人間が多く集まるような商人町ではよく発生する鬼だ。

　力は弱いがすばしっこい。本来なら、それなりの罠わなを持って挑いどむ鬼だが、その罠を製作する里がなくなってしまっているため、自分たちの手持ちの武器で相手をしなくてはならない。

「この辺りって商家が力を持っているし、恨うらみが多くて鬼が出現しやすいうえに、報ほう酬しゆうも多いだろうに……結局、仲ちゆう介かい者しやも見かけなかったわね」

　常に一人くらいはすぐに里と連絡をつけられる者が駐ちゆう在ざいしていると思ったのだが、どうやら当てが外はずれたらしい。

　仲介者も真実の一族だ。蓮華たちのように遠目にも目立つ姿をしているはずだが、さすがにここまで会わないのも妙だと思う。

　里にいた占うらない師しが殺されていたとしても、仲介者は年の初めに占い師の作った暦こよみを使って、鬼が出現しやすそうな場所を巡めぐっているから、仕事で里を出ていた蓮華たちのように無事である可能性が高いはずなのだ。なのに鬼の噂を聞きつけてそこにむかっても、まったく会わないのは不自然だった。

「仲介者は獣けものや鳥を扱あつかって、里にいる人間と連絡を取る。俺たちと同じように里の外に出ていても、違和感に気づくのは早いだろうし、事情をつかんだら生きている仲間を探しそうなものだがな……」

　同じ内容の会話は、蓮華と籐二が二人だけで旅をしている間もあった。一度雨の里に戻る案も出たが、それで何もなかった場合、時間を無む駄だにしてしまう。何より、まだあそこに戻りたくはなかった。

「鬼退治の依頼をされるから隠れているんじゃねぇの？　仲介者は獣か鳥は操れても、鬼き刃じんと契約できなかったやつらが多いから、実際に鬼退治はできねぇし」

「隠れていても、あちらから見つけて話しかけてきそうなものなんだけどね」

　鬼の情報が耳に入れば、蓮華たちは必ずそこへ話を聞きにいく。仮に仲介者がその場にいなくても、『こういう人間がいた』という噂が巡るはずだ。蓮華たちを見つけるのは簡単なはずなのに……。

「殺されているのかもな……」

　ぽつりと呟いた籐二の言葉を、否定できる者はいない。

　自分たちの里を滅ぼしたモノが、隠し里だけではなくて真実の一族を見つけた端はしから殺して回っている可能性もある。想像するだけならいくらでも最悪なことが考えられた。

　しんと静まり返ったところで、屋敷の主人が現れた。

　商人とは言っても、刀を差した武家と対面して仕事をするだけあって、その佇たたずまいには迫はく力りよくがある。

　このたびはどうもと、頭を下げられるところからはじまって、案内をしてくれた下男とだいたい同じ内容の説明をされた。

　依頼料や退治場所などの打ち合わせは、年長者である籐二の役目だ。蓮華が同席したのは後こう学がくのため。出雲が同席したのは後の取り分の相談のため。皆がここにいるからと、鳥羽はつまらなそうな顔をして円えん座ざに座っている。

「鬼が出たという蔵を見せていただいてもよろしいですか？」

　鳥羽がうとうとしはじめたのを見つけたからではないだろうが、籐二の提てい案あんで移動がはじまった。

　到着した場所は、舟が浮かべられるような大きな川の畔ほとり。そこには白しら壁かべの蔵がずらりと並んでいた。

　川から荷物を運びだすことができるので、この場所に蔵があると都合がよいのだろう。ほとんどはここの土地で売る物ではなく、川や海を渡った先で取引されるものだ。

　もちろんそれぞれ外壁で囲まれているし、昼も夜も見張りはつく。夜は煌こう々こうと松たい明まつを焚たいて警けい戒かいしているらしい。

　外壁は高く、蔵との隙すき間まは大人二人が両手を広げたらぶつかってしまうくらいだ。蔵の窓は高い位置にあって、格こう子しがはまっている。

　出入り口は大きく、最近流行の鉄てつ製せいの鍵かぎを使っているようだ。意い匠しようをこらした扉は、一見どこに鍵穴があるのかわかりにくく、依頼人である店主が自みずから操そう作さして鍵穴を表にだして、首から提さげた鍵で解かい錠じようした。

　中は三た和た土きではなくて、板いた張ばりの床。あちらこちらに湿しつ気け取りの木もく炭たんが贅ぜい沢たくに使われているのが見て取れた。

　大きな木箱だけではなく、小さな棚たながごちゃごちゃとあって、二階にも何かあるらしい。

　重い荷物を抱えて人が出入りすることがあるせいか、通路となる部分は広く取られてあった。しかし、ここで剣けんや槍やりを構かまえるには狭すぎる。

「できれば今日から退治、もしくは見回りをはじめていただきたいが、何か準備が必要でしたら、こちらで用意できるものは用意いたします」

　以前、同じ内容の依頼をしたことでもあったのだろう。慣れた様子で提案する店主に、籐二がちらりと蓮華を見た。

（一人でもできるわ）

　意図をこめて頷くと、籐二は何も準備はいらないと店主との交こう渉しようを再開した。

　──その代わり、一晩で決着がついたら、報酬を増やしてほしいと。

「…………せめて蔵の整理をして、場所を空あけたほうがよかねぇか？」

　ひっそりと籐二に耳打ちする出雲に、籐二が一言「必要ない」と答える。最終的に店主はそのやり取りを目にしてそろばんを弾はじいたらしい。

「よござんしょ。本当に今夜だけで始し末まつがつけられたら、言い値をお支し払はらいします。しかし、明みよう晩ばん以降もかかるようでしたら、こちらの金額で」

　最初に提てい示じしていた金額の三分の二だ。

　流石さすがに大店の主人だけあって、相場よりやや安いが、蹴けるには惜おしい額を知っている。

「構いません」

　いかつい顔に笑みを浮かべて籐二が頷くと、店主も満足そうに目を細めた。

「ではこちらで取引成立ということで」

　商談成立と同時に、店主は手早く席を立った。残されたのは蓮華たちの他、蔵の警備を担当する者が数人と、下男が一人。いつも警備の人間の他に、店の人間が一人残るのは、警備の者が結けつ託たくして盗ぬすみに入らないようにするための予よ防ぼう策さくだろう。

「中は蓮華一人、外にその他でいいな」

　ざっくりとした作戦会議を終わらせようとする籐二に、出雲が待ったをかけた。

「あんたの得え物ものは槍だというから、間合い的に蔵の中がやりにくいのはわかるけどよ。流石に蓮華一人は……」

　出雲の視線が、蓮華の帯にむかった。そこには脇わき差ざし程度の大きさのものが入る布袋が差しこまれている。

「出雲の打刀も籐二の槍も室内むきじゃないんだから、わたしがやったほうがいいでしょう？」

　情報交こう換かんの際に蓮華の得物のことも聞いているはずだが、どうやら腕のほうは信用していないらしい。見るからにほっそりとした蓮華の腕は、確かにあまり強そうには見えない。

「わかった。俺と鳥羽は万が一旧鼠が表に出た時のために待たい機きしているから、蔵の中は出雲と蓮華で分ぶん担たんして退治するんだな」

　籐二の指示が不ふ服ふくだと、蓮華の柳りゆう眉びがあからさまに歪ゆがんだ。

「出雲がいると逆に邪じや魔まよ。蔵の中じゃ炎も使えないでしょう？」

　嫌けん悪おを隠さない蓮華を小こ馬ば鹿かにするように、出雲が鼻で笑った。

「旧鼠ごときで、わざわざ《炎えん帝てい》の炎は使わねぇよ」

　態度こそ気にくわないが、どうやら出雲は籐二の意見に賛成のようだ。

「鳥羽もそれでいいの？」

　ずっと黙っていた鳥羽に、蓮華が水をむけると、彼は驚いたように肩を跳ねさせてこくこくと頷いた。

「お、おいらもいていいの？」

「現場の空気を吸すうのも勉強だしな」

　真っ黒な頭を雑になでる籐二に、鳥羽はくすぐったそうに小さく笑った。

　方ほう針しんが決まったところで、鬼が活発に動く夜を待つために仮眠を取ろうと依頼主の屋敷に戻ろうとしていた時だ。

　仕事でもなければ誰もうろつこうとしない蔵屋敷に、手て拭ぬぐいで頰ほお被かぶりをした男が通りかかった。地味な着物で、背中を丸めて歩いていたが、物もの乞ごいにしては体格がいい。そもそも物乞いならばもっと人の多いところへ行くはずだ。

　あからさまに蓮華たちと目が合わないように通り過ぎようとする様さまは、逆にこちらを意識していることがわかる。

（盗とう賊ぞくか何かの下調べかしら？）

　蓮華の想像が合っていたとしても、正直知ったことではない。蔵を守る役目の者は他にいるのだ。

　ここは知らん顔をして通り過ぎるべきだと思った時、鳥羽が足を止めた。

「あ。おいらに鬼を探すなって忠ちゆう告こくしたおじちゃん」

　鳥羽の背は年齢より低いから、うつむいた男の顔も見えたらしい。

　まばたきほどの間、そこにいた全員の足が止まり──弾かれたように走りだした頰被りの男の後を、蓮華たちは追いかけた。

　追いかけっこは長く続かず、出雲の手に襟えり首くびを捕とらえられて、男は尻しり餅もちをついて止まった。

　出雲が男の手拭いを奪うばうと、そこには赤みをおびた茶色の髪があった──真ま実みの一族だ。

「ぐるぅ」

　唐とう突とつに唸うなり声がしたと思うと、路地から現れた犬がこちらを威い嚇かくしていた。

「斬きっていいか？」

「止めてくれ！」

　打刀に手を伸ばそうとした出雲を悲鳴まじりに男が止めた。出雲のそれは鬼き刃じんで、鬼以外を斬っていいものではないとわかっているだろうに、それでも男は反射で犬を守ろうとした。

「獣使い……仲介者だな」

　問いかけるというよりは、事実を確認した籐二に、男は力なく頷いた。

「ああ……頼む。見なかったことにしてくれ。もう里は滅んだ。俺が抜けてもいいはずだ」

　怯えたように震ふるえる男に、蓮華たちは目を見開いた。

「隠おぬになるってこと？」

　真実の一族は幼少より遊びながら修行して、成長しながら何かしらの特とく殊しゆ技ぎ能のうを身につけていく。鬼刃との契約を為なした者は、鬼退治のための技能を、鳥や獣と心を通わせた者はそれを使し役えきする技能を、それ以外の人間は、鬼退治を補ほ佐さするための武器や防具や罠を製作する役目を負おった。

　──それらの技能は人間同士の戦いくさでも役に立つ。

　だが、一族の技能を人間相手に使用することを、里さと長おさは厳しく制限した。人相手に使うには、その能力は強すぎたからだ。強すぎる力は、危険視され、弾だん圧あつされると考えられていた。

　──真実の一族は戦える人間の数が少ない。数で攻められれば滅ぼされる。

　しかしそれでも大金に目がくらんで里から抜け、人のためにその技能を使おうという者は現れる。そんな彼らを真実の一族とは区別して、隠と呼んだ。

「ひ、人は傷つけない。俺はもう鬼とはかかわらない。ただ生きたいだけだ！　見逃してくれ！」

　察さつするに、真実の一族がやってきた噂を聞きつけて遠巻きに様子を探ろうとしたら、思いの外ほか早く蓮華たちが蔵から出てきたから鉢はち合あわせしてしまったのだろう。

「鳥羽の知りあいなのか？」

　土ど下げ座ざした男を視界に入れたまま籐二が尋ねると、鳥羽は軽く顔をしかめた。

「知りあいというか……おいらが一人で鬼の噂を集めようとしていた時に、危険だから止めろって言ったおじちゃんなんだ」

「お前、俺に『里が滅んでから真実の一族に会ってねぇ』って言ってたじゃねぇかよ」

　こぶしを使って軽く黒い頭を小こ突づく出雲に、鳥羽は悪びれずに答えた。

「このおじちゃんは隠だから、もう真実の一族じゃねぇんだろ？」

　子供は罪つみの重さを考えない。

　大人たちの中に刷すりこまれた常識すらも軽々と飛び越える。

　里から隠をだすのは恥はじだと、鬼と戦うことを定められた真実の一族の役目を忘れたのかと憤いきどおる蓮華の気持ちは、あっさりとした鳥羽の言葉により、ひどくくだらないことのように思えてしまった──何より、この男は自分たちの里の人間ではない。

「あんたの里が滅んだのはいつ頃？」

　蓮華の問いに、四ヶ月前だと男は答えた。

「知っている里に助けを求めようとしたが、偶然見つけた別の里の仲介者に止められた。もう滅びていたらしい……」

　この男も蓮華たちと同じかと落らく胆たんしかけ……気づく。

「『別の里の仲介者』の知りあいがいるの？」

「言っておくが、知っていることは俺と大差ないぞ。そいつも滅びた里の仲介者だ。真実の一族を滅ぼそうとしている鬼か鬼き人じんがいるようだと、一人でいるのは危険だから身を隠せと言われたんだ」

「…………それで本当に身を隠したの？」

　獣使いや鳥使いの主おもな役割は、情報の収集と伝でん達たつだ。それを怠おこたり逃げたのかと責せめようとする蓮華に、男が吠ほえた。

「滅んだ里をお前たちは見たのか!?　俺には、俺たちには鬼と戦えるだけの武器がねぇんだ。俺は……こいつを殺されたくない！」

　今にも籐二たちに飛びかかろうとしている犬を抑えながら、涙ながらに男は語った。

「助けてくれ。死にたくねぇよぅ」

　死し臭しゆうの漂ただよう里を目にして、おそらくこの男の心は折れてしまったのだろう。

（きっと……他の仲介者たちも同じなんだわ）

　もしかしたら逃げずに情報を集めている人間もいるかもしれないけれど、あの光景を見て怯えるなと、それでも真実の一族かと叱しかることはできなかった。蓮華も鬼刃がなければ、復ふく讐しゆうのために戦うという選せん択たく肢しを選べなかったかもしれない。

「助けてくれよぅ」

　犬を抱き込むようにして命いのち乞ごいをする男を見て、彼と同じように里を失った真実の一族たちは立ちすくむ。

　──こうなりたくはないと、心から思ってしまった。

　死を恐れたくはない。里が滅ぼされた時の怒いかりを、哀かなしみをいつまでも背せ負おっていたい。あの時の強い感情があるから、蓮華は恐怖に負けずに仇を追いかけられるのだ。

（同情なんてしたくないわ）

　凍こおりついたように動かない真実の一族の中で、最初に動いたのは縛しばりを持たない子供だった。

「なぁ。おいらは仇を取りたいから鬼を探すけど、おじちゃんは違うんだから、放っておこうよ。おじちゃんには生き残った家族がいるんだ」

　鳥羽の指が犬をさした。

「…………」

　残った三人のため息が重なる。

　逃げ場のない怒りがぐるりと腹の中を巡って、一周回って冷静になってしまったようだ。

「…………制せい裁さいして連れ戻すにしても、うちの里の人間じゃないし、里自体がなくなっているなら届けることもできないわね」

「そういうことだな」

　蓮華の言葉に重々しく籐二が頷く。

　解放されると思ったのだろう。一瞬顔が明るくなった男の襟首を、再び出雲がつかんだ。

「待て。今、あの鬼だか鬼人だかがどこにいるかの情報はつかんでねぇのかよ？」

「き、鬼神？　春と夏の里が襲われたことは知っているが、それがどうかしたのか？」

「わからんからこうして質問してんだよ」

「……具体的にどの里が滅んだのかは、俺にもほとんどわかんねぇよ。だが、仲介者同士でわかっている情報を集めれば集めるほど生き残ってる里のほうが少ねぇ印象は受けた」

　いい加か減げん同じ姿勢でいることがつらくなったのか、男は自分の隣に犬を置いた状態でそこに直接胡座をかく。

「春の里がある瀬させ保ほの国から東にむかって、夏の里がある吉き利りの国にきた後、なぜか西南に戻って俺たちのいる浦うら河がわの国にきた。わかっているのは、本当にそれぐれぇだ」

　浦うら河がわの国は小国で、瀬させ保ほの国と吉き利りの国に挟まれるように存在している。吉き利りの国は半島のほとんどを領りよう地ちにしていて、東から南をぐるりと回り、西側に少しかかるまで、ほとんどが海に面していた。瀬させ保ほも吉き利りも、北側は峻しゆん厳げんな山々が蓋ふたをするように横たわっている。

　男が所属していた里は、ここから近いらしい。そこが襲われたのが四ヶ月前。

　蓮華たちのいた雨の里は、ここから南東に位置し、そこが襲われたのが三ヶ月前。

「西から東に行って、蛇だ行こうするように南下しているのか？」

　訝いぶかしげな籐二に、蓮華は首を傾げた。

「開始場所が春の里で、他の里を襲いながら夏の里を目指したけど、山を回らないと秋や冬の里がある国に行けないから、真実の一族の里を襲いつつ山を回ろうとしているとか？」

「秋と冬を目指すにしても大回りだろうよ」

　ちなみに秋と冬の里がある場所は、山を越えたむこうにある国だ。

　元仲介者の男が口を挟む。

「そもそも残りの四季の里を目指すなら、山を登るか海を渡ったほうが早いぜ？」

「…………」

　言われてみればそのとおりだ。

　鬼だろうと鬼人であろうと、少なくとも人じん知ちを越えた能力の持ち主だ。山を越えるのも、海を渡るのも軽々とやってのけそうである。

　自分自身の感情に振り回されていたせいで、仇を見つけて討うつことに夢中になっていたが、そもそも相手の目的はなんなのだろう。

「目的……」

　ぽつりと蓮華が口にすると、籐二も出雲も渋じゆう面めんで黙りこむ。

「勘かんだが……やっぱり鬼神が関係している気がすんだよな。聞いた限り、一番先に滅ぼされているのは春の里だ」

　ぽつりと呟いた出雲に全員が頷くが、その後が繫つながらない。

「別の角度から考えたほうがいいのかもしれないな。隠し里が襲われている印象が強かったが、本当の目的は別なのかもしれない」

　冷静な籐二の声に導みちびかれ、蓮華は里を滅ぼす以外の目的はなんなのだろうと考えた。ふと思い浮かんだのは、ぽっかりと空いた大きな穴。

　──鬼おに塚づかの下に封じられた鬼の身体の一部。

　四季を冠かんする里には、それぞれ鬼神の部位が封じられていると聞く。




「鬼神の復活……」




　蓮華の声に、仲介者だった男が大きく震えた。

　皆の視線が集まる中、男は恐怖を誤魔化すようにへらりと笑う。

「仮に……仮に鬼神が復活したとするだろ？　身体はばらばらでどうやって復活するのかはわかんねぇけどよぅ。でも長い間寝ていたやつが起きたらさ、身体を動かしたいと思うだろうし……腹が減っていると思わねぇか？」

　神から堕おちた鬼が、その身体を回復させるために何が必要だろう？

　人間を殺し、喰くらった記き述じゆつを蓮華も読んだことがある。人間もまた獲え物ものの対象ではあるのだろうが……。

「病気の人間は、滋じ養ようのあるものを食べてぇよな？」

　仲介者の言いたいことがわかった瞬間、ざわっと、背中から冷たいものが駆かけあがってきた。肌という肌が粟あわ立だつ。

「鬼が……鬼を喰らったってこと？」

　男が頷く。

「あいつらに同族意識があるのかは知らねぇけど、なんとなく人間よりは精せいがつきそうじゃねぇか？」

　人間も食べられた形けい跡せきはあった。けれど、綺き麗れいになくなっていたのは鬼塚の中身だ。

「嫌いやな言い方だけど、お腹が減っているのなら、全部食べたいと思うものじゃないの？」

　蓮華の問いに、出雲が答える。

「俺ならある程度腹が満足したら、少し身体を動かしたくなるな」

　腹が減ったんじゃなくて、力を復活させるために鬼の亡なき骸がらを食べたのだとしたら、人間では物足りなかったのかもしれない。

（つまり里で暴れたのは『食後の軽い運動』みたいなもの？）

　そんな理由で大事な人たちが殺されたのかと思うと、怒りのあまり目め眩まいがしてきそうだった。たぶん蓮華だけではなく、ここにいる全員が同じ気持ちだろう。

「近きん隣りんの集しゆう落らくが襲われないのは、そいつらを喰っても大した力にならねぇからか……自動的に鬼神が復活するわけはねぇ。やっぱり誰かが鬼神を復活させたんだ」

　感情を抑えているせいか、いつも飄ひよう々ひようとしている出雲の声が低く、抑よく揚ようもない。

「夏の里には鬼神の頭が封じられていたが……はじまりは春だよな？」

　鮮あざやかな緑の瞳が鳥羽を映す。

「うん。春の鬼塚には鬼神の心臓が封じられているって、じいちゃんが言ってた」

　鳥羽の言葉を受けて、籐二がまとめる。

「ということは、鬼神の心臓を中心にした復活劇が春の里であったわけか」

「……もしかして、そうやって復活できるってわかっていたから、鬼神を退治した当時の真実の一族は、その身体を四季の里にわけたのかしら？　互いの場所を知らせずにそれぞれ封じたのも、復活を恐れたからとか？　秋と冬に何が封じられているのか知らないけど」

　鳥羽と出雲の持っている春と夏の業物の鬼刃には、鬼神の血が使われたと聞いていたから、もっと政治的な理由かと思ったのだが、完全体での復活を防ふせぐためという意図もあったのかもしれない。

「心臓だけいきなり動きだしたとも考えられないから、人間の手助けはあっただろうな」

　冷静に仇の正体について考えていられる籐二に安心感を覚えながら、蓮華もまた考えてみるが、まだまだ情報が足りない。

「…………手助けね」

「出雲たちとはじめて会った時にも言ったが、人の意思は介かい入にゆうしていると思う。鬼神の復活はそれこそ鬼塚にあった他の鬼の身体をとりこんで、創り直したんじゃないか？」

　最後が少し雑な予想になったが、籐二はかなり近い予想を立てられているのではないだろうか。

「人の意思か……しかし復活した鬼神が、素直に人間の言うことを聞くか？」

　まだ微妙に納得がいっていない出雲に、蓮華が答える。

「言うことを聞いたから里長の家を焼き払ったのでしょう？　闇やみ雲くもに暴れただけなら、あそこだけ徹底して焼くはずはないもの。何かしらの意図があってのことよ。もしかしたら焼いたのは人間の仕し業わざかもしれないけれど……少なくとも鬼神を復活させた人間は殺されていないはずだわ」

「どんな人間が鬼神を復活させたんだろうな……」

　出雲の呟きにつられ、籐二、蓮華の視線が鳥羽にむかうが、さすがに子供相手に里に異常がなかったか察しろというのも酷こくだろう。

「おいら……よく、わかんない」

　申し訳なさそうにうなだれる鳥羽の頭を、籐二の大きな手がぐりぐりとなでる。

「鳥羽が生きているだけでも重ちよう畳じようだ。何か引っかかったことを思いだしたら、その都つ度ど言ってくれればいいさ」

　情報は必要だ。討とう伐ばつの計画を立てるにしても、このままでは一いつ矢し報むくいることもできないまま犬いぬ死じにしかねない。しかし蓮華たちはまだ敵の足そく跡せきすら満足に追えていないので、幸か不幸か時間はある。

　とりあえず元仲介者の男から、滅ぼされた里の占い師が作った暦をもらった。もう残り三ヶ月しか記しるされていない暦だが、それでもどの方角に鬼が出現しやすいかわかれば、鬼の噂も耳にしやすいし、もしかしたらまだ無事な里の真実の一族と出会えるかもしれない。

「無事で」

　今こん生じようのわかれのような口調で、深々と頭を下げた男と、「そちらも」と言いあって、蓮華たちは今度こそ仮眠を取るために依頼主の屋敷に戻った。
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　鬼の出現しやすい刻こく限げんというものがある。

　昼の間は眠っているのか、地じ獄ごくに戻っているのか、正確に知っている者はいない。『ここにしか鬼は現れない』と言われる狭い部屋をどんなに探しても、太陽が空にある時は絶対に鬼の姿を捉とらえられず、夜になってふと気づくと現れているのだ。

　だから鬼を退治する時は、相手が姿を現す夜よ更ふけと相場が決まっていた。

「本当に大丈夫か？」

　心配するというよりは、疑うような口調で問いかけてきた出雲を、よく旧鼠が出しゆつ没ぼつするという蔵の二階に追い払はらい、蓮華は一人静かに出入り口を背にして立っていた。観かん音のん開きの扉には、そこに逃げ道があることを知らせるために人一人がなんとか通れるほどの隙間を作っている。秋も深まりつつある今の季節、少しばかり夜の空気は冷えたが、軽く高こう揚ようしているせいか寒いとは思わなかった。

　予定どおり、籐二と鳥羽は万が一の事じ態たいに備えて外で待機している。

　蓮華の近くにある明かりは、棚の上に置いた秉ひよう燭そくしかない。油皿の中央の灯とう芯しんにぽうと灯ともった炎は頼りなく、目が闇やみに慣れてようやく周囲にあるものの輪りん郭かくがわかる。

　いつも帯に挟んでいた布袋は懐ふところに入れていた。中身は蓮華の左手に握にぎられている。紡つ錘む──糸を巻き取る心しん棒ぼうだ。

　そこに巻かれた糸が、蓮華の武器だった。

　鬼おに蜘ぐ蛛もの糸と剣けん鬼きの角つのと爪つめを砕くだいて紡つむいで作られた鬼き刃じんの一つ。刃やいばはないので剣と区別して『鬼き糸し』とも呼ばれる。銘は《驟しゆう雨う》。使い手の意思一つで伸しん縮しゆく自在なうえ、物に粘ねん着ちやくさせることもできるし、自在に枝わかれさせることもできる。蜘蛛の巣すのように罠を張ることも可能だし、鬼の首を括くくることも可能だ。

　血のように赤い糸は闇に溶とけやすく、足あし許もとに落ちたら使い手以外の人間には、どこにあるのかわからなくなる。

　釣つり糸いとのようなものだと蓮華は思う。もしくはそのまま蜘蛛の巣か。

　──鬼たちにとって、自分は餌として魅み力りよく的てきだろうか？

　脳のう裏りを過よぎるのは、滅びた里の風景。

　大切な人たちの屍しかばねの中に色いろ濃こく残る鬼の気配。

（復活した鬼き神じんって鬼糸が通じるかしら？　せめて足止めできれば籐二が止とどめを刺してくれるだろうけど……）

　いつかくるべき未来に意識をむけていた蓮華は、ふいに頭上で生まれた気配に反応するのが遅れた。

「うわっ！」

　驚きよう愕がくまじりの出雲の声と前後して、何かが近づいてくるのがわかる。

「蓮華！」

　二階の手すりに身を乗りだすようにして出雲が注意を促うながした途と端たん、階段からこちらにむかって落ちてくる物体があった。赤い目を光らせたそれは、逃げ道を塞ふさぐ蓮華を傷きずつけようと牙きばをむく──

　輪郭がわかる程度に闇に慣れた蓮華の目に、旧鼠の白い毛皮は認めやすかった。

　勝利の予感に小さく笑って、蓮華は何も持っていないように見える右手で水をすくうように持ちあげて、こぶしを作ると同時に引き下げた。

　まるで見えない糸をつかんで引き下げるような動作が、まさしくそのとおりだ。

　闇に色の沈む赤い糸が、蓮華の合図と同時に空中に展開し、旧鼠を搦からめ捕る。

　むきだしになった旧鼠の牙は、蓮華の元へ届く前に、比ひ喩ゆではなく空中に留とどまった。

「おやすみなさい」

　小さく声をかけて、下げたこぶしを横に引く。

　短い悲鳴をあげた旧鼠の首がみるみると絞しまっていった。大きな痙けい攣れんの後は、もう二度と動かない。

「え…………終わった……のか？」

　二階の手すりから身を乗りだした姿勢で蓮華の活かつ躍やくを見ていた出雲は、呆ぼう然ぜんとしながらたどたどしく問いかける。

「ご覧のとおりよ。心配なら首でも刎はねとく？」

「いや、そこまで首が絞まってりゃ、念押しも意味がねぇだろ。下に降りても大丈夫か？」

「どうぞ」

　左手を軽く振るだけで、旧鼠を吊つるしている糸だけをそこに残し、余分な糸はすべて紡錘に巻き取る。

　それなりに重さがあるので、旧鼠はゆっくりと下ろした。

　ぐったりと横たわる大型犬ほどの大きさの鼠は、先せん述じゆつしたように真っ白で、糸が巻きついていた部分だけが赤く汚よごれていた。

　鬼の血だ。

　当然鬼糸である《驟雨》も触ふれていた箇か所しよが血に濡ぬれているわけだが、拭ふき取ることはしなかった──自身がそれを吸きゆう収しゆうするから必要ない。

　鬼糸に限らず、鬼刃は鬼を討伐する際にその血を浴びて、自身を修しゆう復ふくさせたり、増ぞう強きようしたりする力に変えているのだ。

　近づいてきた出雲が、物珍しそうに紡錘を見下ろした。

「うちの里には鬼糸の使い手がいなかったから、はじめて動いてんの見たぜ。すげぇな。それどうやって操るんだ？」

　どうやら本当に好奇心を働かせているらしい。

「それなりに合図があるけれど、基本的にはわたしの意思で自在に動くわ」

　自分の仕事や得物を褒ほめられたり、感心されたりするのは、こんな時でも自じ尊そん心しんをくすぐるらしい。蓮華自身、嬉しいと思う感情はなくなったと思っていたので、そんな自分自身に少し驚く。

「うわ手ぇほっせぇなぁ。剣だこもねえや」

　おもむろに蓮華の手をつかんだ出雲の手が、暗くて見えにくい目を補おぎなうように手首や甲こうや指をなぞる。

「わたしの得物は鬼糸なんだから、当然でしょ！」

　無ぶ遠えん慮りよに触れてくる手は剣だこが目立ち、少しかさついていて手の皮が厚い。修しゆう練れんを重ねて完成された男の手だと思う。大きさだって全然違う。

　自分とは違う体温を意識してしまって、蓮華の目が逃げ場を探すように左右に揺れた。

　思えば幼い頃から、何かと籐二が盾たてになってくれたお陰かげで、浅アサ沙ザ以外で蓮華に近づくような男はあまりいなかった。

「ああでもやっぱり多少手の皮は厚いかなぁ」

「うるさいな！　べたべた触さわんないでよ！」

　ようやく自分の手を取り戻す機会を得えた蓮華は、二、三歩後ろに下がって出雲と距離を取った。

　背中の扉を意識する。籐二と鳥羽が外で待機しているはずなのに、どうしてやってこないのだと八やつ当あたりまじりに思う。

　もちろん彼らは蔵の中のことは見えないから、二人が外に出てくるのを待っているのだとわかっている。人の血肉を覚えて知恵のついた旧鼠は、人間の言葉を真ま似ねて罠をしかけることもあるからだ。

「お姫様みたいな手を望むなら、女じよ郎ろう屋やへ行きなさいよ！」

「オレは蓮華の手を触ってみたかったんであって、綺麗な手が触りたいわけじゃねぇの。筋肉もあるように見えなかったし、てっきり戦せん闘とうの補ほ助じよと目の保養だけが役割な籐二の付ふ属ぞくだと思ってたのに、あんた立りつ派ぱな戦力だったんだな！」

「正直すぎるわよ！　せめてもう少し遠回しな言い方できないわけ!?」

　褒められているというよりも、けなされたように感じる言葉の数々に、蓮華が眼差しを鋭くすれば、睨まれることすら心地よいとばかりに出雲が笑った。

「すごかったよな！　蜘蛛の巣に囚とらわれた蝶ちようみたいな光景なのに、実際はその蝶が蜘蛛の巣の主あるじなんだから」

　頼りない明かりしかない暗がりで行われた仕掛けだ。まして蓮華の鬼糸は闇に溶けやすい色をしている。二階から見下ろした出雲が、どれだけ正確にこちらの様子を把は握あくできたというのだ。

　本気で受け取らないようにしたいのに、赤くなるのが止められない。

　討伐している姿をこんなにまっすぐ褒められたのは、はじめてだ。




「すげぇ綺麗だった」




　わざと低く囁ささやかれて、心臓が跳ねあがる。

　たぶん蓮華が動どう揺ようしていることに気づいたのだろう。出雲はからかっているだけだ。

　わかっていたけれど、どうしても心揺さぶられた。言葉に、目の輝きに含まれた本音の欠片かけらを拾ってしまったから……嬉しいと、思ってしまう。

　赤くなることが止められない。

　調子に乗った出雲が近づく。

　いかにも女慣れしてそうな顔をしている男だ。突き放すべきだとわかっているのに、蓮華にはいつ彼を突き飛ばしていいのかわからない。こんな迫せまり方をされたことはない。浅沙はいつも優しかった。穏やかにそっと近づいてきてくれた。

　出雲とは全然違った。

「あんたそんな可愛い顔もできたんだな」

　嫌いだと思う。

　男のあしらい方がわからない蓮華が困っていることなど見てわかるだろうに、出雲は無遠慮に手を伸ばしてくる。

「もっと俺に見せてくれよ。あんたがどんな女なのか、もっと知りたい」
















　艶つややかな黒髪を手に取られた。

　日に透すかすと紫立つそれは、出雲の手の中で何もかも塗ぬりつぶすような漆しつ黒こくに見えた。

　──限界だ。

「はなれろばか」

　これ以上ないほど顔を赤くして、自分の髪を奪い取って、とんと出雲を突き放す。

　動揺をあらわにした声が、ひたすら恥ずかしかった。

　大した明かりもない場所だ。顔色なんてわからなければいい。こんな幼よう稚ちな拒きよ絶ぜつしかできない蓮華のことなど、すぐに忘れてくれればいいと思うのに、出雲は驚いた顔をして、くいいるように蓮華を見ている。

　顔が赤いままでも構わなかった。

　出雲と距離を取りたくて、逃げだすように外に飛びだしてしまった。

「蓮華？」

　どうやら緊きん張ちよう感かんもなく鳥羽に構っていたらしい籐二が、驚いたように蓮華を振り返る。

　確実に安全な場所を求めた蓮華は、恥も外がい聞ぶんもなく分厚い胸板に飛びこんだ。

「おい？　どした？」

　話しかける籐二に応こたえず無言でしがみついていると、鳥羽が小さく「あ」と、声をあげた。

「出雲」

　びくりと蓮華の肩が震えた。籐二も気づいただろう。

「出雲、旧鼠は？」

「蓮華が退治してくれたぜ。鬼糸を見たのははじめてだが、あんなに綺麗なもんだとは思わなかったな」

　足音が近づいてきたのに気づき、蓮華は慌てて籐二の背中に回りこんだ。

「何をした？」

　明らかに威嚇の声をだした籐二に、出雲がへらりと笑い返したのがわかる。

「なんもしてねぇって。あんた顔が怖いんだから睨むなよ。俺はただ蓮華を褒めただけだぜ？」

「褒めただけでこんなに怯えるか」

「怯えてないもの！　出雲なんて怖くないわ！」

　反射的に否定した蓮華だが、籐二の背中に隠れたままでは格かつ好こうがつかないことくらい自覚している。

　ぶはっと、下げ品ひんな吹きだし方をして、声をだして出雲が笑った。

　鬼が出現する闇すらも払いのけるような、明るい声だ。

「なんかこう、外見だけならツンツン高たか飛び車しやなことを言って冷静に躱かわしそうなのに、物慣れない様が可愛いというか、追いかけたくなるよな！」

　──しかし言っていることはいただけない。

「同意を求めないで！　知らないったら！」

「というか、いつでもどこでも籐二が守ってくれるわけじゃねぇんだから、ちっとは男慣れして躱せるようにならねぇと、どこかで知らない男に押し倒されるぜ。俺が練習台になってやるからさ──もうちょっと俺に可愛い顔見せろよ、蓮華」

　どうしてわざわざ最後のほうの声をひそめるのだ。

　明るい笑い声とは一転、妙に艶つやっぽく響く声になんと反応したらいいかわからず、再び籐二の陰に隠れてしまう。

「お前の大声、久しぶりに聞いたなぁ」

　上半身を捻ひねるようにして蓮華の頭に手を置いて、微笑ほほえましそうに籐二が呟く。しみじみするような空気は求めていないから、さっさと出雲を遠ざけてほしいのに、とぼけたように首を傾げられた。

「出雲の言うことも一いち理りあるだろう。ちょっと練習台になってもらうか？」

「絶対嫌！」

　間かん髪はつを容いれずに拒絶したら、何が楽しいというのか、籐二も出雲も笑いだす。

　止めてほしかった。楽しそうにしないでほしい。

　朗ほがらかに笑われれば、蓮華も笑いたくなってしまう。

　明るい感情が心の中に吹きこめば、恐怖に負けず仇の鬼を追いかける力がなくなってしまいそうで怖い。

　鳥羽は好奇心のまま蔵の扉の隙間を覗きこんで、「おお」と、感心したのか怖がっているのかわからない声をあげている。

　平和を受け入れてしまえば、死を恐れるようになれば、きっと蓮華は走れなくなる。

　だから噓うそか本気かわからない言葉で、蓮華の心を揺さぶろうとする出雲は嫌いだ。

　自分に明るい感情があることなんて、思いだしたくもない。

　蓮華が覚えておくべき心は、里が滅びた時の目の前が真っ赤になるような怒りと、真っ黒な絶ぜつ望ぼうだけでいいのだ。
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　仲ちゆう介かい者しやの男から譲ゆずり受けた暦こよみは、残り三ヶ月でその役目を終えようとしていた。蓮レン華ゲたちの手に入った時点でその状態だったのだ。

　男の情じよう報ほう網もうを駆く使しして鬼き神じんの足取りがつかめないかとも思ったが、里という仲介点を失うしなった男の情報は、蓮華たちが自分の足で稼かせぐものと大差ない。本来仲介者は複数いて、里に在中している獣けもの使いや鳥使いと情報をやり取りした結果、広い範囲の情報を里で一つにまとめ、あちらこちらに発信できていたのだ。

　いずれ敵がむかうことを予想して、鬼神が封ふうじられているとされる秋と冬の里を目指して旅をするか、近くにあるかもしれない真ま実みの一族の里を探すか話し合った蓮華たちは、他国にある里を探したほうが、生きている仲間と合流できる可能性が高いということで合意を得えた。

　ただし旅をする道すがら、鬼が出現しやすい時期が重なる場所があったため、そこは期日までうろついて鬼の情報を収集してみようということで話がまとまる。

「あ。移動の前に買い物にいかせてくれ。草ぞう履りを補ほ充じゆうしねぇと」

「買い物か……人数も増えたし、俺も味み噌そを補充しておくかな」

　男二人が旅の備品を補充したいと言いだしたので、蓮華はゆるく首を傾かしげた。

「鳥ト羽バと留る守す番ばんしてようか？」

　籐トウ二ジと二人旅だった時は、万が一にも荷物が盗ぬすまれないように、片方が動く時は必ず片方が荷物番をしていた。その時の感覚が残っていたため、半なかば以上確認のつもりでそう質問したのだが、彼は少し考えるように沈黙した後、首を横に振った。

「荷物は俺が持って出るから、蓮華はもう少し布の厚い鳥羽の着物を買ってやれ。ついでに呪じゆ糸しにできそうな生き糸いとがあれば、それもな」

　呪糸というものは、着物に刺さす守り刺し繡しゆうに使うものだ。鬼の瘴しよう気きを追い払はらうための呪のろいで、蓮華の姉代わりである菱リヨウ花カがそれの名めい手しゆだった。蓮華の着物の刺繡も、籐二の刺繡も彼女が刺している。

「あれ？　籐二が刺すのか？」

　くりくりとした黒い目が、純粋な疑問を浮かべて籐二と蓮華を交互に見た。

　女の役目ではないのかと言いたいのだろうが、蓮華の場合は針仕事のすべてを菱花がやっていたせいで、学ぶ隙すきがなかったのだ。

「生糸に呪じゆをこめるくらいは手伝うけど、籐二のほうが上う手まいの。予定が決まったならとっとといくわよ」

　にやついている出雲イズモに何か言われる前に、蓮華は鳥羽の手を引いて外へ出かけた。

　新しい生き地じは基本的に高級品で、着物は古着屋で購こう入にゆうしたものを仕立て直すのが一般的だ。祝い事でもなければ反たん物ものなど滅めつ多たに買わない。そしてわざわざ暖簾のれんのかかった店にいかずとも、決まった通りにいけば茣ご蓙ざの上に古着を並べて売買している人間が並んでいた。

「おいらは何色の着物にするんだ？」

「落ち着いた色合いに決まっているでしょう。わたしたちが派は手でな格かつ好こうをするのは、鬼がまずわたしたちに目をやるようになのよ。鳥羽はまだ早いわ」

「蓮華の赤い着物って、夜はそんな目立たねぇじゃん」

「鬼の目と人間の目を一緒にするんじゃないの」

　他にも人の噂うわさにもなりやすいように、真ま実みの一族を求める人間の目に留とまりやすいようにとの意味合いがあるが、それは鳥羽の衣服を地味にする理由にならないので伏せておく。

「籐二が背中に刺繡を刺してくれるから、それも踏ふまえて……って、鳥羽!?」

　ほんの今さっきまで蓮華と会話していた鳥羽が、少し目を離した隙に消えていた。

　露ろ天てん商しようの並ぶ道は、人が多いのがお約束だ。そしてこういった場所では掏す摸りや人ひと攫さらいなどの被ひ害がいも多発する。

　人攫いに遭そう遇ぐうするには、鳥羽はやや年を重ねすぎていたが、だからといって安心はできなかった。

「鳥羽！」

　視界の端はしでゆらりと揺れた小さな頭を発見して、蓮華はすぐさま身を翻ひるがえした。

　大人たちがひしめくこの場所で、鳥羽の細い身体からだはいかにも心細く感じられる。

「……ちゃん！」

　雑ざつ踏とうを縫ぬうように、鳥羽の高い声が蓮華の耳に入った。




「兄ちゃん、待って！　置いてかないで！　置いてかないで！」




　半泣きの声は悲鳴に近く、訝いぶかしげに、痛ましげに周囲の買い物客が鳥羽を振り返っていく。

「にいちゃ……」

　小さな身体で、人の隙すき間まを縫うように走っていた鳥羽の手が、男の着物をつかんだ。

　ほんの一瞬前まで、その男の頭はやや赤みのある茶色の髪をしているように見えた。先日知りあった元仲介者の男とも似ている髪の色だ。

　だが、男が振り返ると、その髪は少し荒あれた焦こげ茶ちやに変わった。

「どうした坊ぼう主ず？　迷子か？」

　人のよさそうな男は、わざわざ屈かがんで鳥羽と目を合わせてくれる。

（気のせい？）

　自分自身の目を疑いながら、蓮華は鳥羽に近づいた。

「ご迷惑をおかけしてすいません。どうやらこの子の兄に似ていたようで」

　鳥羽が引き留めた男は、笑いながらなんでもないと答えてくれて、平和にわかれた。

　人様に迷惑をかけるんじゃないと叱しかるべきなのかもしれないが、がっくりとうなだれた鳥羽の肩はひどく小さくて、優しくしたくなる。

「鳥羽ってお兄ちゃんがいたのね……」

「…………」

　無言でこくりと頷うなずく鳥羽の目は、何かを堪こらえるように大きく開かれていた。

　喪そう失しつ感かんに苦しんでいるのは、一人だけではないと伝えたくて、蓮華は小さく笑う。

「わたしにもお姉ちゃんがいたよ。お揃そろいだね」

　潤うるんだ目で足あし許もとを見ている鳥羽の手を引きながら、ぽつりぽつりと話しかける。ずっと黙っていた鳥羽は、『お揃い』の一言で蓮華を見上げた。

「たまに……兄ちゃんが近くにいるような気がするんだ」

「わたしもそんな気がする時あるわ。わたしのお姉ちゃんは呪糸の守り刺繡が上手くてね。この着物の刺繡もお姉ちゃんが刺してくれたの。お姉ちゃんが守ってくれているのよ」

　ほっとしたように、鳥羽の表情がゆるんだ。『自分だけではない』と、少しは思ってくれたのかもしれない。

「さ、寂さびしくないか？」

「……寂しいよ。でも籐二がいるしね。鳥羽もいるし……不本意ながら出雲もいるし、騒さわがしくなって、寂しさが少しだけ薄うすらいじゃったかな」

　鳥羽を相手に意地を張ることもできず、ぽつぽつと自分の中の答えを言葉にする。

「おいらも出雲と出会って寂しさが薄らいだ気がするんだ。駄だ目めかな？」

　子供は本当に敏びん感かんだ。

　無意識に紡つむがれた蓮華の自じ嘲ちように気づいて、罪ざい悪あく感かんに同調されてしまった。

「…………駄目じゃないわ。生きるためにはいいことよ」

　噓うそと建たて前まえと本音が混ざった返答は、冷たく響いて聞こえたのかもしれない。

「蓮華は生きたくないのか？」

「……………………」

「本当は……おいら、おいらの里を滅ほろぼした鬼を見つけて、死ぬつもりだったんだ。はじめから倒せるなんて思ってなかった。だっておいらよりずっと強い大人たちが里に残っていたのに、殺されたんだぜ。おいらが敵かなう相手じゃないってわかってたしさ。ただ……一ひと太た刀ちでもいいから仇かたきの鬼を傷きずつけて、それで死にたいって思ったんだ」

　鳥羽の告白が、ざっくりと蓮華の胸の奥を傷つけていく。

　放置していた傷が、一いつ斉せいに血を流しはじめたような感覚に、声が出ない。

「生きることなんてどうでもよかったんだけど、鬼に殺されるまでは死ぬわけにもいかなくて、一生懸けん命めい歩いて鬼を探してたら……出雲に拾われたんだ」

「……………………」

「出雲は口が悪いけど、おいらにご飯をくれたよ。食えって。あと風ふ呂ろに入れって、着替えろって、着物も買ってくれた。里で着ていた白い着物は、もう汚よごれて茶色くなってたから捨てられた。『あんなものいつまでも着てんのは馬ば鹿かだ』って怒られた。でもおいら……着物と交こう換かんできるものって何も持ってなかったんだけどな」

　蓮華と繫つないだ手に力を入れたのは、無意識なのだろうか。

　小さな手だとふいに思った。

　こんなに小さな身体で、よく国から国へ無事に旅を続けられたものだ。

「『一人だと手が足りないから手伝え』って、《朧おぼろ月づき夜よ》を見せる前だったのに、なんで言ってくれたんだろう……おいらまだきちんと鬼き刃じん操あやつれないのに」

　きっと出雲は鳥羽の中に、自分と同じ傷きずがあることを見つけてしまったのだろう。

　こんなに小さくても、鳥羽が真ま実みの一族としての宿命を背せ負おって生きてきたことがわかったのだ──良くも悪くも。

「旅をするのが楽しいって、最近思うようになってきたんだ。籐二も隙があると甘あまやかそうとしてくるしさ。おいら籐二の子供じゃないのに、たまに『父ちゃん』って呼びそうになるんだ。おいらの父ちゃん、ちゃんと別にいたのに……」

　蓮華と繫いでいないほうの手で、鳥羽は乱らん暴ぼうに目め許もとをぬぐった。

「生きるのが楽しいって、死ぬのが怖いって思うようになってきちゃったから……兄ちゃん怒ってんのかなぁ。だからたまに、兄ちゃんが傍そばにいるように思うのかなぁ。おいらの傍で、おいらのことを見ている気がするのに、兄ちゃんは出てきてくれねぇんだ。おいらのこと……嫌いになったのかなぁ」

　堪えきれなくなった涙が、ぼろぼろと蓮華の頰ほおを流れてしたたり落ちた。

　そんなことないよと、言ってやりたかったのに、何を口にしても綺き麗れい事ごとのように聞こえてしまいそうで怖かった。

「あ。え？」

　鳥羽の焦あせった声が聞こえる。蓮華のほうが年上なのだから、しっかりしなければと思うのに、止まらない。

　十と少ししか生きていない子供の告白は、そのまま蓮華の足そく跡せきだった。

　敵を倒したいと思う心は本物だ。まだ無事な里があれば忠ちゆう告こくしてやりたいし、仇討うちを手伝ってもらえるのなら協力してほしいと思うのも本心だ。

　けれど、その気持ちの根っこには、もっと後ろ向きな感情があった。

　──蓮華も死にたくて敵を探していた。菱花や浅アサ沙ザを追いかけたかった。

　自みずから死ぬことは考えられなかった。一太刀も敵に傷をつけずに死ぬことだけは、真実の一族としての矜きよう持じが許さなかったから……。

　籐二と二人で、支え合って生きてきた。

　お互いにお互いがいなければ、たぶんかつての鳥羽のように、ただ闇やみ雲くもに鬼の跡あとを追おうとして、明日の生活のことなんて何も考えず、どこかで野の垂たれ死じんでいたと思う。

「蓮華、こっち」

　鳥羽が手を引いてくれて、道の端に移動した。

　人の通りを邪じや魔まする場所でなければ、誰かにぶつかることも、どさくさに紛まぎれて掏摸に遭あうこともないだろう。

「ごめんよ。おいらが変なこと言ったから……」

「ちがっ」

　髪を乱すように首を横に振った。

　今朝も籐二が梳くしけずってくれた髪が、さらさらと音を立てて揺れる。

　籐二がいつも手にして、蓮華の髪の手入れが終わると小さな巾きん着ちやくにしまい懐ふところに入れている櫛くしは、菱花の形かた見みだ。

「わたし……鳥羽が生きていてくれてよかったと思うの」
















　言わねばと思ったので、頑がん張ばって言葉にしたけれど、醜みにくく声が震ふるえてしまったので、ひょっとしたら聞き取りづらかったかもしれない。

「籐二も、出雲も、生きててよかった」

　何度も何度も喉のどを詰つまらせながら続けると、再び黒い瞳ひとみを潤ませた鳥羽が、何度も頷いてくれた。

「おいらも蓮華が生きててくれてよかったよ。籐二や出雲も生きててよかったよ」

　人通りの多い道の端で、二人して赤あか子ごのように泣いてしまった。

　──死にたいだなんて考えちゃいけないと、はじめて思った。

　巡めぐり巡って跳ね返ってくる感情が痛くて重い。

　ずっと血を流し続けている心が、癒いえたわけでもない。

　けれど鳥羽の言葉が、今はとても嬉しかった。
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　泣いて時間を潰つぶしてしまったせいで、蓮華と鳥羽が買い物を終えて宿に戻った頃には夕方になってしまっていた。無む駄だに儚はかない雰ふん囲い気きが漂ただよってしまったらしく、生糸をたくさんおまけしてもらった。

「まあ、後のち々のち使えるからいいけどな」

　籐二が生糸を受け取る。明らかに泣いた後の蓮華の目について言げん及きゆうするかと思ったのだが、なぜだか安あん堵どしたように息を吐はかれてしまった。

「すっきりした顔をしているぞ。よかったな」

　思ってみれば、里が滅んでから泣いたのは、はじめてだったかもしれない。

「うん……」

　頷いた蓮華の横では、出雲がいつものように鳥羽をからかっていた。

「生意気に女泣かしてんじゃねぇよ。ばぁか」

「うるせぇなぁ」

　出雲に小こ突づかれたお返しに、頭ず突つきをするように頭からつっこんでいく鳥羽の様子が、まるで本物の兄弟きようだいのやり取りのようで、微笑ほほえましくなってくすくすと笑う。

「…………」

　周囲が突然静かになって驚いていると、目が合った籐二に涙ぐまれてしまった。

「鬼に止とどめを刺す以外で蓮華が笑ったのは久しぶりだ」

「そうだっけ？」

　なんてことない顔で、むしろお互い様な気持ちで大人しく籐二の世話を受けていたのだが、もしかしたら蓮華が思っていた以上に心配されていたのかもしれない。

　腰にしがみついたままの鳥羽を引きずった出雲が、ずかずかと蓮華に近寄ってきた。

「笑ってると綺麗っつーより、可か愛わいいって感じになるんだなぁ。できれば泣き顔も見たかったけどな。今度二人っきりの時にでも見せてくれよ。鳥羽よりもっと気持ちよく慰なぐさめてやるぜ」

「ありがとう。湿しめっぽさが完全に消えたわ」

　どさくさに紛れて蓮華の肩に手を回してこようとする出雲の手を、すげなく払って距離を置く。

　鳥羽から聞いた話で、思っていた以上にいいやつなのではないかと勘かん違ちがいしたが、やはり出雲は出雲だ。無神経に距離を詰めて、蓮華の平常心を揺さぶってくる嫌いやなやつだ。

　こちらが睨にらみつけているのに、出雲は余よ裕ゆうのある顔で太陽みたいに明るく笑う。

「そりゃよかった。泣いているよりずっといいもんな」

　彼の本心みたいに聞こえる声が、柔らかく響いて蓮華を包つつもうとする。

　その気遣いが嬉しいと素直に受け取っていいはずなのに、妙みようにむずむずしてはね除のけたくなるのはどうしてだろう。

（変なの……）

　出雲に蓮華の鬼き糸し使いを褒ほめられてから、なんだかとても変だ。

　外見が外見なので、褒められていることには慣れているはずなのに……。

（褒め方が変だからかしら？　鬼糸を操る姿を綺麗と言ったり、動どう揺ようした顔を可愛いとか言ったり……）

　あの依い頼らいを受ける前から数日行動を共にしている。蓮華の澄すまし面づらならその時からさんざん見ていたはずなのに、あの時の出雲は蓮華にそこまでの関心を抱いだいていなかった。いつも適度な距離を保たもっていた。

　他の人間のように、蓮華の外そと面づらだけを無駄に褒めたりしなかった……。

（変なの）

　他者と出雲の反応の違いに気づくたびに、むずむずする。

　浅沙はそんな褒め方をしなかった。

（…………わたしをからかっているだけの相手に、どうして浅沙を引き合いにだすのよ）

　自分で自分の思考を叱りつけて、ぐずぐずと呟つぶやこうとする思考を追い払う。

「この時間ならもう一泊でしょう？　呪糸の材料がまだ足りないけど、守り刺繡の図案だけでも考えましょうよ。名前から取るなら鳥よね？　鳥羽はなんの鳥がいい？」

　気持ちを切り替えるための唐とう突とつな話題転換だったが、わくわくしたように鳥羽が答えた。

「鷹たか！」

「お前みたいなちびは雀すずめで充じゆう分ぶんだろ」

「待て！　あまり複雑なのは無理だぞ」

　思いの外ほか盛もりあがってしまった話題は、夕飯の席でも続けられ、籐二は鳥羽に強ね請だられて、囲い炉ろ裏りの灰を使って何度も鳥の図案を描かされるはめになってしまった。

　子供の我わが儘ままにつきあう父親のような構図は、かつて籐二の家で何度も見た光景を再現しているかのようだ。

　泣いて体力を使ったせいか、糸が切れたように唐突に鳥羽は籐二の膝ひざにうつ伏せになって寝てしまった。

　それなりに長い間囲炉裏の傍にいたせいで、宿泊客のほとんどは二階に寝にいっている。

　橙だいだい色いろの炎ほのおに照らされている鳥羽の頰は、子供特有の丸みがあって可愛らしい。

「そういえば鳥羽って、お兄ちゃんがいたらしいわね」

　もしかしたら今後も似たようなことがあるかもしれないと思ったので、蓮華は昼間の鳥羽の様子をぽつぽつと語った。

「ああ。永エイ済サイ……だったかな？　赤い髪の男だから、俺とは似てねぇとか言ってたな」

　思いだしたように告つげる出雲の言葉が、少しだけ引っかかった。

「…………赤い髪なんだ」

「そうらしいぜ。ほら、元仲介者の男も赤い髪だったろ？　俺と会う前だが、あいつ自分の兄貴と間違って飛びついたんじゃねぇかな」

「ああ。ありそうね。今日は……焦げ茶の髪の人についていこうとしていたけれど……体格が似ていたのかしら？」

「俺と二人で旅をしていた時も、何度か通りすがりの人間を兄貴と間違えて追いかけてんだよ。こういう人通りの多い町だと特に多い──ちびにしては物事を考えられるやつだから、もしかしたら自分の兄貴は生きていると思ってんのかもしれねぇな」

　苦く笑しようする横顔は、どこか寂しそうだ。

　自分では鳥羽の兄の代わりにはなれないとでも言いだしそうな雰囲気に、蓮華はそっと口を開いた。

「最近の鳥羽は生きるのが楽しいそうよ。本物のお兄ちゃんに申し訳ないって思うくらい……逆に言えば、永済さんに罪悪感を抱くくらいあんたに懐なついているんでしょ。いいお兄ちゃんなのね」

　いつものお返しというつもりはなかったのだが、素直な蓮華の褒め言葉は、思いの外出雲を動揺させたらしい。

「別にこんなちびに何を思われたって構わねぇけどな！」

　音が立ちそうな勢いきおいで赤くなった出雲は、いつもより大だい分ぶ幼く見えて、少し可愛かった。

「籐二のことも、たまに『父ちゃん』って呼びそうになるって言ってたわよ」

　ついでだからそちらにも水を向けてみたら、籐二は軽く目を見張った。

「…………そうか」

　嚙かみしめるような一言が、温かい。

　大きな手が、繊せん細さいなものを慈いつくしむように、そっと鳥羽の髪をなでた。

　平和な光景を眺ながめた出雲が、しみじみと呟く。

「鳥羽な……町で誰かを兄と見間違えた日の夜は、だいたい寝なかったんだ。ちょっと目を離した隙に外に出たりしてさ……まあ、朝には絶対に戻ってくんだけど」

　ただでさえ、目め尻じりの下がった双そう眸ぼうを穏おだやかに和なごませて、出雲は続けた。

「眠れるようになったんだなぁ」

　籐二の膝に寄りかかり、鳥羽は健すこやかに寝息を立てている。

　見ているうちに眠気が移ってきた一同は、寝ている鳥羽を起こさないようにそっと抱きあげた籐二と共に二階に移動した。

　そして朝──

　予定どおり暦を頼りに移動するため、蓮華たちは身み支じ度たくを整えていた。

　できれば今日中に移動をすませておきたいと、これからの予定を口にしながら出立しようとした時に、宿の前にちょこんと座っている大きな犬を発見した。隣には、昨日も話題になった仲介者の男がいる。

「あんたら、自分たちが退たい治じした旧きゆう鼠その鬼おに塚づかを掘ほりおこしたか？」

　唐突な質問に、全員がきょとんとした顔をしていたが、いち早く立ち直った籐二が代表して答えた。

「誰も触さわってないぞ。そもそも俺らの中に職人がいない。できてせいぜい守り刺繡の真ま似ね事ごとだけだ」

「そう……だよな」

「何があった？」

　早く言えと出雲に急せかされて、男はおずおずと切りだした。

「蔵くら屋敷の鬼塚が暴あばかれた……中は何も残ってねぇんだ」

「……………………」

　沈黙が落ちた。

　たぶん皆の頭の中に同じ光景が浮かんでいた。

　誰かが号令をかけたわけではないけれど、気がつけば全員が駆かけだしていた。遅れそうになった鳥羽は、すぐさまそれに気づいた籐二が俵たわら担かつぎにして走る。

　蔵屋敷の鬼塚は土地の空あいていた川ぞいにあった。比較的鬼が出現しやすいためか、何度も同じ場所が使われていて、今回もそこを利用している。

　籐二が浄じよう衣えを身につけて、深く響く声で宣のり呪と言ごとを唱となえたのも記き憶おくに新しい。

　その石いし塚づかが倒れ、割れていた。

　鬼の死体を埋うめて瘴気を封じた穴は、今はぽっかりと空いていて何もない。あるのは色いろ濃こく残る鬼の気配だけだ。

「他に被害は？」

　荷物を背に、鳥羽を肩に担いだ籐二が、冷静に元仲介者に確認する。

「俺が知る限りここだけだ。誰かが襲おそわれた話も聞かねぇよ。死体が見つかったという話も聞いてねぇ」

「………………俺らの里を滅ぼしたやつがここにきたってのか？」

　愕がく然ぜんとした出雲の問いかけは、たぶん答えを欲したものではなかったのだろう。

　残された気配を忘れられる人間は、ここに一人もいない。

　全員で周囲の探たん索さくをしたが、気配が残っているのは見事に鬼塚だけだった。元仲介者が言っていたとおり、鬼による被害を受けたものもない。

「まるで鬼塚の前に忽こつ然ぜんと現れて、旧鼠を喰くらってまた消えたみたいね」

　ぽつりとこぼした蓮華に、出雲が嫌そうに顔をしかめた。

「同じ種類の鬼が、『そこに鬼塚があること』を条件にあちこちで発生しているとか言うんじゃねぇよな」

「言わないわよ！　こんな強い気配を残す鬼が、あちこちに発生したらたまったもんじゃないわ。そもそもここまでの気配を残す鬼なら、『何千人も死ぬような大きな戦場で、味方に裏切られた大たい将しようが、負けを悟さとって恨うらみながら自じ害がいした』くらいの負ふの感情が渦うず巻まくところじゃないと新しく生まれないでしょう？」

　鬼の発生には条件がある。

　たとえば旧鼠が蔵に発生しやすいのは、持もち主ぬしの商人への恨み辛つらみが凝こり固まって蔵に住んでいた鼠ねずみを化け生しようさせるからだし、化け猫ねこは女の嫉しつ妬と、化け鼬いたちは百ひやく姓しようたちの不満と、だいたい傾けい向こうが決まっている。

　稀まれに同じ鬼がまったく違う場所に出現することもあるが、その場合も土地同士、もしくは人と鬼の間に何かしら繫がりがある。

「真ま実みの一族の里なら、鬼の力を利用している反動で、同じ鬼が出現したと考えられなくもないんだが……集しゆう落らくにある鬼塚となると、どう考えても負の感情が足りない。人の意思が介かい入にゆうしないとこんなことにはならないだろうな」

　重々しい籐二の言葉を、出雲がまとめた。

「つまり『鬼き神じんは鬼き人じんとして復活している』ってことだな」

「いつまで人間の姿でいられるのか疑問だけどね」

　水を差した蓮華に、「まあな」と、籐二が苦く同意する。

　一般の人間に鬼人の見分けはつかない。なぜなら鬼人は人間と同じ姿形で、鬼と同じ行動を取るからだ。行動だけで判はん断だんするのなら人を喰らう鬼の仕し業わざだと思うし、通りすがりに姿を見かけただけなら人だと思う。

　──そして鬼人から人間の心が失われれば、その姿は『人の姿に近い鬼』へと変わるのだ。

「どちらにしろ扱あつかいに気をつける情報は、『人の姿に近い鬼』だな」

　それならば鬼き人じんであれ、頭に角つのを生はやした鬼き神じんであれ、情報がつかめるかもしれないと告げた籐二に、ここにいる全員が頷いた。
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　出立の予定を取りやめて、蓮華たちは商人町で鬼の噂を集め続けたが、やはり有力な情報を得ることはできなかった。また夜通し調べても鬼が出現する気配はない。

　過去の経験からして探しても無駄だと思う一方、ここは真ま実みの一族の里ではないから、別の法則が働くのではないかと、こじつけに近いことを願って数日。

　ふと暦を確認すれば、この土地で鬼が出現しやすい時期が過ぎてしまっていた。

「……………………予定していた土地に移ろう。あそこはまだ鬼が出現しやすい」

　籐二にしては力のない声だった。ばらばらに頷く皆も、覇は気きに満ちているとはいいがたい。

　仇に近づいたと思ったら遠ざかった、という現実が心に重くのしかかった状態のまま、蓮華たちは旅をして、そして──

　魔ま物ものが出やすい方角に進んだ蓮華たちは、訪れた町で早さつ速そく男に声をかけられた。

「あんたたち、真実の一族かい？」

　まだ宿も決めていないうちから、通りすがりの男に問いかけられる。それぞれ顔を見合わせて困惑していると、一番年かさである籐二の腕を取られた。

「和お尚しよう様、御み仏ほとけのお導みちびきです！　真実の一族がいました！」

　茶屋に連れていかれたと思ったら、人目を憚るように駕か籠ごに乗せられて、気がついた時にはとある寺の中に引っ張りこまれていた。

　隅すみ々ずみまで掃そう除じの行き届いた寺は、信しん仰こうの深さというよりも、豊かな檀だん家かの多さを想像させる。

「ようこそお越しくださいました」

　次いでこの寺の僧そう侶りよらしき人物が現れたので、てっきり討伐依頼の話をされるのかと思ったら、ここは場所を貸しただけで、本当の依頼主はこれからくるところだと言う。

　入れ替わり立ち替わり、僧侶やら小こ坊ぼう主ずやら寺男やらが、白さ湯ゆや水みず菓が子しを持ってきては、「もうしばらくお待ちを」と、頭を下げて去って行く。

　詳しい話は本人からと頑かたくなに言われ、待ちに待ったその日の夕方、ようやくやってきた依頼主に、蓮華たちは土ど下げ座ざされていた。




「娘を助けて下さい」




　初しよ老ろうというにはやや若い年頃の男は、この近くの山間の村で長おさをしているらしい。

　言われた村の名前に聞き覚えがあった蓮華は、先日譲り受けた暦に、但ただし書がきでこの村の名前が書かれていたのを思いだした。しかし──

（わざわざ名前を書いたあと、上から細い線で消されていたのよね。どういうことかと思っていたら……わけありか）

　踏みつぶされた蛙かえるのように、ぺったりと板間にへばりついた村むら長おさは、何度も繰くり返かえした。

「どうかどうか。くれぐれもご内ない密みつに……」

　その村の山には、数十年前から神が住みついているらしい。

　人の姿にも、猿さるの姿にも似ているそれは、遠い昔のある日、怯おびえる村人たちに告げた。

　──村を豊かにしてやろう。

　戦せん火かが届かないようにして、飢き饉きんからも守ってやろう。その代わり、俺が求めた時に年頃の娘を寄こせと。

「娘を差しだす具体的な時期は決まっていません。ある日、屋根に白い毛皮が載のせられた家の娘が、次の望もち月づきの夜に山神様に嫁とつぐことになっております」

　実際に、山神は約束を守っているらしい。

　村に娘が多い時は次の花嫁を送る期間が短くなるし、少なくなれば逆に長くなった。百姓の家は子供が多い。それでも娘ばかりを奪うばわれれば、やがて家が保てなくなる。それがわかっているのか、山神は一定の数は必ず村に若い娘が残るように調整していた。

　──まるで家か畜ちくを囲いこんで保護するように。

　幸か不幸か、山神が守しゆ護ごするようになってから、逆に村の人口は増えたらしい。

　山神が村を守護して以来、干かんばつが起これば山の地下水の在あり処かを教えられ、山崩れが起きそうになると危険を教えられて、村は救われてきた。村の働き手が戦いくさで取られてしまうこともない。

　豊かな村があれば近きん隣りんの村に住む親が娘を送りたがる。お陰かげで村の男たちは嫁に困ることがないそうだ。村の中の縁えん組ぐみだけでは血が濃くなるので、山間の村は時に外からの血を喜ぶ。そこに不自然はないように見えるのだが……。

　嫁いできた女たちは、村の娘が山神の嫁に選ばれた現場に居合わせて、はじめてその村の仕組みを知る。豊かな生活を守りたければ、村の外に山神の存在を知らせないようにと言い含められて、彼女たちは自分の娘が花嫁に選ばれないように祈いのるのだ。

「それでも皆、感謝しているのです」

　がたがたと震えながら彼は、今年は自分の家に毛皮が掛けられたのだと告げた。

「子供を諦あきらめたわたしら夫ふう婦ふから、奇き跡せきのように生まれてくれた大切な娘なのです。妻の忘れ形見をこんな形で失いたくありません」

　村むら八はち分ぶにされる覚かく悟ごを決めてきたのだろう。汗も涙も鼻水も垂たらした男は、始し終じゆう怯えた顔をしていたが、躊躇ためらうことだけはしなかった。

　真実の一族を目にするなり這はいつくばるように頭を下げて、『助けて下さい』を繰り返して籐二の袴はかまにすがる男は、自分の娘を守るために村を裏切り、安くはない依頼料を差しだそうとしている。

　鬼に子供を奪われた籐二が断るはずはない。しかし──

（哀あわれだけれど、自分に都合のいい男だと思うわたしは性格が悪いのかしらね？）

　真実の一族の暦に但し書きでその村の名前が書かれていて、名前がわかるように消されていたのは、『この村にはかかわるな』の印だったのだろう。

　つまり、村と真実の一族の間では、その『山神』が、鬼だとわかっていたうえで、退治しなくてもいいと連絡が渡っていたということだ。

（去年までの被害者たちは『村のための犠ぎ牲せい』で、今年の被害者は『娘だから救ってくれ』って嫌な感じだわ）

　しかも依頼を受けたことは内密にしてほしい。たまたま山で迷ったら鬼と遭遇して、身を守るために退治したということにしてほしいそうだ。

　つまりこの依頼は村の代表者としてでなく、娘の親として、独どく断だんでの依頼となる。

　ちなみにこの寺の住職は、村長の親類らしい。村長から相談を受けて、真実の一族を探していたところ、折おり良よく見つかったのが蓮華たちだ。

「蓮華、話を聞いてんのか？」

　唐突に自分の名前が耳に入ってきて、蓮華はびくりと肩を跳ねさせた。

「なに？」

　出雲に目をむけると、訝しげに垂れた目を細められてしまった。

「疲れてんのかよ？」

　伸びてこようとする手を払いのけ、出雲と似たような目をしていた残り二人に短く「ごめん」と告げる。

「ちょっと色々考え事をしていただけよ」

「………………どんな鬼が相手であろうと、集中力を保てなければ命にかかわるぞ」

　籐二は優しいけれど、言うべき事は言う男だ。

「わかってる。二度としないわ」

　まっすぐ目を見て告げた蓮華に、籐二が手て許もとに広げた石に目を落とした。

　適当に拾った石を、とある村の北東に位置する山に見立て、どこに目印の鳥とり居いがあるのか、鬼が住むと言われる社やしろはどの辺か、それぞれどんな配置で鬼と対たい峙じして、この状態の時に鬼が逃げたらどうしたらいいかと話しあっていたところだった。

「不ふ服ふくそうだな？」

　籐二の言葉になんて答えようかと一瞬迷う。

「わたしが娘さんのふりをして、入れ替わること自体は構わないわ。攫われた先で退治できたら一石二鳥だもの」

「安心しろよ。何があっても俺が駆けつけてやっからよ」

　にっと笑う出雲に、つられて微笑ほほえむ。

「自力で何とかするから安心して」

　つれない言葉を返しても、笑顔になればどろどろとした感情が、少しだけ浄じよう化かされた気がした。

　しかしその笑顔も長くは続かない。

　花嫁を欲するところからして、今回の鬼は人の姿に近いのだろう。少し知恵が働き過ぎる気もするが、特とく徴ちようからして猿が転じた鬼ではないかと思う。いわゆる狒ひ々ひだ。

　ただの鬼であれば、もしかしたら蓮華が単独で退治できるかもしれない。それはいい。ただ少し……以前の『花嫁』たちが哀れなだけだ。

　彼女らは村の犠牲となった結果、誰一人として帰ってきていない。『山神に嫁いだ』後どうなったのかは想像できる。現に村長は『助けてください』と訴うつたえてきた。

　わかっていたのだ。ただの人ひと身み御ご供くうだと。わかっていて差しだしていたのだ。

「…………仕事は仕事よ。ちゃんとやるわ」

　表情を変えたつもりはないけれど、視線を移した拍ひよう子しに目が合った村長は、縮こまるようにして頭を下げた。

「すべてが終わったら、わたしは仏門に入ります。死ぬまで犠牲になった娘たちの供く養ようをするつもりです」

　それは自己満足ではないのかと、責せめる言葉が口を衝つきそうになって、蓮華は慌てて唇くちびるを引き結んだ。流石さすがにここまで怯えている男相手に、追い打ちはかけられない。

（でも死者は供養しても生き返らないのよ……）

　この男はたぶん自分の娘が選ばれなければ、今回も山神に『花嫁』を与えていたと思うと、今にも怒ど鳴なり散らしてしまいそうだ。

　どうにも落ち着かなくて、蓮華は立ちあがった。元より花嫁役となる蓮華の配置は決まっている。もちろん自分の力だけで鬼を退治できなかった場合は、近くにいる誰かの手を借りるが、それは籐二たちの待たい機き場所が決定してから確認すればすむ話だ。

「少し外の空気を吸すってくる。色々と決定したら教えて」

　なるべく依頼主と目を合わさないようにして、蓮華は外に出た。

「おい、待て待て蓮華！」

　我わが儘ままな子供を連れ戻そうとする親のように声をかけて、草履を履はいた蓮華の後を出雲が追いかけてくる。

「…………………」

　追いかけてきたくせに、出雲はただ蓮華の後をついてくるだけで何も言わない。

　長く黙っているのも苦痛で、蓮華は思い切って振り返った。

「何よ？　あんたは籐二と一緒に作戦練ねっていればいいでしょう？」

「どうやって婚こん礼れいの儀ぎ式しきに潜もぐりこむのかって相談なんだ。籐二がいれば充分だろ」

「なんでついてくるの？」

「八やつ当あたり相手が欲しいんじゃねぇかなって思ってさ」

　へらりと笑って、出雲は手を広げた。

「………………なに？」

　これをどうすればいいのだと見上げると、出雲もまた不思議そうに首を傾げた。

「妹なら喜んで飛びこんでくるんだがな」

「…………妹が──」

　いるんだと続けるべきか、いたんだと続けるべきか、迷っている間に抱きしめられた。

「いたな。正確に言うなら、血が繫がっていねぇ妹だったがよ」

　出雲の言葉が過去形だと気づいて、その腕を振り払えなくなってしまう。

　ぎゅっと拘こう束そくされると、いたたまれないほどの恥ずかしさはどこかに飛んで、なんだか妙に落ち着いてしまった。

　苛いら立だっていた感情が噓のようだ。

　けれど黙ったままでいると、なんだか変な空気になってしまいそうだと気づいて、慌てて会話を探した。

「い、妹さんにもこんなことをしていたの？」

「まさか」

　即そく答とうに、一瞬頭の中が真っ白になる。

　噓をつかれたのだとわかった途と端たん、蓮華はこぶしを作ってぽかぽかと出雲の背中を殴なぐった──蓮華の背中に出雲の腕が回っていたため、前面は殴れなかったのだ。

「いてぇっ！　お前普通の女より腕わん力りよくあるんだから加か減げんしろよ！」

「一瞬、同情しかけて損そんした！　離しなさいよ！」

「ちぇっ」

　いかにも渋しぶ々しぶといった体ていで、出雲が両手を解ほどいて、蓮華は駆けだすような勢いで離れた。

「何がしたいのあんたはっ！」

「鬱うつ々うつとしているより、怒いかりで発はつ散さんさせたほうがいいかなと思っただけだよ。自分で気づいてたか？　泣きそうな顔してたぜ」

「………………」

　だから、どうしてわざわざ声をひそめるのだと、蓮華は思う。

　わざと低められた声を耳が追いかけてしまう。甘やかす目を見つめてしまう。心地よかった体温に、すがりそうになってしまう。

　おまけに出雲の腕の中で暴あばれたせいで、少しすっきりしてしまった。

「……………実は本当に妹さんにやっていたとか？」

　素直に訊きいてしまった蓮華に、ぶはっと出雲が下げ品ひんに吹きだした。

「ないない。あいつ俺のこと男として好きだったもんよ。期待させるようなことは一切しなかったぜ。可愛い妹だからな」

（なんか……さらっと聞いちゃいけない人ひと様さまの裏事情を耳にしてしまった気がする……というか──）

　──血の繫がらない妹にはしなかったことを、どうして蓮華にはするのだろう。

「もう少し八つ当たりするか？」

　日向ひなたのような笑顔につられ、足が前に動きかけて慌てて止める。

　抱きしめられた腕の強さを思いだせば、顔が燃えそうになってしまう。

「もういい」

「本当に？」

　手を繫がれた。

　出雲の背中を殴った時よりも、伝わる体温にほっとする。

「……八つ当たりをしても、自分がみっともなくなるだけだもの。本当は、生き残るための手しゆ段だんの一つだってわかってる……わかっているからやるせないんだわ」

　年を重ねた力の強い鬼は、稀に神の真ま似ね事ごとをして、自身の餌えさ場ばを作ることがある。

　対抗できないのなら従したがうしかない。

　村の人々は鬼と戦うことに誇ほこりを見いだす人間ではない。

　──わかっている。花嫁だけでなく、村人全員が被害者なのだ。

「全ぜん滅めつするより賢かしこい生き方だな」

　割り切った声をだす出雲に、「そうね」と同意する。

「でも、悔くやしかったの」

　人身御供として犠牲になった娘たちは、きっと蓮華と大して変わらない年頃だった。

　彼女たちは村を生かすために死んでいった。

　蓮華なら、敵わぬまでの一いつ刀とうを浴びせて死のうと考える。

　どうして戦わぬまま、娘たちを犠牲にするのだと憤いきどおってしまう。

「…………」

　繫いだままの手を、軽く出雲が引っ張った。

　頑なに動かない蓮華のせいで、彼の手は蓮華の背中に届かない。

　けれどそれ以上強引な行動に移すことなく、出雲は穏やかに言葉を紡いだ。

「あの村の人間は俺たちと違って、戦う手段を持たなかったんだ。自分たちで生き残る手段を考えなけりゃならなかったから、従じゆう属ぞくを選んだんだよ。そして豊かな生活を手に入れた。俺に言わせりゃ一方的な被害者とは言いがたいな」

「…………そうね」

「蓮華が傷つく必要はねぇよ。現実として、ああやって鬼と折り合いをつけて生いき延のびている村もあるんだ」

「そうね」

　鬱うつ々うつとした感情を、深呼吸した息と共に徐じよ々じよに吐きだす。

　誰もが皆、生き残るための道を選せん択たくし、そして進んだ結果、今がある。

　蓮華がこれから守る村は、神とやらの加か護ごをなくし、これから生き方を変えていかざるを得ない。

（人は人、真ま実みの一族は真実の一族だわ）

　だから蓮華は真実の一族として鬼を倒すのだと強く思う。そういう死に方ではなく、生き方を選んだのだから……。
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　山神と名乗る鬼が村むら長おさの娘を攫さらいにくる満月の夜。

　日のあるうちに形ばかりの宴うたげをして、村長の娘は山の中ちゆう腹ふくにある社やしろに送りだされた。

　神しん事じという形にしてぞろぞろと神しん官かんの服を着た者たちがついてくるのは、実情、花嫁の逃とう亡ぼうを防ふせぐためだ。

　選ばれた花嫁はいつも徒と歩ほで山に登るそうだが、今回は大きな駕か籠ごが用意された──娘を嫁にやる時は、以前商人町で見た駕籠に乗せて、婿むこ殿どのの家にやるのが夢だったと涙ながらに訴うつたえた村長の親心を尊そん重ちようしたためだ。

　山道なので、駕籠は男おとこ衆しゆうが代わりばんこに運ぶこととなっている。ちなみにその中には町から駕籠を持ってきたという二人の大男も入っていた──籐トウ二ジと出雲イズモだ。

　さすがに今回は討とう伐ばつの舞台が山の中腹ということもあって、鳥ト羽バは皆の荷物と一緒に村長の家に預かってもらっている。ちなみに武器の携けい帯たいは許されているという話なので、出雲の打うち刀がたなも籐二の槍やりも、そのまま堂々と持ち運んでいた。

　そして細い女おな子ごであれば無理して二人乗れないわけでもない駕籠の中、蓮レン華ゲと村長の娘は慌あわただしく着物を取り替えていた。

　駕籠の出入り口は襖ふすまのようになっており、中央に薄い仕切りがあるため、開いた扉の外からちらりと見たくらいでは奥が見えない。

　もちろん娘二人分の重量がある駕籠だが、『立りつ派ぱな駕籠は素材からして違うのだ』と村長が言い張って、それを担かつぐ男衆を誤ご魔ま化かした。

「ごめんなさい。本当にごめんなさい」

　動きにくい場所で蓮華の着替えを手伝いながら、娘は何度もそう言った。黙ってと告つげたのは意地悪ではなく、外に声が洩もれたら蓮華がいるとばれるかもしれないからだが、伝わったのかどうかはわからない。

　これが仕事だと事前に伝えたはずなのに、潤うるんだ瞳ひとみは言葉より雄ゆう弁べんに謝罪を訴えてくる。

　たぶん彼女の『ごめんなさい』の中には『自分一人だけ助かってごめんなさい』という意味が入っているのだろう。

「あなたのせいじゃないわ」

　おそらく彼女が一番言われたかった言葉をそっと囁ささやいてやれば、なんとか謝罪の嵐が鎮しずまる。

　長い山道がようやく終わって、村長の娘と入れ替わった蓮華は外に出た。

　時間にしてみれば大したことはないのかもしれないが、ずっと狭い空間で揺られていたので足あし許もとがおぼつかない。

　白い着物を着た村長が手を差しだしてくれたので、顔をうつむかせたまま寄りかかる。

　松たい明まつの橙だいだい色いろの明かりは紫むらさき立だった蓮華の黒髪をうまく誤魔化してくれた。

　傍はた目めには親子二人、震ふるえながら残された時を数えているように見えたのかもしれない。特別何か言わずとも、近寄らないでいてくれた。

　用意された社は思いの外ほか新しく、入った瞬間、木の匂においがした。

　一ひと間ましかない狭い社で、壁際に申し訳程度にしめ縄なわをした榊さかきの枝が飾られている。社の周囲にしめ縄はなく、神域特有の清すが々すがしい空気は感じられない──社を建たてた時にも清きよめの儀ぎ式しきをしていないのではないだろうか。

　布が織りこまれた綺き麗れいな円えん座ざをだされて、蓮華はそこに無言で座った。もちろん、まだ扉は開いたままなので、怯おびえ哀かなしむふりをして袂たもとで顔を隠すことも忘れない。

　山神に捧げられる花嫁の横には白木の台で酒と杯さかずきが置かれているが、こちらもすべて新しい。祝詞のりとらしい祝詞もなく、秉ひよう燭そくに小さな明かりを残して、唯一の出入り口である扉が閉められた。

　儀式を執とり行う神官が、御お神み酒きを振りまき、社の屋根に山神が合図として残した白い毛皮を掛ければ、それで儀式のほとんどは終了らしい。

　蓮華をここまで送った男たちはまだ帰らず、社の前で酒さか盛もりをはじめた。

　山神に無事に引き渡されるまで、花嫁が逃げないよう見張っているのだ。酒は寒さと得体の知れないものに対する恐怖を紛まぎらわすためだろう。

　一人で静かにその時を待つ蓮華とは逆に、外の宴はどんどん盛り上がっているようで、吞のめや歌えやの騒さわぎが洩れ聞こえる。

　不ふ謹きん慎しんだと眉まゆをひそめるべきか、気を紛らわせる手しゆ段だんがあって羨うらやましいとため息をつくべきか、迷うところだ。

（花嫁か……）




『お嫁においで』




　優しい笑みで言われた言葉を思いだして、ずきりと胸が痛んだ。

　お芝しば居いだけれど、浅アサ沙ザより前に化け物のために着飾ることになるとは思わなかった。

（せっかく紅べにもつけてもらえたのに……）

　駕籠の中で、村長の娘は懐ふところから蛤はまぐりの貝を取りだして、丁てい寧ねいに蓮華の唇くちびるに紅を塗ぬってくれた。

　蓮華だけではなく、彼女も滅めつ多たにつけられない高級品だ。

　着物だってそうだ。流石さすがに武家のような打ち掛けとまではいかないが、豊かな農村の長おさが用意しただけあって、仕立てがいい。

　桜色の小こ袖そでは今の季節ではないけれど、娘らしい色合いは蓮華の美び貌ぼうよりもその年頃らしい可か憐れんさを強調してくれる。帯は鮮あざやかな緑。さすがにそのままの裾すそではいざ戦う時に支し障しようが出そうだったので、下にはいつもの着物を着ている。

（見せたかったな）

　普段は絶対にしない姿に、年頃の娘としての感覚が蘇よみがえる。こんな時だと言うのに誰かに見せびらかしたいと思ってしまった。

　籐二などはまるで自分の娘が嫁にいくように涙ぐみそうだし、鳥羽なら素直に褒ほめてくれるだろう。出雲は……──

（別にあんなやつどうでもいいけど……どうせまたからかうだけだもの。別に感想なんていらないし……）




『すげぇ綺麗だった』




　わざと低く囁かれた声をふいに思いだしてしまう。

　鮮やかな緑の瞳は面白がるようにきらめいているのに、その視線が熱かった。

　からかわれたと思うのに、まるで心からの言葉のように胸に響いて蓮華の感情が揺さぶられる。

　今も思いだすだけで鼓こ動どうが跳ねて、自分が情けなくなった。いくら男慣れしてないにしても、これはないのではないだろうか。

　ひょいと距離を縮めて、太陽みたいな笑顔をむけるのは止めてほしい。

　粗そ暴ぼうな口調の裏に隠れた優しさを見つけさせないでほしい。

　軽けい薄はくな言動で近づいてくるくせに、蓮華が本当に不ふ愉ゆ快かいだと思う線は絶対に越えてこないことなんて知っている。

　どうしてこんなに出雲のことを思い浮かべてしまうのか、どうしてこんなに心臓がうるさいのか、考えれば考えるほど胸が苦しくて泣きたくなる。

（わたしは……浅沙のことを忘れてないのに……）

　鬼を退たい治じするための作戦の一いつ環かんだというのに、なんだか浅沙を忘れて嫁とつぐような気持ちになって涙まで浮かんできた。

　透とう明めいな粒つぶがすっと頰ほおを流れ落ちたその瞬間、まるでそれを待っていたかのように、けたたましい笑い声が頭上から響き渡った。

（何!?）

　咄とつ嗟さに懐に手を入れて《驟しゆう雨う》を取りだそうとした瞬間──




　天てん井じようが崩れた。




「はぁっ!?」

　流石に予想していなかった展開に、慌てて部屋の隅すみに逃げようとする。しかし崩れてくる天井から身を守ってくれるような都合のいいものは何もない。

「泣いてやがる！　泣いてやがる！　生き娘むすめの涙はどうしてこうも芳かぐわしくも甘あまいのかねぇ」

　けたけたと笑うその声は、ひどく悪意に満ちていて、不ふ快かいだった。

　反はん射しや的てきに振り返ろうとするが、その前に大きなずだ袋のようなものを頭から被かぶせられた。

　頭から膝ひざにかかるほど大きなそれは、口が絞しぼれるようになっていたらしく、蓮華の膝を縛しばるような形で結ばれてしまう。

（獣けもの臭くさい！）

　もちろんもがくが、こんな状態ではろくな抵てい抗こうができない。手て触ざわりからして、袋は獣の毛皮のようだ。

　ふいに体たい勢せいが崩れて足が宙ちゆうに浮いた。鬼の肩に担がれたらしい。もちろん表に蓮華の正体を知らない男たちがいるのだから、このまま鬼と戦うわけにはいかない。

　村長を庇かばうつもりはないが、村の男たちはまだこの鬼の加か護ごを欲ほつしているのだ。下へ手たをすれば戦うことを邪じや魔まされる可能性だってある。

　今すぐこの袋を破って、鬼と戦いたい衝しよう動どうを抑おさえるために全身に力を入れたら、鬼は花嫁が怯えたと思ったらしい。

「すぐに着くからちょいと待ってろなぁ」

　猫ねこなで声で囁かれ、嫌いやらしい手つきで尻しりと太ふと腿ももをなでられた。

　流ちょうに人の言葉を話す鬼は、それだけ長生きをしている証あかしだ。

　しかしそれを認めるよりも先に嫌けん悪お感かんに気を取られた。反射的に身体からだが逃げようとしてしまう。

「おいおい。気が早ぇなぁ。ここで犯おかされてぇのか？　村の男たちの前で痴ち態たいを見せてぇとは淫いん乱らんな女だぁ。いいぜぇ。オレ様はそーいうの大好きだよぉ」

「きゃあっ！」

　下げ品ひんな言葉と共に着物の上から両手で尻をわしづかみにされて、普通の年頃の娘のような悲鳴をあげてしまった。

「やだ……っ！」

　嫌悪と恐怖が先だって、懇こん願がんするような声になると、鬼は満足そうに喉のどで笑った。

「良い子だなぁ。オレ様だってな、無む駄だに村のやつらの恐怖心や怒いかりをあおりてぇとは思ってねぇのよ？　大人しくしてれば、ちゃんと閨ねやで優しぃくしてやるからなぁ」

　吐はきそうだ。

　袋の中で半泣きになりながら、なんとか我が慢まんする。

　震えているのは恐怖よりも怒りが強い。

（こいつ、後で絶対に後こう悔かいさせてやる！）

　足と尻を抱かかえこまれた状態のまま、ふいに身体が沈んだように感じた。見えない手で全身を押さえつけられているような感触がして、浮ふ遊ゆう感かんを覚える。

　ごうごうと風を切る音が聞こえて、草木がこすれる音を聞いた。

　何度か繰くり返かえされて、ようやく鬼が蓮華を抱えたまま膝をたわめ、鳥のように大きく飛び跳ねたのだとわかる。

　視界が封ふうじられていてよかったかもしれないと、はじめて思った。そうでなければ上下に大きく揺り動く風景に、目を回していたかもしれない。

　どれくらいの距離を移動したのか、途中から鬼は跳ちよう躍やくを止めて地面を走りはじめた。

（鬼の巣すにいくんだわ）

　鬼というものはどういうことか、自分のいつく場所に執しゆう着ちやくすることが多い。旧きゆう鼠そは蔵くらに出現して、化け猫は鬼に転じた猫が死んだ家に現れると聞く。

　年を重ね、力を得えた鬼は、活動の拠きよ点てんを必ず置く──いわゆる巣だ。だいたいそういった鬼は、今回の依い頼らいのように人間を家か畜ちくのように飼おうと目もく論ろむ。

（籐二たちはちゃんとついてこられたかしら？）




『安心しろよ。何があっても俺が駆かけつけてやっからよ』




　出雲の言葉を思いだして、ため息をついてしまう。

　鬼の巣がこの山にあることは村長の情報からわかっていた。しかし具体的な場所は誰もわかっていなかった。籐二と出雲の二人は蓮華が残した目印を頼りに、鬼の跡あとをつける予定だったのだが……。

（いきなり両手が外にだせなくなったから、目印も何も残せなかったわ）

　鬼の登場は毎回違うらしく、壁を突き破ったり、地面を掘ほったり、もしくは見張りの男たちの宴にまじり正面から花嫁を迎えにくることもあるらしい。

　度たび々たびそんな登場と退場をされていたら、鬼に気を取られて花嫁まで目が届かなかったのかもしれない。こうやって何かを被せられると聞いていたら、もっと別の目印を考えたのに……。

（とにかく《驟雨》を……）

　今のうちに借り物の小袖を脱いで、その下の紐ひも帯おびに挟んだ鬼き糸しを取りださねばと思うのだが、いかんせん体勢が悪すぎた。

　身体が海え老びのように曲がっていて動きにくいうえ、袋越しに鬼にしがみついていないと、頭が大きく揺れて硬かたい背中にぶつかってしまうのだ。

「よぉし、ついたぞぉ」

　物理的にぐらぐらと頭が揺れて、いい加か減げんに限界だと思った頃、ふいに地面に下ろされた。

　膝のあたりを縛っていた感触が消え、巣についたから解放されるのかと油ゆ断だんした瞬間──

「膝を抱えなぁ」

「え？」

　頭からかぶった袋をそのままに言われた言葉にきょとんとするが、鬼はもう一度告げた。

「膝を抱えるんだよぉ」

　まだ振しん動どうで頭が揺れているように感じる蓮華は、言われるまま袋の中で屈かがんで膝を抱えた。その途と端たん、ゆるめられた袋の口を足許まで引っ張られる。

「──っ！」

　卵のように丸まった蓮華は、くるりと背中からひっくり返された。何が起きたのだと事じ態たいを確認している間に、袋の口を閉ざされる。

「何するのよ！」

「お？　思っていたより元気がいいなぁ。ちょっと準備するだけだから待ってろよぉ。よぉく効きくのはいいんだが、飲む直前に混ぜねぇといけねぇんだよぉ」

（準備？　飲む？）

　少し発音が悪いせいで聞き取りにくいが、言いたいことはわかった。だが、意味がわからない。誰が何を飲むというのだろう？

　もちろんここには鬼か蓮華しかいないわけだが……。

　まだ蓮華は対たい峙じしたことがないが、知的な鬼も世の中には存在する。人の汚きたない欲よくを面白がって、わざととんでもない薬の知恵を授さずけた鬼の逸いつ話わも聞いたことがある。

（準備とやらをしている間に脱だつ出しゆつしなきゃ）

　すかさずそう決めた蓮華は、袋の中で村長の娘から借りた着物の帯を解き、自分の帯に刺さしていた鬼糸を袋からだした。

（《驟雨》に罪つみはないけど……刃物の一つも持ってくればよかったわ）

　鬼糸でものを切ることもできるが、蓮華の技ぎ量りようではこんなに狭い空間で、上う手まく鬼糸を広げて操あやつる自信がなかった。

（かといって、素す手でで内側から袋を開けるのも難しそうだけど……やるだけやってみよう）

　内側から袋をつまんで鬼糸を巻きつける。あとは蓮華の合図一つで糸が動いて巻きついた部分を切り落とす手はずだったのだが、その前に袋自身が動いた。

「きゃあ！」

　ぐるりと再び身体が回る。何が起きたのか一瞬わからず、混乱した拍ひよう子しに空気の流れを肌で感じた──袋が空あいている。

　夜中だというのに、そこは蓮華に状況を忘れさせ、希望を与えるほどに明るかった。

　反射的に起きあがった蓮華は、そのまま袋から飛びだそうとした。しかしその直前できゅっと袋の端はしを絞られる。

　丁ちよう度ど、蓮華の首だけが袋から出たところだった。

（しまった！）

「ひゃっはははははは。ざぁんねぇんでしたぁ」

　近い位置で犬けん歯しを見せて大声で笑っていたのは、蓮華たちが予想していたとおり、狒ひ々ひと呼ばれる鬼だった。成人した男よりも大きな体たい軀くは、猿さるというより毛深い人間に近い。どこで手に入れたというのか、目の前の狒々は仕立てのいい着物を着ていた。

　しかしどんなに体格が人のものに近くても、首から上は猿そのものだ。

　狒々は広い洞どう窟くつを人間の住すみ処かのように改造していた。やけに明るい理由は、洞窟の中央で篝かがり火びが焚かれているせいだ。そのお陰かげで部屋はもちろん、狒々の様子までよくわかる。

　豊かな表情でさんざん笑った狒々は、ふいに真顔になって蓮華の顔を見つめた。

「あん？　お前、オレ様が指定した娘じゃねぇなぁ」

　鼻を近づけられた。

　獣臭い息が降りかかる。

「本来なら厳げん罰ばつもんだが、いいぃ女だから特別に許してやるよぉ。オレ様は優しいだろう？」

　歯は茎ぐきをむきだしにするようにして笑われる。機き嫌げんがよさそうだ。無駄に刺し激げきして暴あばれられても、この状態では勝ち目がないので、蓮華は何度も頷うなずいて調子を合わせた。

「よぉし。いい子だぁ。いい子にはたぁっぷり、優しくしてやるからなぁ」

　狒々が蓮華に背をむけた。その隙すきを逃のがさずに、蓮華は手て許もとの鬼糸を操ろうとした。

（早く！）

　しかし焦あせれば焦るほど、鬼糸が上手く操れない。まるで自分の指ではないみたいだ。

（《驟雨》！　動いて！）

　動いてはいる。しかし、蓮華の意図するように動いてはいない。鬼糸は使い手の感覚に任せた武器だ。動どう揺ようしたままでは上手く操れないとわかっているのに──




『いつでもどこでも籐二が守ってくれるわけじゃねぇんだから、ちっとは男慣れして躱かわせるようにならねぇと、どこかで知らない男に押し倒されるぜ』




　ふいに思いだしてしまった出雲の言葉に、ますます鬼糸の感覚が蓮華から離れてしまう。

（出雲の馬ば鹿か！　余計なことを思いださせないでよ！）

　脳のう内ないで出雲に八やつ当あたりをしている場合ではないのに……。

「なぁに、ごそごそしてるんだぁい？」

　少し発音の気になる言葉と共に、蓮華の頰をぬめぬめしたものが通った。

　強きよう烈れつな臭しゆう気きが遅れてやってきて、悲鳴もあげられず涙目になる。

　顔をなめられたのだと、気づいた瞬間、気が狂くるいそうになるほどの恐怖が蓮華を襲おそった。

　──花嫁を差しださせる狒々というのは、伝でん承しようを紐ひも解とけばそれなりにある話だ。

　そういった鬼の常つねとして、花嫁として差しだされた娘は狒々に犯されて、一定期間に子を孕はらむことができなければ殺されて喰くわれると聞いた。だが前ぜん提ていとして鬼と人の間に子は生まれないので、単純に狒々が娘に飽きただけだろうと蓮華は思う。

　思い浮かべてしまった伝承の記録は、蓮華にとって目の前に横たわる現実だった。

「やああああああああああああっ！」

　気がついた時には、恥も外がい聞ぶんもなく悲鳴をあげていた。

　冷静に考えたくても我慢できずに、肺の中の空気がなくなるほど叫さけび続けた。

「おうおう元気がいいなぁ」

　わざとらしく耳を塞ふさいだ狒々が、楽しげにけたけた笑う。

「言っただろう？　いい子には優しくしてやるかぁら、怯えんじゃねぇよぉう。オレ様は優しいぃんだぁ──ほぅら」

　目の前にだされた美しい朱しゆ塗ぬりの椀わんに、反射的に目をやる。

（…………なに？）

　蓮華の知識ではわからない液体がその中に入っていた。

　色は黒。いかにも苦そうな色合いなのに、ひどく甘ったるい臭においがした。嗅かぐだけで喉のどが詰つまりそうだ。

「気持ちよくなるぜぇ。ちょぉっと痛いことをされても、ぜぇんぶ強っ烈な快感に変えてくれるんだよぉ」

　つまりは、凶きよう悪あくな媚び薬やくらしい。

（冗談じゃないわよ！）

　浮かびそうになった想像は、吐き気と共にかき消えたが、現実までは消えてくれない。

（絶対に飲むもんか！）

　ぐっと口を引き結んだ蓮華に、ぐいぐいと狒々が媚薬入りの器を押しつけてくる。もちろん一いつ滴てきたりとも飲むつもりはない。

「楽しみだなぁ。楽しみだなぁ。真実の一族の女をいいようにするのなんて、どれくらいぶりだろうなぁ」

「──っ！」

　だらしなくにやけた狒々の口から涎よだれが垂たれた。

　狒々は頭がいい。蓮華の顔を見た瞬間に、状況を把は握あくしたのだろう。紫立った黒髪だけではわかりにくいものの、うっすらと赤みのある薄紫の瞳までは誤魔化せない。

　ふいに蓮華の口から朱塗りの椀が離れた。

　ほっとしたのも一瞬、狒々は自みずから作った媚薬を口に入れてしまう。

　わけがわからず呆ぼう然ぜんとしている蓮華の前で、狒々は椀を捨てた。

　伸びてきた毛むくじゃらの手が、蓮華の頤おとがいを持ちあげて、ようやく悟さとる。

　口移しをするつもりだ。

（やだやだやだやだっ！）

　必死になって顔をそらそうとするが、狒々の力に敵かなうはずもない。

　涙目になる蓮華に、狒々の鼻息が降りかかった。

（あ……）

　唇が近づく。

　頭の中で全力で悲鳴をあげるが、顔はもう固定されて動かせない。

（浅アサ沙ザ……）

　様々な人間の顔が頭に浮かんで、涙で流れる。




『安心しろよ。何があっても俺が駆けつけてやっからよ』




（出雲！）




　助けを求めて浮かんだ顔は籐二ではなく、最愛の姉でもなかった。

「汚きたねぇ息を、蓮華に吹きつけんな！」

　たたきつけるような叫びと共に、灼しやく熱ねつの風が蓮華の目の前を横切った。

　何が起きたのか、本当にわからなかった。

　目の前にあったはずの醜みにくく笑った猿の顔が横にずれて、目の前から消えた。

　てん、と、狒々の頭が鞠まりのように転がって、人間に似た大きな身体が蹴けり倒された。

「げっほ、ごほっ……ごほっ、かっ……」

　狒々を蹴り倒したのは、肩で息をして盛せい大だいに咳せきこんでいる男で、それはよく見知った顔をしていた。

「出雲……」

「まてっ……息が……」

　何かと台無しな様子だが、素直に口をつぐむ。蓮華としても、言葉が出なかった。

　咳はどうにか収まったようだが、出雲はまだ肩で息をしている。綺麗な金色の髪が乱れて、見える範囲のところは盛大に汗で濡ぬれていた。

　どこかで引っかけたのか、指先ほどの小枝が着物に突き刺さっている。

「はっ……間ま抜ぬけな格かつ好こうだな……」

　袋から首だけをだしている蓮華を見ての感想なのだろうが、同じ言葉を出雲に返したい。

　小さく笑って気がゆるんだ。

「ああ。泣くなよ……」

「泣いてない」

「そうか？　蓮華は目から汗が出るんだな」

　蓮華の首を締しめつけていた紐は、出雲でもゆるめることができず、鬼き刃じんである《炎えん帝てい》の刃やいばをあてて、ようやく解放された。

　座りこんでいる蓮華の手を、出雲の手が引っ張る。

　立ち上がった蓮華の背中に逞たくましい腕が回り、出雲同様乱れた黒髪に雅みやびさの欠片かけらもない男の指が差しこまれ、後頭部を包つつむように手の平が押しつけられた。

　蓮華の顔が、出雲の肩に埋うもれて息苦しくなってしまう。

「ほら、ちゃんと駆けつけてやっただろ？」

　見えなくても、自じ慢まんげに笑っているのがわかった。

「ああ……人生でこれ以上ねぇくらい走った」

　人の頭に頰をすりつけ、これ以上ないほど身体を寄せあって、言う言葉がそれかと思うと笑いたくなる。

　笑えるほど、安心した。

　嫌な気分が全部、浄じよう化かされたような気がする。

　何度も何度も落ち着かないと思った相手なのに……。

「怪け我がは？」

　蓮華の頭から手を離し、乱れた黒髪を整えながら出雲が尋たずねた。
















　ようやく顔が動くようになって見上げると、出雲の顔が近い。この体勢なのだから当然なのだが、唐とう突とつに心臓が跳ねた。たぶん出雲にも伝わっているだろうと思うと、急に恥ずかしくなって、彼から離れようとする。

「だ、大丈夫。ありがとう」

「あれ？　紅なんかつけてたっけ？」

　蓮華が自分から離れようとしていることなんてわかるだろうに、出雲の腕は細い背中から動かない。

「駕籠の中で塗ってもらったの」

「似合ってる」

　額が触ふれそうなほど近づかれて、うつむくことも離れることもできないまま、出雲の胸にわりこませた蓮華の手がこぶしを握った。

「……近い」

「………………嫌か？」

　からかうかと思ったのに。からかってくれれば、離れるために暴れることもできたのに、そう質問してくるのはずるいと思う。心底ずるい。

　拒きよ絶ぜつの言葉を言えない蓮華の唇に、出雲の息が降りかかった。

　流されているなと、頭のどこかで冷静な声が指し摘てきする。

　震える睫まつ毛げの下、じっと近づいてくる出雲を見上げた蓮華は、自然に瞼まぶたを下ろした。その瞬間──




「蓮華無事かぁっ！」




　轟とどろくような籐二の声に、蓮華の両手が動いて出雲の顔を突っぱねた。

「ぶぶぶぶじ！　すっごい無事！」

　蓮華の身体に回っていた腕の拘こう束そくが解とけた。蓮華が洞窟の出口にむかって走ると、こちらを見つけて松明を手放した籐二が両手を広げてくれたので、笑顔でその中に飛びこむ。

「よかったなぁっ！」

「ほっとしたよ！」

　低い声とは別に、もう一つ聞き慣れた声がして驚いたら、へばりつくように籐二の背中に負おぶわれていた鳥羽と目が合った。

「鳥羽？　留る守す番ばんしてたんじゃなかったの？」

「蓮華が心配だから、こっそりついてきて近くの木の上に登って様子を見てたんだ」

　山さん腹ぷくだったので、蓮華が花嫁の身代わりとして連れていかれた社の周囲には木々が生おい茂しげっていた。手許もわからないような暗さの中、鳥羽があんなところに一人で潜ひそんでいたのかと思うと、驚きよう愕がくしてしまう。

「怪我は？」

「こっちの台詞せりふだよ！」

　籐二もそのとおりだと言うように蓮華を見下ろした。

　答える。

「平気。傷きず一つないわ。鳥羽は？」

「平気だよ。おいら木登りは得意なんだ！」

　鼻を高くする鳥羽に、ほっとする。籐二が鳥羽の無事を確認しないはずはないのだが、それでも本人の口から聞くと安心した。

「最初、鬼の逃げた方向をそのまま追いかけようとしたら、鳥羽が木の上から違うって叫んだんだ。方向を変えたって、自分は里でも猟りようが得意だったから連れていけって──実際、鬼が通ったらしい跡を見つけたりして大だい活かつ躍やくだったな」

　蓮華から手を離し、鳥羽を地面に下ろした籐二が自分が褒められたかのように胸を張る。

「ここの明かりが遠目から見えた時は、もうおいらいらなかったみたいで、出雲が先に走っていったんだけどな」

　照れたように頭を搔かく鳥羽を微笑ほほえましく見下ろしたところで、話が落ち着くのを待っていたらしい出雲が蓮華の後ろから声をかけた。

「おう。終わってるぜ」

「お疲れ。やっぱり狒々だったか？」

「ああ。蓮華に鼻の下を伸ばしていやがったから、俺に気づかなかったみてぇだな。あっさり首を斬きり落とせたぜ。ちなみに《炎帝》の能力で斬った傍そばから傷口が焼けるから、血は飛び散ってねぇよ。こんな場所だから清めても人はこねぇと思うがな」

　身代わりは蓮華の仕事だったので、籐二は出雲に礼を言ったりはしなかった。出雲もそれを当然のこととして受け止めている。

（わたしはまだ同等ではないのよね……）

　一人前に足りないとまでは思わない。蓮華はそこまで卑ひ屈くつではないし、自分の実力もわかっている。ただ、目の前のこの二人は『一人前』より先をいく『手て練だれ』で、蓮華の力はまだそこまで及およばないのだ。

　籐二の目が、蓮華たちの後ろへむかう。

　狒々の死体は洞窟の奥だ。

　入り口からゆるく曲がっているので、籐二の視界では狒々の姿までは見られない。

「狒々か……毛皮を剝はいで、引ひつ敷しきにするのなら丁度いいんだが……」

「加工できるか？」

「…………やってできないこともない……が、里の技術者みたいにできる自信はないな」

　こういった会話を耳にするたびに、里がないということは足場がないのと同じだと思う。

　真ま実みの一族は鬼を退治する一族の総そう称しようだが、鬼き刃じんを操るだけが真実の一族ではないのだ。

「さすがに麓ふもとまで運ぶと血が落ちて土地に障さわりがでる。かといって、こんな場所を偶然通るような真実の一族がいるとも思えねぇし、いっそ俺の《炎帝》で骨ごと燃やしちまうか？」

「そんなことができるのか？」

　籐二の目が開かれる。

　大たい抵ていのものは炎で浄化できるが、鬼の死し骸がいに関してはそう簡単な話ではない。炎で鬼を浄化するなら、大量の油と薪まきが必要なのだ。

「疲れるからあんまやりたくねぇけどな」

「しかしできるならそれが一番いいだろう」

「だろうな。多少楽ができるから、できれば薪の類たぐいがあれば助かるんだが……」

「あ。狒々が篝火を焚いていたから、どこかに薪があると思うわよ」

　口を挟んだ蓮華に、籐二がああと頷く。

「そういえば明かりが漏れてたんだよな……。今日はこのまま夜よ更ふかしか。ついでに人間が食べられるようなものがあるといいんだがな」

　流石に籐二がいつも持ち歩いている荷物はここにない。あれがあれば保存のきく団どん栗ぐり餅もちも入っていたのだが……。

「あんたと一緒にいると、食いっぱぐれることがなさそうだよなぁ」

　馬鹿にするというよりは、どこか感心したように告げる出雲に、蓮華も頷く。

「どんな場所でも何かしら用意してくれるわね」

　先程鳥羽が猟が得意だという話をしていたが、籐二は罠わなをかけて鳥を捕とらえたり、食べられる野草を見つけたりするのが得意だ。大抵調味料も持ち歩いているので、焼くだけ、煮るだけではなく味付けのされているものが食べられる。

「…………食べ物の話をしてたら、腹が減ってきたな」

　籐二が腹に手をあてて渋じゆう面めんで呟つぶやく。

　蓮華の背はい後ごにある洞窟では、狒々の死骸があるというのに吞のん気きなことだ。しかし死骸はもう動かないし安心したら肉体が生命活動を主しゆ張ちようしてくるのは当然でもある。

「ちょっと近くに罠をしかけにいくかな……朝には兎うさぎでも引っかかっているかもしれん」

　近くの草むらを眺ながめだした籐二の着物を、慌てて蓮華がつかむ。

「本当に今からいくの？　足許危ないわよ」

「すぐに戻る。こんな山の中腹だと、動物たちも油断しているだろうから罠にかかりやすい。鳥羽は……置いていくかな？」

「当たり前でしょう」

　しかし罠をかける様子を見たがるのではないかと主張しそうな籐二に、駄だ目めだと蓮華が念押しする。

（だって鳥羽が危険だし……わたしと出雲と二人だけになるじゃない）

　触れそうになった唇に、出雲の息がかかったのを思いだして、蓮華は再度強く主張した。

「鳥羽は置いていって！」

「でもなぁ」

　仲の良い親子のような二人の様子をのんびりと眺めていた出雲は、ふと気がついたように周囲を見回した。

「そういや鳥羽は？」

「さっき洞窟の中に入っていったぞ」

　蓮華と出雲の正面に立っていた籐二には、洞窟の中に鳥羽が入っていくところも目に入ったのだろう。

「流石にそれはまずくねぇか？　死んでいるから攻こう撃げきされるこたぁねぇけど……瘴しよう気きが……」

「鳥羽も真実の一族なんだから、近づいていい距離はわかるだろう。それに死んだばかりならまだそこまで瘴気も溜たまっていない。あいつの鬼き刃じんは脇わき差ざしだから、実物の鬼を見て、自分がどういう距離で戦わないといけないのか実感するのもいいと思うぞ」

（なんかすっかり父親目線よねぇ）

　しみじみする蓮華をよそに、鳥羽が気にかかるらしい出雲は洞窟を振り返る。

「あいつ身体がちっこいから、大人より瘴気に障るのが早ぇだろ。自分よりでかい鬼を間近で見てぇなら、もういいんじゃねぇか？」

　口は悪いが心配しているらしい。なんだかんだで出雲の面めん倒どう見みがいいことを蓮華はもう知っている。

　率そつ先せんして洞窟の中に入っていく出雲の後を、蓮華と籐二が苦く笑しようしながら続こうとして……少しだけ、籐二が洞窟の手前で立ち止まる気配を見せた。

　どうやら松明をどうしようか考えたらしい。

　洞窟の前には炎ほのおが燃え移るようなものはない。ゆるやかな斜しや面めんにそって松明を倒せば、持ち手に火が移ることもなさそうだ。そのままにしておけば狼おおかみや野や犬けんよけにもなる。

「まあいいか」

　独ひとりごちる籐二はわかりやすい。

　案の定、松明を洞窟の前に置いたまま中に入ってしまった。

（………出雲も籐二と同じくらいわかりやすいといいんだけど）

　鳥羽が籐二と一緒に罠をしかけにいくのかどうかはわからないが、その時自分はどうしようかとぼんやり考えていた蓮華は、答えをださないまま足を止めた。

　洞窟の途中で、出雲が棒立ちになっているのだ。

　狒々の死骸はもっと奥にある。鳥羽もそこにいるのだろう。どうして先に進まないのだと、蓮華は出雲の背中から洞窟の奥へと視線を移し……硬こう直ちよくした。

　蓮華の隣で同じものを見つけたらしい籐二も、動きを止めたのがわかる。

　洞窟の奥からぐしゃぐしゃと、水気を含んだ布を足で踏ふむような音が響いていた。なんの音だかわからない。

　背をむけて狒々の死骸の前で膝をついている鳥羽は、いったい何をしているのだ。

　出雲の《炎帝》で焼き切れた鬼の傷きず跡あとは、触れなければ血が流れないはずなのに、ゆらゆらと揺れる篝火の明かりは、鳥羽の足許に広がる赤を見せつけてくる。

「………………鳥羽？」

　一番最初に声をだしたのは籐二だった。

　濡れた音が止まる。

「腹、減ってたのか？」

　いつもの調子で語りかけた言葉は、この状態では異い常じような質問だった。

　ぱっと、振り返った鳥羽の顔は、下半分が赤い。手も真っ赤だったが、着物が汚よごれた様子はなかった──そこに、鳥羽の慣れを感じた。

「うん」

　それが、籐二の質問に対する答えだと気づくのに、一いつ拍ぱく遅れる。

　そうだ。目の前にいるのは鳥羽だ。会話が通じるのだとまで考えて、蓮華は鳥羽を『何』だと思ったのだろうと疑問を持った。

（……出雲が拾った、春の里の生き残りよ）

　黒髪は真実の一族にしては珍しい。けれど鳥羽が肌身離さず持っている《朧おぼろ月づき夜よ》は、鬼刃の業物で、里さと長おさの関係者でないと持ち続けることはできない。持もち主ぬしとしての契約は完了しているはずで、だから鳥羽が真実の一族であることは間違いない……はずだ。

　里を滅ほろぼした敵を討とう伐ばつするのだと、短い期間だが共に旅をしてきた。

　一人で旅をしてぼろぼろになった鳥羽を出雲が拾って、共に旅をはじめた。

　籐二のことを『父ちゃん』と呼びたくなることがあるらしい。

　それから──

　一緒に泣いた。

　蓮華の心に載のせられていた重おも石しを軽くしてくれた。

（それから──）

　鳥羽に関する情報が、ぐるぐると蓮華の頭の中を回っていく。




『鳥羽な……町で誰かを兄と見間違えた日の夜は、だいたい寝なかったんだ。ちょっと目を離した隙に外に出たりしてさ……まあ、朝には絶対に戻ってくんだけど』




「この間、商人町で通りすがりの人を永エイ済サイさんと、鳥羽のお兄ちゃんと見間違えてたじゃない？　あの日、鳥羽は早めに寝たのよね？」

　すがるような蓮華の確認に、はっとしたように籐二と出雲が肩を強ばらせた。

　──鳥羽を追いかけるように就しゆう寝しんしたあの日の翌日、蔵屋敷にあった鬼おに塚づかは暴あばかれて、中が空くう洞どうになっていた。

　近くに敵がいたのだと、蓮華たちは全員殺さつ気き立った。鳥羽も含めて一丸となって探して……けれどあの時は見つからなかった。鬼塚の周囲以外で鬼の気配なんてまったく感じ取れなくて、見つけられないまま仕方なく場所を移動した。もうあの場所に出現する可能性は低いと、次に賭かけようと別の町に移動して、流れ流れてここまできた。

　ある意味、それは正解だったのかもしれない。

　先程から、蓮華は禍まが々まがしい鬼の気配を感じていた。

　狒々のものではない。

　振り払はらいたくても、どこまでも追いかけてくるような凶悪な気配に鳥肌が立った。

　岩に、土に、浸しん透とうし、数日経たっても薄れることのない血の臭いを思いだす。

　どんなに忘れようとしても、忘れられない感覚。

「な……ぜ」

　悪夢を振り切ろうとするかのように、出雲が叫ぶ。




「なぜだ鳥羽！　どうしてお前からその鬼の気配がするんだ！」




　洞窟の中で木こ魂だまする出雲の言葉に、きょとんとした顔をした鳥羽は……口の端を持ちあげて、笑った。




「兄ちゃん、きてくれたんだね」
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　はじめは鳥ト羽バが出雲イズモにむかって『兄ちゃん』と呼んでいるのかと思った。

　けれど違った。

　鳥羽の目は、蓮レン華ゲたちよりも後ろにある何かを見ている。

　人の気配なんてなかったはずなのに、出入り口に背をむけていることがどうしても不安になって振り返ると、そこには赤い髪の男が立っていた。篝かがり火びの明かりのせいで、赤みが強くなったように見えるのかもしれないから、実際はもっと明るい茶色なのかもしれない。

　刺いれ青ずみなのか、傷きず痕あとなのかはわからないが、男の首から頰ほおにかけて炎ほのおのような模も様ようが走っていた。それが妙みように禍まが々まがしいものに感じて、蓮華の本ほん能のうが警けい戒かいしろと訴うつたえてくる。
















「いつの間に……」

　出雲がさりげなく立ち位置を変えた。

　鳥羽にも、背はい後ごの男にも背をむけないように、斜ななめに構かまえる。

「そいつらを逃がさないでくれよ。今日は満月だから──暴あばれたくて仕方ねぇんだ」

　唐とう突とつに、別人のように鳥羽の声が変わった。

　変へん声せい期き前の子供のものとは思えない低い声に、ぎくりと身体からだが強ばる。

「鳥羽……」

　籐トウ二ジが足あ搔がくように手を伸ばしたその時、赤毛の男が口を開いた。

「わかっているからきたんだよ。ここの狒ひ々ひは古株なぶん力があって滋じ養ようもありそうだから、力が満ちれば暴れたくなるだろう？　もっとも、俺の手伝いなんて、そろそろ無用かもしれないけどね」

　鳥羽が無む邪じや気きに笑う。

「獲え物ものが動く時は兄ちゃんがいてくれたほうがいいに決まってんじゃねぇか」

　呼吸を整えた出雲が、淡たん々たんとした声で背後の男に問いかけた。

「何者だ？」

「名乗るほどの者じゃないよ。今まで鳥羽の面めん倒どうを見てくれてありがとう」

　名乗りもしない男は、つり目気味の目を細め、明らかに鳥羽とのわかれを示し唆さする言葉を口にした。

　蓮華の知らない顔のはずだ。なのに知っているような気がして……思い至いたる。つり目がちの目が鳥羽とよく似ていた。

「…………永エイ済サイ？」

　先日、出雲から聞いた名を口にすれば、彼は驚いたように目を見張った。

「俺のことを聞いているんだ。へえ……お嬢さんはまだ一緒に旅をして日が浅いのに、よくそこまで教えてもらえたね」

（わたしがまだ鳥羽と旅をして日が浅いって知ってる？）

　驚く蓮華をよそに、まだ鳥羽の変へん貌ぼうを受け入れきれない出雲が怒ど鳴なりつけた。

「てめっ、鳥羽に何をした！　あいつがどれだけお前に会いたがってたと思うんだよ！　会いにくるならくるで、もっと早くに会いにこい！」

　混乱が透すけて見えるような言葉を受けて、永済はとぼけたように小首を傾かしげる。

「これでもわりとちょくちょく会っているんだよ」

「…………」

「あんたが出雲だろう？　あんたが一番長かったし、親切にしてくれていたらしいね。俺からも礼を言うよ」

「…………一番、長い？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく出雲に、永済は馬ば鹿かにするように人差し指を横に振った。

「子供一人でどこまで旅ができると思う？」

　実際、出雲が鳥羽を拾った時、鳥羽はぼろぼろだったという。

　しかし今思えば鳥羽がどんなに必死になって守ろうと、《朧おぼろ月づき夜よ》が無事だったのは妙だ。鳥羽は髪が黒いから真ま実みの一族に見えない。《朧月夜》が彼の鬼き刃じんだと言われて、信じる者はどれくらいいるだろう？　ただの脇わき差ざしだと思われて、子供の手からそれを奪うばおうと考える大人も当然いたはずだ。

　そう考えれば、出雲の前にも鳥羽の面倒を見てくれた人がいたはずなのだ。

　──しかし過去に鳥羽と一緒にいた人間は、今どこにいるのだろうか？

（この気配を知ってしまうと、穏おん便びんにわかれた気がしないわね）

　永済に正面からむかいあうと、必然的に鳥羽に背をむけることになる。それがどうしても怖くて、蓮華は身体を斜めにして、完全に背中をむけることを拒こばんだ。

　意識しているのか無意識かはわからないけれど、出雲や籐トウ二ジは蓮華よりも手て練だれなはずなのに、鳥羽への警戒が甘あまいように思えた。

「俺が一緒に旅をしてもよかったんだけど、俺を取りこんだ鬼は日の光に弱くて外に出られないんだよ。できてせいぜい鳥羽に合図を送ることだけだ。だから俺は夜中に鳥羽と会うことにしているんだよ」

　永済の言葉をそのまま信じるのなら、彼は鬼き人じんということになる。道理で人の気配がなかったはずだと納なつ得とくする一方で、気になることがもう一つ。

（…………合図？）

　先日、鳥羽が追いかけた男のことを思いだす。結果として人違いだったわけだが、一瞬だけ蓮華が見たと思った髪と、永済の髪の色は同じように見えた。

　あの時は蓮華の見間違いかと思ったが……本当に、そうだったのだろうか？

「出雲、鳥羽って人ごみの中でよく自分のお兄ちゃんと通りすがりの人を見間違えて追いかけていたとか言ってたじゃない」

「ああ」

　永済を睨にらみつけたまま、蓮華に答えた出雲は、荒あれた声と眼まな差ざしで短く返事をした。彼が苛いら立だつほど、自分は冷静になっていくようだと思いながら、問いを重ねる。

「鳥羽がお兄ちゃんだって追いかけていた男の髪が、赤く見えたことってない？　でも鳥羽が捕つかまえると、違う髪の色になっているの」

　出雲がいつ鳥羽の兄の髪の色を聞いたのかは知らない。しかし聞いた後だったら、仮に鳥羽が追いかけている人間の髪が赤く見えても、『そんなことを聞いたからそう見えたのだ』と自分自身を納得させてしまいそうだ。

「…………」

　出雲の視線が蓮華に移った。返事はない。しかしこの場合の沈黙は肯こう定ていを意味する──たぶん思いあたることがあったのだ。

「何が言いたい？」

「わたしも、まだよくわかっていないのだけど……」

　何か不自然な気がするのだと続けようとして、視界の隅すみに映った黒髪にぎょっとする。

　──いつの間にか、鳥羽が籐二の目の前まで近づいてきていた。

「なんで逃げないのよ！」

　蓮華が《驟しゆう雨う》を操あやつる一瞬前に、鳥羽は大きく口を開け、抵てい抗こうもしない籐二の太ふと腿ももにくらいついた。

「──っ！」

「馬鹿！」

　永済の一歩手前から自分たちを除のぞいて洞どう窟くつの奥まで、瞬またたく間に床にも壁にも天てん井じようにも縦じゆう横おう無む尽じんに枝わかれした鬼き糸しが走って鳥羽を捉とらえる。

　迷いそうになる心を無視して、蓮華が鬼糸の絡からみつく右手の指を軽く曲げれば、鳥羽の身体が宙ちゆうに浮いた。

「蓮華！」

　叱しかりつけるような籐二の口調に、思わず鬼糸の力をゆるめそうになるが、蓮華は逆に睨みつけた。

「冷静になれとか、わたしに言わせないで」

　ぴしゃりと言い切れば、籐二の口が引き結ばれる。

　彼が鳥羽に咬かまれたのは、ほんの一瞬だったが、そこは狼おおかみにでも咬みつかれたかのように、ひどい有あり様さまになっていた。

「鳥羽のこの気配がわからないとは言わせないわよ。狒々を食べている姿も見たわよね？　もしかしたら何か事情があるのかもしれないけれど、鳥羽が『鬼人』よ。わたしたちの里を襲おそった仇かたきなの。たぶん……春の里に封ふうじられていた鬼き神じんの力に吞のまれてるんだわ」

　鳥羽は鬼神の心臓を封じていた春の里の出身だ。

　そして春の里が一番最初に滅ほろぼされたと伝え聞いている。

　すべての状況から考えて、里の敵は鬼人ではないかと蓮華たちは考えていた。

　逃のがれようのない事実を指し摘てきすれば、籐二が硬かたく瞼まぶたを閉ざす。

　傷きず口ぐちが痛むのか、額にはびっしりと汗をかいていた。なのに彼は言う。

「だが、旧きゆう鼠その鬼おに塚づかで見つけた足あし跡あとは鳥羽のものじゃない」

「足跡ぐらいいくらでも偽ぎ造ぞうできるわよ」

「しかし」

　蓮華も含め、この期ごに及およんで誰も『鳥羽に騙だまされた』と言っていないことに気づいて、蓮華は唇くちびるを嚙かんだ。

（無意識に鳥羽のことを擁よう護ごしてる。信じてる。『騙した』んじゃなくて、『事情があってこうなったのだ』と思いこもうとしている……）

　今さっき、蓮華自身もそう口走ってしまった。

　でも──

「鬼人になった人間は、元には戻せない」

　鬼刃に意図して人の血を吸すわせれば、鬼刃の中の鬼の魂たましいが覚かく醒せいして持もち主ぬしを喰くらい、鬼人となる。最初に鬼の影響がどれだけ出るかは個人差があるが、最終的にすべての鬼人は人を喰らうようになる。人間の身体では鬼の力を保たもてないから、人の魂を喰らって力とするためだと聞いたことがあるけれど、実際のところ、それが正しいのか否いなかわからない。

　人を食い殺すという事実が歴れき然ぜんとしてあるから、里が鬼人をだした場合は、全力でそれを狩かりにいくのだ。

　──理由なんてどうでもいい。被ひ害がいが広がる前に、身内が始し末まつをつける。

　だから滅びた春の里の人たちの代わりに、蓮華たちが鳥羽を討うたなくてはならない。

「……わかっている」

　そう呟く籐二の声が震ふるえていた。

　籐二の息子むすこと鳥羽を完全に同どう一いつ視ししていたわけではないだろうが、それでも面おも影かげを重ねていたことは蓮華もわかっている。彼にも笑顔が増えたと内心ひそかに思っていたのだ。

　心に空あいた穴が深かったからこそ、籐二は鳥羽に救われていた。

　──籐二にとって鳥羽は、もう一人の息子なのだ。

（ああ。駄だ目めだわ……）

　ふいにそう思った。籐二はもちろん、出雲も、蓮華だって動どう揺ようが激しすぎる。

　戦えるような心理状態ではない。できれば一度退ひいて気持ちを整えたい。

（逃がしてもらえたら、だけど……）

　緊きん張ちようを高めながら、蓮華の目が永済にむいた。

　彼は先程から一歩も動いてはいなかった。蓮華の鬼糸を警戒しているというよりは、最初から動くつもりがないのかもしれない。

（たぶん……わたしがこの三人の中で一番冷静）

　少なくとも、鳥羽を敵と認識できている。そうしようとしている。無情になれるはずだ。

（思いだして。浅アサ沙ザを、お姉ちゃんを、みんなを殺したのは……）




『おいらも蓮華が生きててくれてよかったよ。籐二や出雲も生きててよかったよ』




　ふいに頭の中に蘇よみがえった声に、歯を食いしばる。




『本当は……おいら、おいらの里を滅ぼした鬼を見つけて、死ぬつもりだったんだ。はじめから倒せるなんて思ってなかった。だっておいらよりずっと強い大人たちが里に残っていたのに、殺されたんだぜ。おいらが敵かなう相手じゃないってわかってたしさ。ただ……一ひと太た刀ちでもいいから敵の鬼を傷きずつけて、それで死にたいって思ったんだ』




　あの時のあの言葉をどうしても噓うそだと思えないのは、そう語る鳥羽の心が蓮華の気持ちにぴたりと重なったから。

　鳥羽のお陰かげで、蓮華は後ろむきな未来を望むことを止めた。死ぬためではなく、生きるために戦おうと思えた。里を滅ぼされてからはじめて、生きててよかったと思えたのだ。

　──だから、蓮華はここで鳥羽に殺されてやるわけにはいかない。

　無理矢理笑う。

「籐二、出雲、早い者勝ちだって言ったの、覚えてる？」

　なんでもない声をだせているだろうか？

　背筋はぴんと伸びているだろうか？

　出雲と鳥羽と出会ったあの日、共に旅をすると決めた時、籐二が言った言葉を繰くり返かえす。




「『止とどめを刺さすことができるやつが動けばいいさ。早い者勝ちといこう』」




　はっとしたように籐二と出雲が蓮華を見た。

　自分の指先にかかる《驟雨》を強く意識して、これ以上ないほど自分の感覚と同調させる。広げた糸の範囲の中であれば、蟻ありの動きすら把は握あくできるほどに集中し、それを保ったまま蓮華は告つげた。

「あれはわたしの獲物よ」

　永済への警戒も忘れないまま、鳥羽の首に新たな糸が巻かれる。

　永済はまだ動かない。

（止めないの!?）

　反射的に後ろを振りむきそうになるが、結界のように張はり巡めぐらされた《驟雨》は、敵の接近を知らせぬままだ。

（大丈夫。できる）

　自分自身に言い聞かせながら、左手に持った紡つ錘むに力を入れる。鳥羽は鬼糸の檻おりの中だ。もう逃げられない。

　右手で無数にわかれた鬼糸を握にぎり直す。次の合図で鳥羽は死ぬ。

　覚かく悟ごを決めた蓮華は鳥羽の首に力を入れようとして……──




　ヒュオッ！




　鋭するどい風切り音が聞こえたと思った時には、すでに蓮華の身体は宙に浮き、天井にたたきつけられていた。

「ぐっ！」

　平らな部分で幸いだったと言うべきか、おうとつのない天井にむかって、反射的に受け身を取れたのは奇き跡せきに近かった。

　そのまま重力に従したがって落下しようとするところを、鬼糸を操り宙づりになる形で防ふせぐ。

　その時に気づいた。

（………………《驟雨》が切られてる）

　蓮華が鬼糸を操る前に、力任せに引き千ち切ぎったのだろう。そして釣つり竿ざおをしならせるように引きあげ、一瞬で蓮華を天井にたたきつけたのだ。

　鬼糸は伸しん縮しゆくできるが、そこには蓮華の意思が必要になる。逆に言えば蓮華が操らなければ、鬼糸は鬼にとって丈夫な糸でしかない。自分が未み熟じゆくでなければ防げた事じ態たいだと反省する間もなく、蓮華の足あし許もとで跳ねるように出雲が斬きりかかった。

「鳥羽ぁっ！」

　熱風が吹き荒れ、刀とう身しんに重なるように紅ぐ蓮れんが踊る。

　袈け裟さ斬ぎりにした一撃目は避さけられた。しかし出雲が刀を振り下ろした直後、深く腰を落とした体たい勢せいで横に払はらった二撃目は鳥羽の小さな身体にまともにくいこんだ。

「うあああああっ！」

　子供の悲鳴が響いた。

　蓮華自身も鳥羽を縊くびり殺そうとしたくせに、反射的に目をそらしてしまう。もしかしたら騙されていたのかもしれないけれど、それでも一緒に泣いてくれた子供が死体になる瞬間を見るのはやはりつらい。

　だが、そのまま動かずに目を閉じていることは、この状況が許してくれなかった。

「止めろ出雲！」

　籐二が駆かけだそうとしている。

　すぐさま手て許もとの鬼糸を操った蓮華は、彼の前に着地した。大だい分ぶ《驟雨》を切られてしまったが、再び紡つむげば糸は繫つながる。

　眼差し一つで蓮華の望むまま、鬼糸は元通りに戻った。その繰くり手たる矜きよう持じも。

「蓮華……」

「鳥羽は……あれは、里の仇よ。忘れたの？」

　睨んだつもりだったけれど、実際どういう顔をしていたのか自分ではわからなかった。しかし今にも泣きそうな籐二を見て、似たような表情をしているのだろうなと察さつする。

「わかって……」

　わかっていると言いかけた籐二の言葉が止まった。

　驚きよう愕がくに見開かれた目を見上げ、その視線を追うように振り返る。

　炎を纏まとう出雲の打うち刀がたなを腕にめりこませたまま、鳥羽の身体が膨ぼう張ちようしていた。

　鳥羽自身の肉体が変化しているというより、足許から人の形を作っていく泥人形の中に鳥羽が吞みこまれていくようだった。着物を着たままの鳥羽が、人に近い形をしたものの中にずぶずぶと沈んでいく。

　気がつけばそれは、海を隔へだてた大陸の鎧よろいを着ていた。

　逆立った髪も三本の角つのも皮ひ膚ふも黒いのに、ぎょろりとした目だけは金色で、かつて神の身であったという鬼き神じんの伝でん承しようを思いださせる。

　むきだしになった二の腕は、それだけで凶きよう器きになりそうなほど太い。

（鳥羽が……鬼神になった）

　蓮華たちは鬼神が鬼人として復ふつ活かつしたのではないかと予想していた。

　だが、目の前の現象は蓮華の知る鬼人化とは異なる。しかし人間に鬼が取り憑ついて化け生しようするという意味では、鳥羽はただしく鬼人だった。

（わたしたちの里を滅ぼした……鬼神）

　蓮華たちが呆然とそれを見ていた間も、出雲は鬼の腕に埋うめた自みずからの刀を進めようとしていた。

「鳥羽じゃねぇ。お前だっ！」

　鬼神の一番近くにいる出雲が、全身から怒ど気きを放出させるように叫さけんだ。

「お前が、俺たちの里を滅ぼしたんだ！」

　出雲の叫びと共に、《炎えん帝てい》の纏う炎が勢いきおいを増した。脇わき腹ばらに刃やいばをくいこませたまま、その炎が黒い腕に移り、鬼神を飲みこんでいく。

　鳥羽の姿が見えなくなったことで、出雲の中でも完全に振り切れたらしい。

「行け！　《驟雨》！」

　黙って見守ってもいられず蓮華は鬼糸を操り、炎に包つつまれた鬼神の四し肢しを拘こう束そくし、再び首を絞しめた。

　ただの炎ならば鬼糸が燃えることはないが、鬼神を包む炎は業物の鬼刃《炎帝》の能力だ。鬼をも焼く特別な炎にどこまで《驟雨》が耐えきれるか不安だが、今は一瞬でも鬼神の動きを止めるほうが先だ。

「謝らないからね！　鳥羽！」

　振り払うように叫んだ蓮華は、右手に絡んだ鬼糸を握りしめた。

　蓮華の《驟雨》に首と四肢を絞められ、脇腹に出雲の《炎帝》をくらい、全身を炎で包まれながら、なおも鬼神に余よ裕ゆうがあるように見えるのはどうしたことだろう。

（力が足りない！）

　鬼神が全身に力を入れた。鬼糸が震え、あともう少しで再び切られると伝えてくる。おそらく鬼糸が切れた瞬間、一番近くにいる出雲が殺され、今度こそ蓮華も死ぬだろう。

「籐二！」

　助けを求めたのは無意識だった。

「──っ！」

　槍やりの鬼刃である《露つゆ時雨しぐれ》を手に、ようやく覚悟を決めた籐二が、強ごう弓きゆうで放たれた矢のような勢いで飛びだした。

「死なせるかっ！」

　両手で構えた槍が、鬼神の心臓を一突きにしようとしたその刹せつ那な、鬼神の胸の中央が、ぼこりと隆りゆう起きした。

　瘤こぶのようなそれは、瞬く間に見知った顔へと変化する。




「あれ？　おいらいつの間に寝てたんだろう？」




　鬼の胸に浮かんだ少年の顔を見て、籐二が呻うめく。

「鳥羽」

　あと一歩で穂ほ先さきが胸に届くというその場所で、槍の勢いが止まった。

「籐二？」

　鳥羽はきょとんとした顔で目の前にいる男の名を呼んだ。穂先が見えているだろうに、自分が傷つけられようとしているとは、欠片かけらも考えていない声だ。それだけで、迷う男は動けなくなる。

「それに出雲？　蓮華もみんなどうしたんだ？」

　鳥羽はたぶん首を傾げようとして、ようやく自身の違い和わ感かんに気づいたようだった。

　──彼が今動かせるのは顔だけで、首から下は動かせないのだ。

「うわああああああっ！　なんだこれ!?　なんだこれ!?」

　騒そう々ぞうしい悲鳴は、とても演技をしているように見えなかった。

　鬼神の中で、蓮華たちの知っている鳥羽が生きていると、実感してしまった。

　だが、実感してしまった後はどうすればいい？

　迷う蓮華を即そく座ざに見抜いて、鬼神は両腕に力を入れた。

（切られる！）

　反射的に判はん断だんした蓮華は、鬼糸を伸ばした。そうすれば鬼神の四肢に鬼糸を絡ませたままでいられる。

　当然のことながら、先程と同じ要よう領りようで鬼糸を振り回して蓮華を飛ばそうとした鬼神の動きは空から振ぶりした。

　しかし鬼神は鬼糸を纏わせながらも、自由を取り戻している。

　最初に籐二が蹴けり飛ばされた。

「籐二っ!?」

　悲鳴をあげる鳥羽をよそに、今度は出雲が殴なぐり倒される。

　踏ふみ固められただけの地面に、跳ねて、滑すべった。

「出雲っ！」

　鳥羽の悲鳴が響く中、鬼神が脇腹の《炎帝》に手をかけて、引き抜こうとしたその時──

　自らの歯で指を傷つけた蓮華の血が、《驟雨》の巻かれた紡錘に落ちた。

　一瞬、赤く輝いた鬼糸が、強度を増す。

　鬼刃は人間の血を覚えれば、その中の鬼の力が使い手を吞みこんでしまう。だがその血が契約を為なした使い手本人のものであれば、鬼の力を一時的に刺し激げきすることはあっても、魂が吞みこまれて鬼人となることは滅めつ多たにない。

　逆に言えば、鬼人になる可能性も少しはある。

　蓮華としても危険な賭かけだったが、それぐらいやらねば勝てそうにない。

　赤みを深めた鬼糸が、再び力強く鬼神を拘束する。

　もちろん鬼神の首に回っている鬼糸も今までの倍以上の力で絞めつけていった。しかし──

「がっ」

　苦痛に歪ゆがむ鳥羽の顔を見てしまう。

「蓮華！」

　一瞬糸をゆるめてしまった蓮華に出雲の叱しつ咤たの声が飛ぶ。

「わかってるってば！」

　けれど言い訳をしたくなる。

（鳥羽は裏切っていなかった！）

　──鳥羽は自分自身が鬼神だとは知らなかったのだ。

　愉ゆ快かいそうに鬼神が笑う。

「気にすることはない。どうせ目覚めればいつものように忘れている。儂わしが完全に力を取り戻したら、この魂ごとすべて吞みこんでやるよ」

「なんだよこの声!?　おいらどうなってんだ!?」

「…………鳥羽」

　今ここで説明してやるべきなのだろうか。

　何も知らぬまま黄よ泉みの舟に乗せてやるべきなのだろうか。

　──蓮華が、鳥羽を殺すのか。

　鳥羽と目が合う。

「蓮華、おいらどうなっているんだ？」

「…………あ……んたが……」

　探していた仇が見つかったと、蓮華は言わなければならないのだろう。

　鳥羽自身が鬼神だった。本人も知らぬまま鬼神に取りこまれて鬼人と化していた。

（言って……気づかせて、そしたらどうなるの？）

　自分たちが手を下さずとも、鳥羽が自ら命を絶つとでもいうのだろうか？　蓮華はそれを望んでいるのだろうか？

　考えれば考えるほど、言葉が喉に突っかかる。

　戦場で真ま実みの一族が泣いていいわけがない。獲物を哀あわれに思ってはいけない。蓮華の目の前にいるのは、愛いとしい人々の命を奪った憎い仇だ。

「蓮華、俺が鳥羽を殺す。そもそも……俺が拾ったんだ」

　出雲の言葉に、一瞬とは言え安あん堵どしてしまった自分に舌した打うちしたくなる。

　甘あまえてはいけないと思いながらも、どうしても鬼神の首にかけた鬼糸に命令を与えられなくて、せめて四肢の拘束だけはと必死で支える。

「…………」

　出雲が鬼神の脇腹から《炎帝》を抜いた。

　その瞬間、小さく鳥羽が悲鳴をあげたが、出雲は表情を動かさずに、自分の目線と変わらない鳥羽と正面からむかいあった。

「鳥羽、いつもと目線が違うことに気づいているか？」

「……うん」

「…………今まで、知らないうちに同行者が消えてたことがあるとか、言ってたよな。俺、その理由がわかったんだ」

「ああ……うん。なんかおいらも、わかった気がする」

　頷うなずこうとして、できなかったのだろう。

　まばたいた鳥羽の目から、ほとりと涙がこぼれ落ちた。

「おいらさ……おいら、こんな髪だから。鬼おに子ごって里で言われていたんだ。おいらは鬼を退たい治じする能力がないんだって……仲間に入れてもらえなくて、兄ちゃんだけが、ずっとおいらを庇かばってくれてたんだ。でもさ……ある日兄ちゃん隠おぬになっちゃって、帰ってこなくなっちゃった。いつか皆を見返してやるとか言っていたのに、おいらだけ置いていかれた……」

　何度もしゃくりあげながら、何もかも察さつしたように、鳥羽は呟く。

「兄ちゃん、おいらがこうなるってわかっていたから里から逃げたのかなぁ」

　蓮華の背後には永済がいる。狒々を食べていた鳥羽は会話もしていたはずだが、今の彼にその時の記き憶おくはないようだ。

　鳥羽の位置からは永済が見えない。兄がそこにいると教えてやるべきだろうか。

　背後に張り巡らせた鬼糸はまだ健けん在ざいで、ほんの少しでも永済が動けば、蓮華にはそれが伝わる。しかし弟が殺されそうになっているというのに、永済は一歩たりとも動く気配がなかった。

「おいら……本当に鬼子だったんだね。ごめんよ。謝ってすむ問題じゃないけど、ごめんよ。ごめん」

　出雲の手が大きく震えた。

「謝るな」

「うん……うん。兄ちゃんみたいに傍そばにいてくれてありがとう」

「…………うん」

　さまようように揺れた黒い瞳ひとみが、蓮華を見つける。

「蓮華、一緒に泣いてくれてありがとな」

「こ……ちの、台詞せりふだわ」

　声を詰つまらせながら、なんとか言葉にすると、鳥羽が泣いているのか笑っているのかわからないようなくしゃくしゃの顔で告げた。

「泣くなよぉ」

　こっちの台詞だと、何度も言わせないでほしかった。

　視界が曇くもって、鳥羽の顔がよく見えない。

　まばたいて、涙の雫しずくを何度か落として、蓮華はようやく覚悟を決めた少年の顔を見ることができた。

　出雲が打刀を握り直した。ごうと、出雲の腕をも吞みこむような炎が刀身に奔はしる。

「…………」

　鳥羽が目を閉じた。

　出雲の頰をつたうものに気づかないふりをしながら、蓮華はその刀が構えられるのを見守っていたが──




「思っていたより面白くなかったな」




　鳥羽を胸に宿した鬼神が、沈黙を破った。

《驟雨》は蓮華の血によって一時的に力が増している。先程のように簡単に力負けはしないはずだ。

　そのはずなのに、嫌いやな予感が背筋を駆け上った。

「出雲！」

　気をつけろと、言おうとした傍から、呆あつ気けなく鬼糸を引き千切られた。

　出雲がこぶしによって吹き飛ばされ、鬼神の巨きよ軀くが蓮華の眼がん前ぜんに迫る。

　殺されると、そう思った瞬間──

　まるで体当たりでもするように、槍を構えた籐二が鬼神にぶつかった。




　どんっ！




　それは深々と、鬼神の胸を貫つらぬいていた。つまりは鳥羽の額を。

　しっかりと《露時雨》の柄つかを握りながら、籐二は鳥羽と目を合わせる。

「………………息子が、もう一人増えたみたいで楽しかった。ありがとなぁ」

　ぐしゃぐしゃになった顔で、籐二が無理矢理そう笑うと、大きく目を見開いた鳥羽もまた笑った。

「おいらも、父ちゃんがもう一人できたみたいで、楽しかったよ……」

　さよならと、籐二と鳥羽がそう互いに言いあう姿に違和感を覚える。

（どうしてまだ会話ができるの？）

　鬼神は胸を貫かれているのに──。

　蓮華が籐二に注意を呼びかけようとした時、鬼神の口はすでに大きく開かれていた。

「っ！」

　籐二の肩に、獣けもののように鋭い牙きばが深々と突き刺さった。

「籐二っ！」

　肩から赤く染まっていく着物が、鳥羽の視界にも入ったようだ。一いつ拍ぱく遅れた鳥羽の悲鳴に、籐二が苦く笑う。

「痛くねえから心配するな」

「馬鹿！　痛くねぇわけねぇだろ！　止めろよ！　離せっ！」

　子供特有の甲かん高だかい声に叫ばれて、鬼神はうるさそうに顔をしかめた。だが、まだ牙は籐二の肩に刺さったままだ。

　もちろん籐二の槍は鬼神の心臓を貫いている。だが、元々この鬼神は首と心臓と二つにわかれて封じられていたのだ。

　蓮華は《驟雨》を再度修しゆう復ふくして鬼神の首を絞めた。だが、《驟雨》では力が足りない。

「出雲！　出雲！」

　打刀の鬼刃なら刃も通る。けれど、悪いところをぶつけてしまったのか、出雲は返事をしてくれない。

「止めろよ！　籐二を離せよ！　おいらの父ちゃんを離せよ！」

　喚わめく鳥羽がうるさくなったのだろう。

　見慣れた顔が、徐じよ々じよに鬼神の胸の中に沈みはじめた。

「やだ！　止めろ！　蓮華！　出雲！　籐二を助けて！」

　助けを求められているのに、力が及ばないのが悔くやしい。力一杯《驟雨》を引くが、鬼神の眉まゆをひそめさせるのがせいぜいだ。それももしかしたら鳥羽の絶ぜつ叫きようのせいかもしれない。

「《朧月夜》！」

　鳥羽が叫んだそれは、彼の鬼刃の銘めいだった。脇差だが、あれも業物だ。

　持ち主の呼び声に答えるように、それは洞窟の奥でかたりと鳴った。

「《朧月夜》！　籐二を助けろ！」




　かたり。




　蓮華の鬼糸がそれに絡みつく。

　紡錘を持った左手で引いて、見た目よりも重い脇差を蓮華は受け取った。

「《朧月夜》！　籐二を！」

　鳥羽の唇が鬼刃の中に沈んで、彼の声は完全に聞こえなくなった。けれど──




　かたり。




　使えと、持ち主の意思に応こたえたように、《朧月夜》が蓮華の手の中で震えた。

「鳥羽……借りるわね」

　右手に持っていた鬼糸の束を紡錘と同時に左手に持ち替えて、蓮華は鬼神にむかう。右手には鳥羽の意思を継いだ《朧月夜》を握っている。

　本来、契約主でなければ抜けないはずの鬼刃から、するりと鞘さやが抜け落ちた。

　鬼刃の心臓はすでに籐二が刺し貫いていて、その四肢は蓮華の鬼糸が拘束している。鬼神が本気をだせばいつ切れてもおかしくない状況だが、さすがに籐二にくらいつくことに集中したままそれができるほど《驟雨》は甘くない。

　だから蓮華は誰にも邪じや魔まされることなく鳥羽の《朧月夜》を、持ち主の望みのまま鬼神の喉に喰くらわせた。
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　真ま実みの一族の婚こん姻いんは、必ずしも真実の一族同士で行われるとは限らない。

　仕事で里を出た人間が、そこで出会った異い性せいを連れ帰るというのは、決して珍しい話ではなかった。

　永エイ済サイと鳥ト羽バの母も、外の人間であった。

　外の人間は特別な能力がないため、村での役割は畑仕事や繕つくろい物など、誰にでもできる仕事が主流となる。

　春の里は鬼き神じんを封ふうじている四季の里の一つで、鬼神の力の源みなもととも言える心臓を担当していた。それゆえに真実の一族としての矜きよう持じが高く、外からきた人間を少々軽く見る傾向があった。

　真実の一族として外に出ている人間が、望んで連れてきた者はいい。しかし里で生まれたのに能力のない子供は、些さ細さいなことで無視をされ、石を投げられた。

　永済の外見は真実の一族の特とく徴ちようを持っていた。身しん体たい能力も高く、鬼き刃じんを手に入れたら有ゆう能のうな父のように活かつ躍やくするだろうと噂うわさされていた。

　しかし年の離れた弟の鳥羽は髪も目も黒く、鈍どんくさかった。

　隙すきがあれば子供たちにからかわれ、たまに一緒に遊んでいることはあっても、鬼役ばかりやらされているようだった。

　鳥羽が苛いじめられるのを見つけるたびに、永済は庇かばってやっていた。

　弟が無む邪じや気きに懐なついてくるのは可か愛わいかったし、神様みたいな目で見られるのは永済の優ゆう越えつ感かんを刺し激げきした。

　崩ほう壊かいの一歩は、里に保存されている鬼刃と引き合わされた時のこと。

　白い皿に血を垂たらし、それに反応する鬼刃がないか、里さと長おさが一本一本確認して……何も持たずに永済の前に戻ってきた。

「え？」

「惜おしいのう。しかし詮せん議ぎは詮議。これも定めよ」

　永済は将来有望な真実の一族の少年だった。父は里長の甥おいにあたる。もしかしたら業わざ物ものの鬼刃に選ばれるかもしれないと言われていた。

　それが──

「俺に……裏方に回れと？」

「里は鬼刃の使い手だけで回っているわけではない。武具を作るのも、まじないをするのも、畑を耕すのも、どれも大切な役目よ」

　そんなことはわかっている。永済は同じ言葉を鳥羽によく言って聞かせていた。

　実際、身体能力に自信がない者、動物や鳥と相性がいい者などは、もっと小さな頃からそれ専用の訓練を受けて、里の将来のために技術を磨みがいている。

　永済はその中に入って、はじめて裏方の仕事を学んだ。

　本人も周りも鬼刃と契約するものとばかり思っていたので、永済は討とう伐ばつ者しやとしての修行しかしたことがなかったのだ。他の者に少しでも追いつかねばと、永済は里長に無理を言って書庫に入いり浸びたりもした。

「もったいないわね。あんなに頑がん張ばっていたのに」

「こればかりは相性だからな」

「あれだけ偉そうに武器の使い方を教えといて、裏方かよ」

　哀あわれむ者、知ったような口をたたく者、あからさまに馬ば鹿かにする者──

　色んな人間が、噂をした。中にはわざと永済に聞かせてくる者もいた。

　鳥羽のいじめは酷ひどくなり、永済は今まで以上に弟を庇うようになった。

「今だけだ。大人になれば裏方の重要性もわかる。いつか見返してやろうな」

　繰くり返かえし鳥羽に言い聞かせた言葉に噓うそはない。その時の永済は心からそう思っていたのだ。

　──翌年、鳥羽をよく苛めていた少年が鬼刃と契約をした。

　少年はこれ見よがしに腰の鬼刃を見せびらかして、鳥羽ばかりではなく永済にまで侮ぶ辱じよくの言葉をかけた。

「やっぱり、この土地と縁えにしの深い人間が選ばれるのかねぇ」

「俺たちの父親は里の人間だが選ばれなかったよ。里長も言っていたが運なんだろう。おめでとう」

　受け流して相手にしなければいいと、さらりと逃げようとした。

「永済はまあ……運だろうけどさぁ」

　気持ちの悪い含みに、永済は近くにいた鳥羽を庇う。

「あっちで遊んでおいで」

　声の届かない場所に追いやろうとしたが、その前に少年が続けた。

「鳥羽の髪も目も黒いじゃん。本当に真実の一族の血が入っているのか疑問だよな」

　鳥羽の足が止まり、不安そうな目で永済を振り返った。

　弟に聞かせたくない言葉を聞かせてしまったと思った瞬間、気がついたら手が出ていた。

　鬼刃と契約を結んだのだと誇ほこらしげに胸を張っていた少年は、永済のこぶしをろくに避よけることもできずに地面に倒れた。

　どこまで天てん狗ぐになっているのか、鬼刃と契約できたのはそんなに偉いことなのかと、鳥羽に謝れと叫さけぶ一方で、自分の鬱うつ憤ぷんを晴らしていた気がする。

　最初は喧けん嘩かを見つけてはやし立てていた子供たちも、やがて不安そうに永済を止めはじめた。「大人を呼んでくる」と、誰かが走っていったのに気づいて、ようやく永済はこぶしを収める。

「こんなに弱いのに、鬼刃と契約ができるんだな。俺のほうがずっと相応ふさわしいのに……」

　ぐったりとしている少年の腰に目をやって、苛いら立だちまじりに鬼刃を奪うばった。

　手に持った重みに、酩めい酊ていにも似た満足感を覚え、小さく笑う。

「なんだ……ただの刀じゃないか」

　なんてことないように呟つぶやきながらも、永済は自分こそがこの鬼刃に相応しいように思った。抜けと囁ささやかれた気がして柄つかを握にぎり──引き抜く。

　鬼刃は契約した者以外、触ふれてはいけないとされている。

　刀の中の鬼の力と相性がよくなければ、鬼の力に吞のみこまれて心が病やむそうだ。

「こんな刀が人の心を惑まどわすって？」

　鬼の血や骨を使って作られたものだ。多少普通の武具とは違った効果があるのだろう。だが所しよ詮せん、人が使うために作られたものだ。刀に所有者を選ばせるなんてどうかしている。

「俺が、使ってやるよ」

　少年の鬼刃は打うち刀がたな、銘めいは《雉きじ笛ぶえ》といった。

「待て永済！　それを離せ！」

　少年の仲間に呼ばれた大人が遠くで叫ぶ。

　捕つかまればもうこれを持てないとわかっていたから、永済は逃げた。誰も追ってこないとわかる場所まで走り続けた。

　永済はそのまま里を抜けて隠おぬになったのだ。

　──今思えば、この時すでに《雉笛》に魅み入いられていたのだと思う。

　幸いなことに、戦乱の世だ。春の里で幼い頃から鍛きたえた身体からだは役に立った。

　鬼刃は普通の刀より丈夫だ。

　不思議なことに、戦場で人を斬きれば斬るほどその鋭するどさが増していくようだった。

　次第に身体が変化していっていることに気づいたけれど、永済は気にしなかった。

　炎ほのおを模もしたような頰ほおの痣あざは、勇いさましい刺いれ青ずみだと皆が褒ほめてくれた。

　夜しか出歩けなければどうだというのだ。夜や戦せんだってこの世の中多い。これだけ死体が多ければ、いくつか永済の腹の中に入ったってわからない。大おお勢ぜいの人間が部隊に入ってきては死んでいくので、何人かがひっそりと永済に殺されていたとしても、誰にも気づかれないだろう。

　戦いくさを続けていくうちに武ぶ勲くんを重ねて上の人間に名前を覚えられるようになり、才を認められるようになった。

　元々頭のよかった永済は、戦術の相談さえも受けるようになって、力を貸すようになった。

「瀬させ保ほの国を手中にしろと、命めいを受けたのだが……」

「すればよろしいでしょう」

「あの豊かさを壊こわさぬように手に入れねば意味がない。できれば民を不安にたたき落として、戦にむかう気力を根こそぎ奪ってやりたいな。最小限の労力で国を獲とりたい」

　我わが儘ままなことだ。だが永済はこの主あるじの野心を気に入っていた。

　どろどろの陰いん謀ぼうも、血に困ることのない戦場も、この頃の永済には居心地のいいものになっていたのだ。

「頂点を斬ってしまえば下が混乱するのでは？」

「暗あん殺さつは駄だ目めだ。あそこは腹ふく心しんをはじめ部下の層が厚い。逆に結束が固まる」

「暗殺は駄目、戦で攻め落とすのも駄目、でも民に不安は与えたいと？」

「諸もろ手てを挙あげて我が国の支配を受け入れてくれたらなおいい」

　贅ぜい沢たくな要よう望ぼうだ。だが、永済にはそれを解決できそうな策が用意できた。そしてたぶん永済が膝ひざを折ったこの男も、それがわかって提てい案あんしたのだろう。

「たとえば真実の一族の里が片かたっ端ぱしからなくなれば、そして鬼の被ひ害がいが増えれば民は不安になりましょう。そして国を統とう合ごうし、我が国の真実の一族を殿とのが派は遣けんできるとしたら、民は諸手を挙げて迎え入れましょう」

　鬼き神じんの話をすれば、主は怖がるどころか面白がった。

「てっきりお前自身の手で里を滅ほろぼしていくのかと思ったが、それもいいだろう。ただしお前が確実に殺せる者を鬼神にするのだよ。我々にまで火の粉がかかってはたまらない。目的を果たしたら息の根を止めて戻っておいで」

「御ぎよ意い」

「ああ。ついでだから夏の里のある吉き利りの国でも暴あばれてくるがいい。瀬させ保ほの国が終わったら、どうせ吉き利りの国も手中に収めるからね」

　主の許可を得えた永済は戦場を後にして春の里に戻った。

　自分の経験からして、鬼き人じんになる時はじわじわと鬼の力と人の心が交わって、気がついた時には人を食べることに躊ちゆう躇ちよしなくなる。しかし今回の企たくらみは鬼刃によって鬼人を誕たん生じようさせるわけではない。ここにはない鬼神の肉体の代わりに、人の身体に直接鬼神の力を取りこませるのだ。

　少しずつ交わるのではなくて、一気につめこむため、永済のように自分の意識を残したまま鬼の力と混ざりあって一つになるのは難しいかもしれない。

　もちろんこちらの都合のいいように動かさねばならないので、ある程度幼くて暗示が効ききやすいほうがいい。本当は一緒に旅をしてさりげなく誘ゆう導どうできたら一番いいのだが、この頃すでに永済は日中に出歩けなくなっていた。

　おそらく永済の中に入りこんだ鬼はさして強くない鬼なのだろう。日の光は浄じよう化かを司つかさどるから、そのままだと沸ふつ騰とうした油に触れたような皮ひ膚ふになってしまうのだ。

　鬼神を復ふつ活かつさせるための肉体探しの条件は限られてくる。

　──しかし永済は自分を信頼していて、日が昇らない内から動きだす子供を知っていた。

　彼の日課が変わらないのであれば、まだ夜も明けないうちに、誰よりも早く起きて水を汲くみにいった後、一人で素振りをしているはずだ。

　案の定、永済の可愛い弟は、かつて自分がここにいた時と同じように身体を動かしていた。

「鳥羽」

　まだ誰も起きていないと思うが、念のため物もの陰かげに隠れてこっそりと呼べば、鳥羽は弾はじかれたようにあちらこちらを見回した。

　永済と違って、ただの人である鳥羽はそこまではっきりと夜よ目めが利きかない。

　用意していた秉ひよう燭そくを茂みの陰かげからそっと取りだして、揺らす。

　ほのかな明かりだが、近づけば輪りん郭かくがわかってくる。

「鳥羽」

「兄ちゃん！」

　高い声にぎょっとして周囲を見渡すが、誰かがその声に起きだしてくる気配はなかった。

　ほっとしていると、鳥羽がぶつかるような勢いきおいで駆かけ寄ってくる。

　何年も離れていたとは思えないほど変わらない態度だったが、やはり永済が知っている頃より背が伸びたようだ。しかしこの年頃にしては背が低いのではないだろうか。

「ずっとどこに行ってたんだよ！」

　突然いなくなった兄を責せめたかっただろうし、何よりあの後里に起きたこと、自分の身に起きたことなど、鳥羽の言いたいことが山のように溜たまっているのはすぐにわかった。

「兄ちゃん、おいらね」

　今にもべらべらと話しはじめそうな鳥羽を、永済はおっとりとした仕し草ぐさで止めた。

　里に戻ってきたわけではない。鳥羽に会いにきたのだと言えば、弟は嬉しそうに笑った。

「俺はもう隠だから、表だって堂々と会えないんだ。夜中一人で抜けだしてこれるか？」

　声をひそめて尋たずねれば、鳥羽は勢いよく頷うなずいた。

「うん」

　空あいた小屋で日差しから隠れて夜まで潜ひそみ、待ち合わせ場所に指定した鬼おに塚づかへ。

　──たぶんそこまでは、以前のように鳥羽を可愛いと思っていられたような気がする。

　無邪気に慕したってくる様子に、寂さびしかったと訴うつたえてくる素直さに、鳥羽ではなくて別の子供を鬼神に与えようかと考えるくらいには情が動いた。まだ普通の兄でいられた。

　けれど──




「兄ちゃん、おいら《朧おぼろ月づき夜よ》の持もち主ぬしになったんだよ」




　あの時の衝しよう撃げきをなんと言おう？

　自分より劣おとっていて、いつも助けてやっていた出で来き損そこないの可愛い弟の手には、永済が与えられなかった業わざ物ものの鬼き刃じんが握られていた。

「…………そうか。すごいな」

　鳥羽が聞きたかったであろう言葉を口にしてやれば、照れたように、けれど自じ慢まんげに鞘さやをなでる。

　腹の中に凝こごっていく真っ黒な感情を鳥羽に見せないように気をつけながら、永済は鬼塚にかけられていたしめ縄なわを、そこにあった《鎮しずめの呪じゆ》ごと引き裂さいた。

　裂けた縄から、雷らい光こうのような光がこぼれて、静かな夜の空気に亀き裂れつが入った。

「に、兄ちゃん！　触さわったら駄目だよ！　怒られるよ！」

「大丈夫だよ。俺はね、お前にそんな脇わき差ざしよりもっといいものを渡しにきたんだ」

　穏おだやかに語りながら、そこに残った《守りの呪》も力尽くで引き裂き、鬼塚を蹴けり倒す。

　ずんと、重たい音を響かせて巨大な石せき碑ひが倒れた。

　本来、里長がしかるべき儀ぎ式しきをして、石碑を横にずらして進むべき道を、永済は力尽くで押し通った。

「おいで、鳥羽」

「駄目だよ。そっちは怖いよ。怒られるよ」

「おいで」

　穏やかに告つげた永済は、自分を説得しようとしてくる鳥羽の襟えり首くびをつかんで引きずった。

　すぐ下は階段で、段差のところで足を打ちつけていたようだけれど、どんな怪け我がでも少し後には回復するはずだから問題ない。

「さて、どこかな」

「兄ちゃん！　兄ちゃん！　痛いよ！　怖いよぉっ！」

　本格的に泣きだしてしまった鳥羽を一いち瞥べつすらせずに、永済は自分の中の鬼の導みちびきに従したがって、奥へ進んだ。

　明かり一つない地下室は暗かったが、永済の目にはむしろよく見えた。

「兄ちゃん！」

　泣き喚わめいて逃げようと足あ搔がく鳥羽が、いい加か減げん鬱うつ陶とうしくなってきたので、永済は着物の前身頃をつかみ直してぱしりと叩たたいた。

　そこまで強く叩いたつもりはなかったが、鬼人の感覚なので人間の子供には強きよう烈れつだったのかもしれない。白目をむいて気を失うしなってしまった。

「ああ……まあ、大人しくなっていいか」

　力を失った鳥羽を引きずりながら、何枚もの札が貼はられた壺つぼに手を伸ばす。

「さて。呪が破られたことに気づいた里長が、もうそろそろ人を集めてくるだろうから急がないと……」

　瘴しよう気きをはじめとする悪あしき力を封じるために施ほどこされた呪じゆ符ふを、無む造ぞう作さに剝はいでいく。

　壺からこぼれ出る瘴気に刺激されて、周囲の鬼の残ざん骸がいたちが騒さわぎだした。

「……………………これで、最後だ」

　呪符を剝がし終わった壺の中に手を入れて、鬼神の血の中央に浮いた油紙を取りだす。

　そこに貼られた呪符が、最後の一枚。




　どくり。




　広げた両手の中からはみだしそうな心臓が、送りだす血液を探すように動いた。

　肉体なんてない。あるのはただ力の源だけ。

　それが生なま々なましくも、力強い。




　どくり。




　触れているだけで力負けして、指先から崩れ落ちそうだと思う。

　これが鬼神の心臓であり、純粋な力の源だ。

　夏の里に封じられた頭を蘇よみがえらせても、秋と冬にそれぞれわけられた肉体を蘇らせても、これがなければすべては繫つながらない。

「さあ鳥羽、《朧月夜》なんかより、もっと強い力をあげるよ」

　できれば自分がほしかった力だが、もう永済は別の鬼の力を吞みこんでしまったので、これを自分のものとすることはできない。

「お前は俺の可愛い弟だからな」

　仰あお向むけになった鳥羽の心臓の上に鬼神の心臓を重ねれば、泥田の中に石を落としたように沈んでいく。

「ああああああああああああああああああああああああっ！」

　極きよく限げんまで目を開いた鳥羽が悲鳴をあげた。

　鬼神の力が強すぎて、小さな身体ごと、生命ごと吸収されようとしているのだ。

「苦しいか？　可か哀わい想そうに……でも大丈夫だからな。ここには心臓に吸きゆう収しゆうさせるべき力がたくさんあるから、お前まで取りこまれることはないよ……たぶんな」

　近くにあった鬼の骨を、試しに鳥羽にむかって放り投げると、その骨は先程の心臓と同じように鳥羽の身体の中に沈んだ。

「よしよし」

　心臓の入っていた壺をひっくり返して血を与えると、さすがに鬼神のものなだけあって、少しだけ鳥羽の痙けい攣れんが小さくなった。

「兄ちゃんがたっぷり食わせてやるからな」

　穏やかに話しかけながら、片っ端から近くの鬼の残骸を与えていく。途中から、鳥羽の腹に大きな口が現れて、舌したを伸ばして永済が投げ与えたものを吸収していった。

　鬼塚の中身をすべて与え終わる頃には、鳥羽の悲鳴は収まっていた。

「ああ」

　小さな身体から鳥羽ではない声が、低く呻うめく。

「鳥羽、俺がわかるか？」

「………………兄ちゃん、腹が減ったよ」

「心臓が身体を復活させようとしているんだよ。ここの外を片付けたら、隠し里を巡めぐって力を蓄たくわえような」

　噓と本音を繫げた言葉に、鳥羽は頷く。

　──そうして可愛い弟は鬼神を宿した。

　最初に永済が危き惧ぐしていたとおり、鬼神の力が前面に出ていない時の鳥羽は、人間の鳥羽としての記き憶おくしかないようだった。

　鬼の力が表に出ている時の鳥羽は、鳥羽の人格の影響も多少はあるが、ほとんど別の人格らしい。

　昼間の鳥羽に暗示をかけて『春の里の仇かたき討うち』という目的を持たせ旅をさせる一方で、永済もまた自みずからの足で隠し里を探した。

　鳥羽にかけた暗示を混乱させないため、また自分が昼間出歩けない身体のため、永済は人間としての意識が強い時の鳥羽から姿を隠すことにした。

　そして鬼神に用事ができた時だけ、昼間の鳥羽に合図を送った。それが永済の幻まぼろしだ。昼間の鳥羽に永済の面おも影かげを思いださせれば、鬼人に変わった鳥羽が深夜に目を覚まして永済を探しだす。

　栄えい養ようになる鬼塚が近くにあった時、隠し里を見つけた時、永済はその都つ度ど鳥羽を呼んだ。

　着々と真ま実みの一族の里を減らして、そろそろ瀬させ保ほの国にも吉き利りの国にも隠し里が見つからなくなってきて……永済は浦うら河がわという小国に場所を移すことにした。

　瀬させ保ほの国と吉き利りの国の間に挟まれるような小さな国だが、方角的にここの隠し里も滅ぼしておいて損そんはないだろうと思ったのだ。

　──少なくとも、あの時はそう考えていた気がする。

　何も知らない昼間の鳥羽は、自分自身が里の仇であることを知らぬまま、ふらふらと旅を続けた。望もち月づきの夜だけは鬼神としての鳥羽の本能が増すようで、なるべくその日は合流してやるようにした。

　昼間の鳥羽は、たまに誰かに拾われたり、わかれたりを繰り返しながら旅を続けた。同行者の事情で穏やかに離れる場合もあったが、夜中、鬼人に変わった鳥羽に殺された者も何人かいる。

　ある日鳥羽を拾ったのは、夏の里の生き残りだった。

「楽しいよ」

　夜中、鬼人の鳥羽が食事の合間に珍しくそう報告してきた。

「そうか」

「望月の夜に一緒になったら、おいらは出雲と戦いたくなるのかな？」

「…………嫌いやか？」

「わかんねぇや」

　口調が少しずつ粗そ野やになっているなと思いながら、永済はまた隠し里を探した。探さねば、鳥羽を殺さなくてはならなくなる。

　この頃の永済は、何のために隠し里を探しているのか、わからなくなってきていた。

　鳥羽に完全な鬼神の身体を与えてやりたい気もした。

　けれど自分が戦場に戻るために、鳥羽を殺してしまいたい気もした。

　鬼刃に選ばれた弟への嫉しつ妬とと、鬼人に変わっても兄と慕ってくる弟への愛いとしさが、永済の中の鬼の部分と人間の部分を交互に刺激してくる。

　複雑な想いに囚とらわれて月日を重ね……ある日、また鳥羽の同行者が増えた。

「楽しいよ」

　どこかの真実の一族が作った鬼塚を暴あばきながら、鳥羽はいつかと同じ言葉で永済にそう報告した。

「なんか……家族といるみたいだ」

　──では俺はなんなのだろうな？

　どの口が言うのかと自分で思いながら、永済は頷いた。

「そうか」

「…………うん」

　この瞬間の自分たちは、きっととてもよく似た兄弟きようだいだったと思う。

　たぶん、そろそろ潮しお時どきだったのだろう。

　──鳥羽のむかう方角には、満月の夜に嫁取りをする狒ひ々ひがいた。

　長い間その山に住み着いていた狒々だったから、永済もその存在は噂に聞いていた。

　長生きした鬼はそれなりに力が強い。きっと鳥羽の力になる。

　けれどそれは同時に、出雲たちに鬼人に変わった鳥羽を見せることになる。

　止めたいと思う気持ちと、見せてやれと思う気持ちが、同時に生まれた。




『そいつらを逃がさないでくれよ。今日は満月だから──腹が減って仕方ねぇんだ』




　自分で決められなくなっていた永済は、運命に身を任まかせることを言い訳に、すべてを見守ることにした。

（なんで、戦いながら泣けるんだろうな……）

　戦っている者たちを眺ながめながら、永済の中では人として失った部分と、残っている部分が互いに反応していた。

　鬼人としての鳥羽の意識は、どうやら鬼神の中に完全に吸収されてしまったらしい。気まぐれに鬼神が目覚めさせた鳥羽は、人間としての鳥羽だ。




『兄ちゃんみたいに傍そばにいてくれてありがとう』




（ああ。あっちの鳥羽は、俺が傍にいた日のことを知らないんだな……）




　互いに別れの言葉を言い合いながら、鳥羽を取りこんだ鬼神は、真ま実みの一族の刃やいばに倒れた。

　止とどめを刺さした鬼刃は、鳥羽の《朧月夜》だった。

　契約した使い手以外に扱あつかえないはずの鬼刃は、持ち主の意思を反映したように、美しい少女の手に収まるのを許したようだった。

（………………死んだな）

　寂しいような、清せい々せいしたような、変な気分だった。

　それ以上そこにいる必要なんてなかったから、すべてを見届けた永済は、狒々の巣すだった場所から遠ざかった。

（戦場に帰ろう）

　任務はこれで終わりだ。

　永済の仕つかえた主は、やがてここ周辺の土地をも手中に収めるだろう。

　豊かな土地は戦を呼びこむ。

　血の臭においの中であれば、永済には居場所があった。

　その前に日差しを避さける場所を探さねばならない。

　長い夜は今にも明けそうだ。




「ねえ、まさかこのまま逃げるとか言わないわよね……」




　気の強そうな女の声が凜りんと響いた。振り返れば、右手に鞘に収まった脇差を、左手に紡つ錘むを持った少女が真っ赤な目で永済を睨にらんでいた。

　隣には派は手でな金色の髪を乱れさせた男が立っていた。

　さすがに一番身体が大きかった男はまだ洞どう窟くつの中にいるようだ。肩から大量の血を流していたようだから、今すぐには動けないだろう。

　それを言うならば金髪の男も、頭をぶつけて一時的に気を失っていたはずだ。すぐに動くのは危険なのだが、彼は自分の体調を気にした様子もない。

「お前が……鳥羽を利用して鬼神を復活させたんだな」

　脅おどすような低い声の質問は、たぶん答えを求めているわけではないのだろう。

　彼らは永済が鳥羽に送った合図に気づいていた。

　自分自身の正体がわかっていなかった鳥羽の言動とつきあわせれば、ある程度の答えは出るだろう。だから頷いてやった。

「ああ」

「なぜだ？　お前は鳥羽の、兄貴じゃねぇのかよ？」

　怒いかりに満ちた眼まな差ざしで問いを重ねられて、はて何のためだったかと思う。

　戦のため、自分の居場所のため──……鳥羽を自分と同じ位置に貶おとしめたかったため。

　最後に思いついた答えが、最高に馬鹿馬鹿しくて、反はん射しや的てきに笑ってしまった。

　彼らからすれば、鬼人が突然笑いだして、さぞかし気味が悪かったことだろう。

「………………強くなって見返したいかと思ったんだよ」

　誰が誰を見返したいのかは言わず、真しん実じつの一いつ片ぺんを口にする。

「鳥羽は……真ま実みの一族として強くなることを望んでいたわ」

「ああ。そうかもな」

　ため息が口をついた。

　永済自身も本当はそれを望んでいた。

「欲よくに走って、鬼刃に魅入られて、吞みこまれて……乱らん世せを流れて、鳥羽を利用した。自分で思っていたより鳥羽に執しゆう着ちやくしていたらしくて、少し驚いたよ」

　春の里なんて滅んでも構かまわなかった。それは心から思う。故こ郷きように執着なんてない。

　ただ、自分がずっと守っていた小さな弟まで殺してしまうのは嫌だった。自分と同じ位置に落とせば助けてやれた。

　──だがもう鳥羽はいない。

「…………俺は戦場に戻る。そこで生きていく」

　それをわかれの言葉に代えたつもりだった。

　彼らに背をむけ自分を待つ主の所に帰って、また血まみれの生活に戻って人であった日々を忘れようとしているのに……。

「止めるつもりなのか？」

　去ろうとした方向に、赤い糸で作られた壁が横たわっていた。

　──周辺の木々を利用して作られたそれが意味することは一つだけだ。

「鬼人を逃がすわけないでしょう！」

　堂々とした宣せん言げんに、永済は眉まゆをひそめる。

「春の里は滅んだ。お前らも春の里の人間じゃない。『身内の恥はじ』とは言わないだろう」

「真実の一族の戦せん闘とう能力を持っている、人間が主食の化け物を放置できるかよ！　それに鳥羽の身内なら俺らの身内だ。身内の恥は雪そそいでやるから安心しな！」

　ほんのついさっきまで鬼神と戦い、二度もそのこぶしを受けているとは思えないほどの動きで、金髪の男が迫せまった。

　刀とう身しんから紅ぐ蓮れんが踊り、永済に巻きついてこようとするのを避けた先で、打刀を構えた男がいた。刀身同士がぶつかって、高い金きん属ぞく音おんが響く。

　喉のどを薙なごうとする刃を避けて、永済の自由を奪おうとする鬼き糸しを切せつ断だんし、転げるように逃げた先で、男の足で顎あごを蹴られた。

　鬼人になっていなかったら、確実に脳のうが揺れて動けなくなっている攻こう撃げきだ。

　鳥羽と会話をしていた時、この二人が連れん携けいを取って戦ったと聞いたことはないはずだが、彼らは言葉や目線すら交かわさずに、互いの隙を補おぎないあうような連携技で攻せめてくる。

　えげつないやり方だ。しかしなりふり構わない戦い方に、ぞくぞくと背筋が震えた。

「自分の使命みたいな顔をして鬼退たい治じをしていても、お前らは正義の味方でもなんでもないな！」

　嘲あざけるつもりで笑ったら、上段から剣を振り下ろしながら、たたきつけるように男が叫んだ。

「当ったり前だろうがっ！」

　一ひと際きわ高い金属音が、悲鳴のように刀から響く。

「ぐたぐためんどくせぇこと戦ってる時に考えられっかよ！　生きるために戦って、生きるために努力して、俺たちの里はそうやって生き残ってきたんだ！」

　正義なんて知ったことかと、男は吠ほえる。

「戦えるから戦って、商売にできるから商売にして、それで暮らしてきたんだよ！　単純なことだ！　悪いか！」

　選ばれし者の傲ごう慢まんとか、選ばれなかった者の幸運とか、すべては後付けだと、男は乱らん暴ぼうに決めつけた。

「下手にこだわるから、鬼につけこまれんだろ！」

　力負けした《雉笛》が、根元から折れる。

「鳥羽は……あいつは、あんなにちびでも、最後まで真実の一族だった。お前みたいに里から逃げだして闇やみに堕おちた弱虫とは違った。あいつは……お前より遙はるかに勇ゆう敢かんだった！　きっと俺より優ゆう秀しゆうな退治屋になっただろうよ」

　不ぶ様ざまに逃げようとした永済の足を、鬼糸が捉とらえた。

「知ってるか？　わかっているか？　それでもあいつにとって、お前は最後まで『大好きな兄ちゃん』だったんだ！」

　男が鬼刃を構え直す。

「あの世で鳥羽にわびてこい！」

　紅蓮を纏まとった刃が、永済を貫つらぬいた。

　綺き麗れい事ごとで戦っているわけではない。矜持なんていらない。はじめからそう割り切れていれば、きっと永済は今も鳥羽と春の里にいたのだろう。




「兄ちゃん」




　ああ、今からでも傍にはいけるのかと、そう思った瞬間、永済の意識は闇の中に消えた。
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　出雲イズモが操あやつる炎ほのおが狒ひ々ひの亡なき骸がらを燃やし尽くした後、鳥ト羽バを取りこんだ鬼き神じんと永エイ済サイの亡骸を一緒に燃やし、蓮レン華ゲに血止めをしてもらった籐トウ二ジが、浄じよう化かと鎮ちん魂こんの宣のり呪と言ごとを唱となえた。

　肩に傷きずがある籐二は呼吸のたびにこめかみを引きつらせていたが、頑かたくなに出雲と鬼おに鎮しずめの儀ぎを代わろうとはしなかったので、そのまま任まかせることになった。

　凜りんと響いた力強い声が、朝日に照らされた場を清きよめていく。

　業わざ物ものの業ごう火かで宣呪言と共に焼かれ、朝日に照らされた鬼の死し骸がいは、あっという間に白い灰となって、どこかに飛んでいってしまった。

　笑いながら走っていく鳥羽の背中を見送った気がして、途と端たんに寂さびしくなってしまう。

　長く息を吐はいた籐二が、ゆっくりとこちらを振り返った。

「お互いに里の仇かたきは取ったわけだが、これからどうする？」

　籐二の視線を追いかけるように、蓮華の目が出雲を捉とらえる。

　しんみりした雰ふん囲い気きを吹き飛ばすように出雲が笑った。

　そんな気分ではなかったというのに、つられて蓮華も口くち許もとをほころばせてしまう。

　永済と戦っている時、出雲は生きるために戦っているのだと叫さけんでいた。そうやって、真ま実みの一族は生き残ってきたのだと。




『戦えるから戦って、商売にできるから商売にして、それで暮らしてきたんだよ！　単純なことだ！　悪いか！』




　なるほど。それが真実の一族なのだろうと蓮華は思う。

「…………わたしは、鬼を退たい治じするしかできないから、旅をしながら依い頼らいでも受けるわ」

「まあそうなるよなぁ」

　他にどんな返事を期待していたのだと訊ききたいが、なんだかまたからかわれそうな気がしたので沈黙を守る。

「籐二はどうすんだ？」

「…………どうやらもう少し身体からだが動きそうだしな。落ち着くのは四十を過ぎてからでいいだろう」

「そこは『仇を討うったから、妻と子供と鳥羽の菩ぼ提だいを弔とむらうために、一人で仏門に入る』のが正しい人の道だろうが」

「今さら人の道を問われてもなぁ。蓮華も心配だし」

　積極的に追い払はらおうとする出雲に、籐二は苦く笑しようして青い頭を搔かく。

　一人お荷物扱あつかいをされた気分になった蓮華は、ふんと鼻を鳴らして胸を張った。

「わたしは別に一人でも大丈夫よ。籐二も出雲も安心して自分の道を歩んでちょうだい」

「わざわざ自分から一人になることはねぇだろ？　いざとなったら俺が嫁にもらってやるからさ！」

　いきなり何を言いだすのだと、半なかば呆あきれながら出雲を見上げたら、太陽みたいな朗ほがらかな笑顔と出会う。




「嫁にこいよ」




「…………」

　かつて出雲とはまったく違う男に、蓮華が似たような言葉を言われたことなんて、彼は知らない。

「お前はなんか軽そうだから、蓮華を嫁にやるのは心配だなぁ」

「ねえ、どうしていつの間にかわたしの嫁入りの話になってるの？」

　仇は討ったし、依頼を受けた仕事も終了した。

　帰る場所はなく、家族もいない。共に戦う仲間はいても、補ほ佐さをしてくれる仲間はいない。

　もう誰も鬼なんかと戦わなくてもいいし、蓮華は誰かに嫁とついでもいい。

　自由の身になって、なんでもできる状態なのに、結局蓮華たちは真ま実みの一族として、鬼と戦ってしまうのだろう。

　生き方を変える機会があるとすれば、きっと今なのに、蓮華は《驟しゆう雨う》を手放せない。

　本当の自由とは勇気がいることなのだろうなと思いながら、蓮華は走り去った鳥羽の幻まぼろしを追いかけるように、自分の足で歩きはじめた。


























終
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　はじめまして。もしくはお久しぶりです。瑞みず山やまいつきです。

　今回は人生初めての和風ファンタジーを書かせていただきました。

　里を滅ぼした鬼への復ふく讐しゆうに燃える美少女が、親代わりなおっさんと、ちびっこと、美青年を引き連れて鬼退たい治じをしながら旅をするお話です。凍いてついていた心が徐々に溶とけ、再び感情を取り戻していく様子をお楽しみいただけたら幸いです。

　今回、あとがきが一ページしかないので手短に。

　ユウノ様、作者が想像する以上に華やかな衣装を描いていただいてありがとうございました。担当様、休日にまで働かせてしまって申し訳ありません。精しよう進じんします。この本にかかわっていただいた人たち全員、本当にありがとうございました。

　最後までこの本を読んでくださった方へ、お手にとっていただいてありがとうございます。何かしらの感情がほんの少しでも心に残っていますように。


瑞山いつき
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３月21日生まれ。牡羊座。

和風ファンタジーに手をだすつもりはなかったのですが、格好いい女の子が書きたいなぁと思った結果、こうなりました。

どうか楽しんでいただけますように。




公式ブログ：『惚れて通えば千里も一里』

http://mizuyamai.blog64.fc2.com/

Twitter:@mizuyama_i
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今回和風ファンタジーという事でお話を頂きましたが和風ファンタジーいいですね！

あとぽちぽち絵を描いたり時々絵仕事をしたりしています。




http://yndogcat.blog24.fc2.com/
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